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【１】夜会








　騎士国家ラジウルの王城は、剣による武力を重んじる国柄を色濃く反映し、何者をも侵入を許さない武骨で頑健な造りになっている。夜が更けるにつれ灯りを落として行く城下とは別世界のように煌々と明るく、晴れた日の真昼と遜色ないほどの光に満ちていた。

　勇敢な騎士をモチーフとした見事な絵画や彫刻が並ぶ広く長い廊下を、背筋を伸ばした衛兵たちが一匹の蟻の侵入も許すまいと巡回している。そんな中、何ら気後れすることなく歩く総勢七人の一団とすれ違うと、足を止めて敬礼を示した。

　ラジウルの隣に位置する魔法国家ジエルユースの若き王太子夫妻とその護衛騎士及び侍女だ。

　先頭の一人と最後尾の二人、計三人の男性は皆、二十代半ばと言った風貌をしている。首元を覆う高襟や袖口と裾に青い縁取り模様が入った白い騎士服に身を包み、見事な彫り細工の中にサファイアとエメラルドの埋め込まれた鞘に収めた細身の剣を腰に佩いていた。

　もっとも、剣に刃はついていない。柄の先端に刻まれた鷹を象る紋章により、公の場で身分を証明する為のものだ。各々の魔力を弾丸に込めた魔法銃が本来の得物だが、魔法国家ではない国から私的な招待を受けたという体面上、今は持ち歩いてはいなかった。

　次に歩くのは、光に照らされた部分は銀に輝きながらも黒とも紺ともつかない特徴的な色の髪を短く切り揃え、涼やかな青い目を持つ美しい青年だ。繊細な刺繍を金糸で施された白い正装を痩身に纏い、同色のマントを金色の肩章で留めた様は気品を備えると同時に近寄り難い空気も放つ。魔法国家ジエルユース王太子、サフィール当人だ。

　そして彼の右腕に妃であるエルメリッドが繊細なレースの手袋に包まれた手をそっと添えている。

　雪のように真っ白な肌、澄んだ輝きを放つ翠色の大きな瞳、小さめの形良い鼻、瑞々しさに満ちた赤い唇で形成された顔は薄化粧を施しただけでも魅力的だ。

　普段は両サイドを頭頂部から緩く編み込んで下ろされた細く柔らかな淡い金の髪も、今夜はサファイアとプラチナを組み合わせ、大小合わせて六輪の花を模した髪飾りで結い上げられて淡く煌めいている。細かな真珠がたくさん散りばめられた華やかな青いドレスに、羽毛で縁取った白いレースのショールを羽織った装いは美しくも可愛らしかった。

　表情や寒色系の色合いから受ける冷淡な印象とは裏腹に、サフィールは自分より二十センチほど背の低い妻の歩幅に自らのそれを合わせていた。笑顔で言葉を交わさずとも取り巻く雰囲気はお互いへの愛情と信頼に溢れ、もしも宮廷画家がこの場に居合わせていたのなら喜んで筆を走らせているに違いない。

　エルメリッドの数歩後ろには紺色のお仕着せ姿の侍女が二人、前後の騎士に引けを取らない鋭い眼差しで、万が一にも主夫妻に害をなす存在が潜んではいないか気を配っている。

　王太子夫妻の侍従の数としては決して多くない人数だ。けれど蜜月旅行の間、連れて来た侍従たちの中からさらに厳選した、選りすぐりの精鋭でもある。

　やがて先頭を歩く騎士が繊細な彫刻の施された扉の前で立ち止まった。

　大きく重たげな扉をノックもせずに開く。途端に森を吹き抜ける風に似た匂いを帯びた涼やかな空気が廊下へと流れ込んで来る。心穏やかに過ごす為だろう。部屋の中で香が炊かれているのだ。

　高い天井から吊り下げられた豪奢なシャンデリアが広い部屋の隅まで余すところなく照らす中、招待主である王女に仕える侍女たちが姿勢良く並んでいる。出迎えた五人のうちの一人から静かな声がかけられた。

「お戻りになられるのはまだ先のお時間とお伺いしております。よもや何か良からぬことがございましたでしょうか」

「わたくしが旅の疲れに耐えきれず、やむなく中座することを許していただいたの」

　言葉通り、わずかな疲労を可憐な声に滲ませてエルメリッドが答える。

　蜜月旅行の最後に立ち寄って欲しい。

　王女ルーリィから招待を受けてラジウルを訪れ、夜会にも列席したものの、長旅の疲れは想像以上に大きかった。だから予定より早く用意された客間に戻って来たと告げれば、先程とは別の侍女が心得たとばかりに頭を下げる。

「さようでございましたか。この度は大変お疲れ様でございます」

　そしてさらにもう一人の侍女が言葉を受け継いだ。

「湯浴みと寝所の準備はすでに整っております。ジエルユース王国王太子ご夫妻におかれましては、ご自国にいらっしゃる時と同様におくつろぎいただけましたら、わたくし共にこれ以上の喜びもございません」

　夜会がお開きとなる時間にはまだ少し早い。予定外の事態に臆することなく折り目正しい礼を受け、サフィールと向かい合ってソファーに腰を下ろしたエルメリッドは夫に代わって頷き返す。

「ルーリィ王女殿下に心より歓迎を受けたこと、友人としてとても光栄に存じます。どうぞ王女殿下には深い感謝の意をお伝え下さいませ」

「恐れ入ります」

　友人の部分をことさら強調してみせたのは気がついただろうか。

　王女本人ではない人物に言ったところで何ら意味を持たないのは承知している。それでも侍女を通して王女の耳に入ると思えば言わずにはいられなかった。

　王城に到着して直々に出迎えられた時と夜会で改めて挨拶をした時、すでに二度もルーリィ自身に友人だと告げている。

　エルメリッドの心情としては、我ながら我慢して言葉を選んでいる方だ。お互いの名誉を重んじて表沙汰にはならなかっただけで、国家同士の問題に発展しかねないことを過去のルーリィはしていた。そしてもしかしたらルーリィは今もサフィールへの恋心を抱き、妃の座を諦めてはいないかもしれない。あるいは彼女の父であるラジウル国王こそが娘を嫁がせようと策を巡らせている可能性もある。

　だけどエルメリッドと王女は──サフィールと王女はただの友人だ。それを忘れられては困る。

　侍女たちが再び一礼して客間を後にすると、少しだけ肩の荷が下りた心持ちでエルメリッドは顔を上げた。

　一様に次の命令を待つ侍従たちに向けて口を開く。

「必要なことは全て済ませてくれたようだから、あなたたちも今夜はもう下がって休みなさい」

　その言葉に侍女の一人が恐れ多くも、と非礼を先に詫びて言葉を紡いだ。

「妃殿下の美しさを輝かせる装いを仕上げると同様、美しさを損なわずに解くこともわたくし共の重要な役目にごさいます。せめて結い上げた髪を下ろし、梳ることをお許しいただけませんでしょうか」

　自分でやると言っても彼女たちは納得しないだろう。エルメリッドが纏う、一人では脱ぎ着できない華やかなドレスを脱がせ、王太子妃からエルメリッドへと戻る手筈を整えることをやり遂げたいはずだ。

　押し問答で余計な時間を割きたくはない。誰にも気取られぬようサフィールを一瞥し、エルメリッドは笑みで答える。

「分かったわ。あなた方にお任せしましょう」

「恐れ入ります。ドレスの代わりのお召し物は先方がご用意して下さったローブでよろしいですか？」

「そうね」

　さりげなく着替えの手伝いも織り込まれ、エルメリッドは根負けして受け入れた。

　程なくしてローブも脱ぐことになる。衣装などどうでも良いものだ。

「サフィール王太子殿下並びにエルメリッド王太子妃殿下」

　王太子妃の身支度が行われる間、夫以外の異性が居合わせるわけには行かない。今度は騎士の一人が口を開いた。

「こちらは自国ジエルユースの王宮内ではございません。我々は万が一に備えてドアの外に待機しております」

「あなたの心配も、もっともね」

　エルメリッドは騎士の進言を肯定しつつ、でも、と自らの考えを続ける。

「自国ではなく友好国に滞在しているからこそ、よ。殿下や私に危害がくわえられたとあっては、両国間だけでなく他国との外交にも影響を与えることは間違いないもの。最大限の対策を取って人員を割いているはず」

　ジエルユースは数ある魔法国家の中でも指折りの力を持つ国だ。関係を悪化させたい国家など存在しないと断言してもいいだろう。王女と個人的な親交のある他国の王族とは言え、王太子夫妻相手に用意された部屋を見てもそれはあきらかだった。

　七人が入ってもなお広い部屋は一目見ただけで最高級の品々だと分かる家具が置かれている。室内に彩りを添える装飾品にしても同様で、壁にかけられた絵画や色とりどりの花を活けた花瓶、それを乗せた猫脚の台座に至るまで贅の限りが尽くされていた。けれど居心地の悪さを覚えさせるような、悪趣味な煌びやかさは全くない。武力国家と言えど客をもてなす細やかな配慮が窺えた。

　もし仮に王女ルーリィがエルメリッドに思うものがあったとして、あくまでも個人間の感情に起因する話だ。さすがに表立って騒ぎを引き起こすまい。

「今夜はゆっくり休みなさい。明日から我が祖国に戻るまで護衛をしてもらわなければならないのだから」

「畏まりました。妃殿下の仰せのままに」

　命令を繰り返せば、これ以上は主の意に反すると思い至ったのだろう。やりとりをしていた騎士が代表して了承を示し、一礼して部屋を出て行った。

「ではエルメリッド様、準備が整いましたのであちらへ」

　エルメリッドが護衛騎士と話をしている間に着替えの準備を終わらせていた侍女が、ドアが固く閉ざされるなり部屋の奥とを仕切る生成りのカーテンを差し示した。

　奥はベッドと鏡台が置かれているだけの簡易的な寝室になっているのは、昼の間に確認してある。もちろんどちらも精巧な飾り細工の施された質が良いもので、天蓋のついたベッドは二人が寝そべったうえで両手を広げても余るほどに大きなものだ。

「申し訳ございません、殿下。場を少し失礼致します」

「部屋の中での移動ではあるからね。僕のことは気にせず行っておいで」

「でも、すぐに戻ります」

「そうだね。君が傍にいないと、僕はすぐ寂しくなってしまう」

「フィル様ったら」

　仲睦まじい夫婦のやりとりに侍女たちは表情を綻ばせる。

　エルメリッドだって、サフィールの言葉が嘘ではないと分かっているからもちろん嬉しい。でも、それを王女の前でも言ってくれたらもっと嬉しいのに。

　わずかな不満が顔に出ていたのか、サフィールの手が優しく頬に触れる。

「エル。あまり長い時間、お預け状態にしないでくれると嬉しいな」

　肌をなぞられ、甘やかな痺れが背筋を伝った。

　お預け、の部分はエルメリッドと侍女たちでは捉え方が違う。

　その奥に秘められた本当の意味を知るのはエルメリッドだけだ。だったらもっとお預けして困らせたい。もちろん、その分だけエルメリッドも早くサフィールに触れたくなって困るけれど。

「──少しだけ行ってまいります」

　相反する感情を一瞬せめぎ合わせた末、エルメリッドはカーテンの奥へと移動した。

　鏡台の前の椅子に座れば侍女の一人が繊細な細工の髪飾りを外し、もう一人が複雑に編み込まれた淡い金色の髪を丁寧な手つきで解きはじめる。柔らかく長い髪が絡まないように細心の注意を払いながら櫛で梳き下ろした。

　化粧を落としてドレスを脱ぎ、用意された絹のローブへの着替えが終わると、今日最後の仕事を終えた侍女もそれぞれが深く一礼を残して客室を出て行った。

「ここにおいで」

　二人きりになるや否やサフィールは甘やかに誘う。

　ここ、とは彼の膝の上だ。

　自国の王城内でも、蜜月旅行の間でも何度か取っている体勢でもまだ恥じらいはある。

　頬を染めながらもエルメリッドが従うと、今までのやりとりを見ていた王太子サフィールは、ともすれば冷ややかに見える青い目を細めて楽しげに笑った。

「君もすっかり王太子妃らしい振る舞いが板について来たね、エル」

「そうであれば嬉しいですわ」

　愛称で呼ばれ、エルメリッドもようやく王太子妃としての一日の外交が終わったのだと表情を和らげた。大きな翠色の瞳を輝かせた屈託ない表情には十九歳の令嬢らしい、少女のあどけなさが残っている。

　二人きりになれば畏まった王太子夫妻ではなく、二十一歳の夫と十九歳の妻という、夫婦というには年若く、どちらかといえば未だ恋人同士のような姿だ。式を挙げて正式な夫婦になったのが半年前の出来事なのも初々しさに拍車をかけていた。

「でも、フィル様がいらっしゃるのに出すぎた真似をしてしまいました。申し訳ありません」

「構わないよ」

　サフィールは妻の謝罪を受け止めて笑う。肩にかかる髪を一房取り、恭しく口づけた。

「今夜の主は君だからね。好きなように振る舞えばいい」

「ではお言葉に甘えて」

　エルメリッドも笑みを返し、髪に触れる夫の手を取ってしなやかな指先にそっと唇を寄せる。

　そう。今夜は特別だ。しなやかな指を、ぴちゃりと水音を立てて啄む。するとサフィールの笑みにわずかな苦さが浮かんだ。

「今日はずいぶんといたずら好きのようだね」

「いたずら好きの私はお嫌いですか？」

「まさか。どんな君でも好きだよ」

　どちらともなく視線が重なり、自然と唇も引き寄せられた。

　果たして王女はそれを意図しているのか、心を落ち着かせる香は何の歯止めにもならない。むしろ逆に、エルメリッドの中にある王女への対抗心をよりいっそう煽るだけだ。

「ん……っ。は……」

　口づけを深めながらエルメリッドは腰を押しつけ、小さく揺らす。

　特別な夜の予感は胸を高鳴らせ、積極性を芽生えさせる。はしたないと分かっていても、ずっと待ちきれないでいた。呼吸が乱れるほど夢中になって舌を絡めれば、いつにない高揚感で浅く達しさえする。

「ふ、……ぁ……」

　サフィールの胸に顔を預け、呼吸をゆっくりと何度も繰り返す。切ない衝動に理性が飲み込まれてしまう前に懸命に顔を上げ、落ち着きをかろうじて取り戻して言葉を紡いだ。

「湯浴みは、フィル様がお先にどうぞ」

　いつもならエルメリッドが先に済ませる湯浴みも、サフィールを先にと促す。

「今夜に限ってはそうさせてもらおうかな」

「お脱ぎになられるお手伝いを致しましょうか？」

「いや。一人でできるよ」

　サフィールは苦笑を浮かべて答えたものの、一つだけエルメリッドが手を借さなければいけないことがある。それはもちろん彼も理解しており、客間内に備えつけのバスルームへと一緒に向かった。

　ベッドの上でもないのに妻の前で衣服を脱ぎ、顕わになる夫の身体をエルメリッドは陶然と眺めた。

「フィル様のお身体のライン、いつ見ても綺麗で好きです」

　いつ見ても──そう、夫婦なのだ。もう何度も目にしている。それでもまだ少し羞恥もあると同時に、その腕に抱かれる悦びを知る心はエルメリッドの奥深い場所を疼かせた。

「可愛い妃にそう言ってもらえるなら嬉しいよ」

「お世辞なんかじゃありませんのに」

　シャツを脱ぎ、トラウザーズに靴下、そして下履きも脱げばサフィールが身に纏うものは一つだけになった。

　女性と比較しても遜色ないほどにきめ細やかな肌にはおおよそ不釣り合いな、下着と言うにはあまりにも淫猥な雰囲気を纏ったそれはエルメリッドが望んでつけてもらったものだ。

　太くしなやかな黒い革のベルトで腰に固定し、ベルトから伸びた筒状のパーツが雄芯を根本から支えるようにしっかりと包み込んでいる。先端には丸い穴が開けられ、完全に密閉はしていない。いわゆる貞操帯と呼ばれる器具を男性向けに作ったものだ。

　エルメリッドは静かに息を吐いた。

「良く似合っておられますわ」

「それも誉め言葉と捉えて喜んでもいいものなのかな」

「ええ、もちろん」

　表情に変化は見られずとも、サフィールにしてみれば他の女性に寵を与えると疑われているようで良い気分ではないだろう。本来は女性が恋人や伴侶以外の異性に貞操を捧げぬよう身に着けるものだ。男性は多かれ少なかれ屈辱感を抱くに違いない。

　それを、エルメリッドの為だけに受け入れてくれた。幸福感と征服感に満たされ、笑みと共に頷く。

　綺麗に整った顔と、線は細くともしなやかな筋肉のついた身体が清廉潔白な印象をもたらすサフィールに、貞操帯という非日常で淫靡な要素が加わっている。その事実はエルメリッドにも得も言われぬ高揚をもたらした。

　サフィールは王太子だ。結婚して間もなく、世継ぎもいない状況では万が一のことを考えてデリケートな部分を傷つけることはないけれど、普段かかることのない抑圧が強くかかっていることには変わらなかった。

「今お外し致しますわ、フィル様」

「お願いするよ」

　つけ根辺りに固定された銀色の小さな錠前に、エルメリッドの魔力を固めて作った特殊な鍵を差し込んで回して開錠する。ベルトを緩め、丁重な手つきで異質な器具を抜き取った。

　黒革のベルトの下から現れたそれは、夜会の最中に踊りながら少しいたずらをした時はわずかな反応を示したものの、今は再び落ち着いていた。

「私のわがままを聞いて下さってありがとう、フィル様」

　はめる時は余計な刺激を与えないように細心の注意を払ったけれど、今はむしろ煽るように指を這わせる。すると解放された雄芯はゆっくりと、エルメリッドに存在を誇示するかのように反り返った。凶悪な赤黒い熱杭と化し、お腹につきそうなほどの力強さで立派にそそり立って先端に透明な雫を潤ませた。

　招待された先で、ましてや隣国の王宮内の一室で不埒な行為に至るのは誉められたことではないくらい分かっている。だけど──先にそんな行動を取ろうとしたのはルーリィの方だ。エルメリッドは意趣返しを、肝心なサフィールの同意を得たうえでしようとしているに過ぎない。

「──エル」

　少しぬるついた感触の雫を指先に絡めると珍しく恨みがましげな声で名を呼ばれた。顔を上げれば理知的な青い瞳の奥に情欲が揺れている。その炎に焼かれてエルメリッドは渇きを覚えた。

　まだ管理をすることに慣れていない。欲張って限界を狙ったりはせず、余裕を持たせたタイミングで止める。

　今この場でサフィールの足元に跪いて奉仕をしたいと願う気持ちはあった。彼の心境を思えば少しだけ申し訳ない気持ちにもなる。けれど、まだ何もしない約束だ。ずっと我慢してもらっている以上、下手な同情心を抱いて台無しにするわけにもいかない。

「あ……ごめんなさい。くれぐれも、お一人になったバスルームでお出しになさらないで下さいね」

　エルメリッドとの約束です、と甘えた声音で自らを名前で呼んで先端に口づけるとサフィールが鋭く息を呑む。すっかり男の本能を顕わにしたサフィールは、咥えて欲しい、とでも言うように腰を突き出した。

　けれど、もちろんまだしてはあげない。自分の欲望で今までの労力を無にしない為にも、エルメリッドは場にそぐわない無邪気な笑顔を見せて立ち上がった。

「では失礼致します」

　初々しい夫婦であっても、初夜は挙式当日の夜に済ませている。

　その後も義務などではなくお互いの意思で何度も肌を重ねており、至って良好な夫婦関係を築いていた。

　結婚から半年経った今、周囲からはそろそろ最初の御子を……と望まれはじめる時期でもあった。もちろんエルメリッドだって唯一の妃として、愛情と献身を捧げるただ一人の相手であるサフィールの血を継ぐ子を自分が生みたいと思っている。

　それが蜜月旅行という、より深く身も心も繋げる為の旅行において、すでに三週間も肌を重ねてはいない。三週間前までは普通に営みが行われていたにも拘らず、だ。もっとも、そのうちの一週間ほどはエルメリッドも月のさわりを迎えていたのだからどうしようもなかった。

　女性であるエルメリッドには男性が吐精を我慢するのがどれだけ大変なのか分からない。

　かなり苦しいことではあると想像はつく。それをエルメリッドの為にしてくれるサフィールに、愛おしい気持ちでいっぱいになった。

　だからこそ、強く思うのだ。

（フィル様は絶対に誰にも渡さないもの）

　そして、全てはこの夜の為にエルメリッドは〝管理〟し続けていたのだった。







【２】束縛








　そもそものはじまりは、結婚して半年になろうかという頃だ。

　公務の合間にお茶を飲みながら二人で過ごしていると、サフィールがふいに言った。

「僕の可愛いお嫁さんは最近ずっとご機嫌斜めのようだね。いや、もっと前からそうなのかな」

　エルメリッドは普通に過ごしていたつもりでも気がつかれていたらしい。些細な変化に気がついてくれたことはとても嬉しく思う一方で、それならば何故、触れずにいたのかと不満に思ってしまうのはいけないだろうか。

「ご機嫌斜めだなんて……そのようなことはございませんわ」

　冷静なふりをしてカップを戻す。

　笑みを浮かべて答えられれば否定の言葉にも多少の説得力があったかもしれない。だけど、笑顔を見せられる心境では到底なかった。

「そうかな。じゃあ、拗ねてる？」

「フィル様のいじわる」

「君がそう言う時は図星を指された時だね」

　エルメリッドは眉尻を下げた。

　拗ねていると思うなら、その原因をサフィールだって分かっているだろうに何も言ってくれない。無性に苛立ってしまうのと同時に悲しくもなる。

「手紙……」

「うん？」

　ぽつりと呟けばサフィールは首を傾げた。

「ルーリィ王女殿下と、お手紙のやりとりをなさっていたのですか？」

　エルメリッドの心を乱している原因は隣国ラジウルの王女、ルーリィに他ならない。彼女には過去に何度、こんな思いをさせられただろうか。あまりの悔しさに涙も出ない。

　ことのはじまりは一週間前に遡る。

　来月、サフィールの公務が一段落つくから蜜月旅行をしようという話になり、エルメリッドは行きたい場所に思いを馳せていた。

　領主との面談や施設への慰問など多少の公務を果たす必要はあるとは言え、国内各地にある別邸を訪れるのは楽しみであることには変わりない。

　そんな時、二人でぜひ自国へ遊びに来て欲しいという内容の手紙が王女から届いたのだ。問題は、二人でと言いながら宛名は連名ではなくサフィール個人だったことであり、そこでエルメリッドはサフィールと王女が手紙のやりとりをしていたことを初めて知った。

　サフィールから聞いた時は何でもないふりができた。けれど二人で話し合って招待に応じると返事を出してからというもの、確かにエルメリッドの機嫌はあまり良くなかった。

「ただの外交だよ。王女殿下も数いる友人の内の一人でしかない」

　お決まりの言葉にエルメリッドは小さな顔をツンと背けた。

　まさか本当に気がついていなかったとは思わなかった。王女との間に何があったのか、サフィールがいちばんよく分かっていることではないのか。

「でも殿下がお手紙のやりとりをしていらっしゃることを、王女殿下からご招待を受けるまで私は全く存じ上げませんでした」

　部屋に二人きりでくつろいでいるのに、わざと愛称ではなく敬称で呼んだ。あくまでも外交なのであれば、対応しているのは〝フィル様〟じゃない。だから今も王太子サフィール相手に接した。

　それに気がついたサフィールが悲しそうな顔をする。

「エル。今の僕は王太子じゃない。君の夫だ」

　大人げないことをしていると思う。

　でもフィル様と呼べば、彼が個人的に王女とやりとりをしているようで心が軋む。それはもっと受け入れられないことだ。

　何より口にしてしまった言葉は取り戻しようがなくてエルメリッドは俯いた。

「──エル」

　サフィールが立ち上がる気配に、とうとう怒らせてしまったのかもしれないとわずかに肩が震える。おずおずと顔を上げればサフィールはエルメリッドの左横に移動し、片膝をついた。

　王太子が跪くなんて公の場ではなくても、妃相手でもあってはならないことだ。

　おやめ下さいと制止するよりも早く、行儀よく膝に乗せた両手にサフィールがそっと手を重ねる。遠慮がちに手の甲を撫で、指を絡めて繋いだ。

「本当に、僕にとっては特別でも何でもない外交の一つだよ。私的な目的でのやりとりは一切してない。僕から出した手紙の写しや王女が送った手紙を君に見せて証明もできる」

「やっぱり、王女殿下にお手紙を送って」

　怒らせてはいなかったことに安堵しながらもエルメリッドの目に涙が潤む。

　知らなかった。

　何も、知らずにいた。

「君との結婚が決まったと、ラジウル国王に宛てて送った手紙の返事を王女が代理で送って来た。それだけのことで君が焼く必要なんて全くないのに焼いたりして、本当に可愛いね」

「気に、します……。ルーリィ王女は……もしかしたら、私からフィル様を取り上げていたかもしれない人だから」

「僕は何があっても君の傍を離れたりはしないよ」

　サフィールがエルメリッドを大切に、特別にしてくれていたのも分かっている。

　だからエルメリッドは勘違いをしたのだ。

　自分が、いつだってサフィールのいちばんなのだと。

　でも、そんな考えにいともたやすく亀裂を入れたのはルーリィだった。その気になれば奪う方法はいくらでもあると言われたようで、エルメリッドの心に不安を溢れさせた。

　サフィールが二十歳になっても婚約者が決まる様子のないことがとても怖かった。ずっといちばん近い場所にいたエルメリッドではなく、他の女性を妃に迎える準備を進めているのではないかと不安を抱え続けていた。そんな時に現れたのがルーリィだったのだ。

「正式に婚約が決まる前に君が他の男に心を求めたりしないように、この国の言葉で愛していると伝えられない代わりに他国の言語で伝えたり、僕以外の男と踊ってはいけないと言い含めたりしたのに」

　サフィールは繋いだ手を引き寄せると、エルメリッドの指先に口づけた。

「僕はずっと、エルしか目に入らなかった。出会って二度目の冬、君に甲斐甲斐しく世話をされたうえに野生には帰したくないと泣きながら言われた小鳥に嫉妬したこともあったよ」

「小鳥に……？」

「うん。僕と出会って日が浅いとは言え、別れる時にそんな風に言われたことなんてなかったから、どんな理由でも君に心を寄せられているのが羨ましくて仕方がなかった。僕のことは嫌いだとまで言われてしまうし」

「あの時は……思い通りにならないわがままからひどいことを言って、ごめんなさい」

「頭ではそうだと分かってはいても、それでも君の本心で、訂正されなかったらどうしようって思ってたよ」

　一瞬だけ寂しげな笑みを浮かべ、サフィールはエルメリッドの手を自らの頬に押し当てる。

「ねえエル。公的な場以外はフィルって呼んで欲しい。君にだけ捧げた名前を君が呼び続けてくれるから、僕は自分を見失わずに王太子でいられるんだ」

　触れる頬がとても冷たい。

　いつもより低い位置にあるサフィールの目は、縋るようにエルメリッドを見ている。

「だから仲直りしよう？　いや、違うな。僕と仲直りして、いつもみたいに笑っていて欲しい」

　やましい思いなど何もないから、サフィールは隣国へ行くかどうかの決定権をエルメリッドに託して意思を尊重してくれた。

　エルメリッドの中で、半年程度でわだかまりが消えないのであれば行きたくないと言えば良い。今回の件はあくまでも個人的な招待なのだ。どんな理由でもサフィールは許してくれる。

　王女にしても、ジエルユース遊学中に話す機会が一度も訪れなかったエルメリッド宛てに手紙を出すのは躊躇われたのかもしれない。

　だけど正妃となってもなお、サフィールを想う気持ちが不安と嫉妬で心を凍えさせる。そして、そんな心を暖められるのはサフィールだけだ。

「フィル様、ぎゅって、して」

「うん。僕も、エルをぎゅってしたい」

　強く抱きしめて欲しい。

　それ以外に込められた意図を察し、サフィールは優しくエルメリッドを抱き上げると部屋を移動する。

　大きなソファーに横たえ、覆い被さりながら唇を重ねた。

「ん……。フィル様……」

「僕にはエルだけだよ」

　触れ合うだけの口づけじゃ全然足りない。

　エルメリッドは手を伸ばすと、未だ冷たいサフィールの頬を包み込んだ。

　涼やかな青い目をのぞきこめば、情欲に頬を染めた自分の顔が映っている。エルメリッドの中に燻る情欲の炎を分け与えるように、他の誰にも目を奪われることがないように今度は自分から唇を重ね、舌を差し入れた。

「ふ、ぅ……」

　小さな舌はあっという間に搦め捕られ、肉厚の舌に蹂躙されてしまう。ぬめつく粘膜同士が擦れる感触に官能を刺激されて背筋が震えた。

　それでも、それ以上を求めてサフィールを抱き寄せる。舌を吸われ、絡まって侵食が深まる度にぞくぞくとした甘い痺れが駆け抜けた。心と身体が昂って行くのを抑えられない。どちらのものか分からないくらい交じり合う唾液を嚥下し、鼻にかかった吐息をこぼす。

「ぁ……っ、ん……」

　唇が離れてしまうと名残惜しむ甘えた声があがった。

　まだ足りない。

　だけど、口づけはもっと深く強く繋がる為の行為だとも知っている。淫らな期待が胸に渦巻いた。

　うっとりと蕩けた瞳でサフィールを見上げる。薄い唇を軽く舐め、しなやかな指先がネクタイを緩める仕草にさえお腹の奥が切なさに疼いた。理知的な王太子である彼が人前では決して見せることのない野性的な行動も、知っているのはエルメリッドだけだ。心臓が早鐘を打って身体中が熱を帯びた。

　サフィールは華奢な身体のラインに沿ってゆっくりと指を這わせながら、デイドレスをたくし上げる。

　薄絹で織られた白いストッキングを穿いた細い足がまず露わになった。それからすでにたくさんの甘い蜜を孕ませた秘所を隠す楚々とした下着、薄く頼りなさげな腹部と順に曝け出され、普段とは逆にまろやかなふくらみが最後にその姿を見せた。首元まで上げられたデイドレスの可愛らしいピンク色の布地が、白昼からふしだらな行為に及ぼうとしていることを咎めているようで羞恥を煽る。

「エルの真っ白い肌は陽の光に照らされると一段と綺麗だね」

「い、ゃ……。あまり見ないで……」

「僕のものだって、赤い印をたくさん刻みつけたくなる」

　言うが否やサフィールは細い首筋に顔を寄せて唇を寄せた。

　甘く啄み、そして吸いつく。

　そのまま鎖骨を伝って胸元へと顔を落とし、胸を覆う柔らかなコルセットを引き下ろした。色を濃くした薄桃色が頂上を飾るふくらみが待ちかねたようにまろび出る。

「触れる前から、もう硬くなってる」

「フィル様の、いじわる……っ」

「可愛いね」

　心底愛おし気な笑みを浮かべて甘い声で囁くから、エルメリッドは責められなくなる。

「……いじわる」

　唇を尖らせて拗ねたように言ってみたけれどそこまでだ。

　サフィールは両手でそれぞれにふくらみを包み込み、感触を味わうようにやわやわと揉みしだいた。

　大きな手のひらの中で思うまま揺さぶられてエルメリッドはかぶりを振った。サフィールの言うように硬く尖った乳首が手のひらで擦られる度にもどかしさで腰を揺らす。

　愛でて欲しいと自己主張しているのに気がついていながらいじわるだ。身をよじらせて仕草でねだっても、望むように触れてもらえない。もっと気持ち良くなれる場所への愛撫が欲しいのに上手く焦らされてしまう。

「泣きそうな可愛い顔をしなくても、エルのして欲しいことは全部してあげるから」

　エルメリッドを弄ぶように乳首をきゅっとつままれた。

　明確な刺激を受けた身体は敏感な反応を示す。華奢な背中が小さくのけぞった。

「ふぁっ」

　甘えた声があがる。可愛いね、と愛おし気に囁き、サフィールはすでにしっとりと汗ばむふくらみに口づけた。優しく啄み、時折きつく吸いつくとエルメリッドの肌をわずかな痛みが走った。

　彼のものである印を刻みつけられる度、切ない吐息をこぼす。

　ドレスを纏えばその奥に隠れる、誰に見せるでもない所有の証だ。

　だけど刻みつけられること自体が意味を持つ。一週間も経てば消えてしまう印でも、白い肌に繰り返し咲く赤い花の中にサフィールの想いは存在している。

　いくつもの花を散らし、サフィールは桃色を濃くした乳首を口に含んだ。愛らしく瑞々しい果実さながらに舌で転がすよう舐り、甘噛みも交えて丹念に味わう。

「ん、ん……っ」

　熱い咥内で好き勝手に弄ばれて腰がうねる。

　無意識に身体を擦りつけてねだった。くちゅり、と濡れた音をかすかに響かせると同時に、布地越しに存在する硬く大きなものに気がついた。鋭く息を呑む。それが何であるのかを知るエルメリッドの胸が高鳴った。

　簡単に快楽を拾うよう仕込まれたエルメリッドだけでなく、サフィールも昂っている。喉の奥が欲望を燻らせて喘いだ。

「フィル様……」

　衝動が沸き上がって来る。

　まっすぐに見つめられ、よりいっそう熱に浮かされながら燻る欲情を言葉に変えた。

「私、フィル様をお慰めしたい……です」

「……だったら、してくれる？」

　サフィールは頷くエルメリッドを抱き起こすと身体を入れ替え、ソファーの肘掛けに背中を深く預ける。エルメリッドがサフィールの腰の辺りに跨る体勢となった。

　着崩れたデイドレスとコルセットを自ら脱ぎ、陽の光の下で肌を曝す勇気は持てない。かと言って乱れを直すのも興ざめで、エルメリッドはそのまま足元へと少し移動してからトラウザーズに手をかけた。

　緊張と、興奮とで震える指でボタンを外す。一つ外れる度、中に収められた熱杭の存在感が増して身体が熱を帯びた。全てのボタンを外し、下穿きからそれを取り出すと熱を帯びた吐息がこぼれるのを止められなかった。

「……っふ……」

　まずは右手で少し強めに握り、ゆっくりと上下に擦る。

　浮き出た血管を指で優しく撫でると竿全体が脈打つのが可愛らしい。

「く、ぅ……」

　サフィールの控えめなうめき声と、先端に生じた潤みに後押しされて屹立を咥内に含む。

　まだ、上手くできない。裏側の筋張った部分を中心に舌先を這わせながら頭を動かすのがやっとだ。唾液で滑りを良くして懸命に舌を動かす。

　痛くないことと気持ちいいことは同じじゃない。

　欲しいものが与えられなくて物足りなく思うことと、もどかしく思うことも全然違う。

　だからサフィールも、もどかしさと気持ちよさをもっとたくさん感じて欲しい。エルメリッドだけが、その淫らな熱に浮かされた感情を覚えさせたい。

「ん……っ。ん、ふぁ……」

　不慣れな奉仕に夢中になっていると、サフィールがドレスの裾を上げた。ふくらはぎから太ももへと辿りながら撫でられ、なめらかな布地を通して伝わる指先の感触に疼きを覚える。

　サフィールの指が足の内側に近づくにつれ、はしたない期待がエルメリッドをよぎった。快楽の予兆を受け、熱い吐息が唇からこぼれる。今は触れる必要のないはずのガーターリングに指をかけられると、咄嗟にいやいやと首を振った。

　触れて欲しい。だけど触れられたらエルメリッドがサフィールに触れられなくなる。焦らさないでとも言えなくて、切なさから逃れるように奉仕を続けた。

「ん、は、んん……っ」

　そうする間にもさらに上がったサフィールの手がお尻を包み込んだ。未成熟な丸みをショーツ越しに確かめるよう手のひらでゆっくりとさすられ、くすぐったさともどかしさがお腹の奥で絡み合って燻る。指はお尻の割れ目を伝って足のつけ根へと移動し、不埒にもショーツの隙間から忍んで秘裂を探った。ぬかるみをかき混ぜ、頂上に愛らしく息づく蕾を捉えた。

「すごいね、エル。もう蕩けてる」

「あっ、ゃ……っ」

　待ち焦がれていた、いちばん敏感な部分への甘やかな刺激に太ももがびくびくと歓喜に震える。

「可愛い顔に淫らな身体を持って……本当にエルはたまらない」

　歯を立てないよう咄嗟に唇で挟んで締めつけた。そのまま強めに啄むとサフィールの指が敏感な蕾をつまんで扱きあげる。腰が跳ね、円を描いた。溢れた蜜がくちゅくちゅと音を立てて欲しがっている。

「フィル様の、せい……だもの」

「僕が君の身体をそう作り変えたのなら、とても嬉しいよ」

「ひゃぅ……っ」

　つぷり、と濡れた蜜壺がしなやかな指を飲み込んだ。

　小さく狭い中を広げるように大きくかき混ぜられて新たな蜜をこぼす。うねりながら指を締めつけ、たやすく主導権を渡して、もっと、とねだった。

「指も簡単に入って、なのにきつく食いついて来る」

「言っちゃ、だめ……。は、ん……っ」

　お腹の裏側のざらついた場所を擦られると蜜と一緒に快楽まで掻き出される。

　せめてもの抵抗に屹立を握る手を上下させた。猛々しく浮き出た血管を指と唇でなぞる。滴る先走りの体液が唇を濡らせば舌先で舐め取った。

「んぅ……っ」

　だけど相手から与えられる快楽の大きさは平等なんかじゃない。すぐにエルメリッドの手が止まってしまう。突起を指の腹で優しく転がすと同時に内側からも刺激されると小さな身体が丸まった。耐えようとしても耐えられずにひくりと震える。

「フィル、様ぁ……。あ……っ！」

「……エル」

　白昼の行為のせいか、お互いひどく性急になっていた。サフィールも同じ気持ちでいるのだと分かる。

　欲しくて。貫きたくて。たまらなかった。

　再びエルメリッドはソファーに横たえられる。サフィールも、ある意味頑なにデイドレスを脱がさなかった。三度裾をたくし上げ、腰で結ばれたショーツのリボンを片側だけ解く。

　お互いに着衣したまま、身体を繋げる為に必要な部分を曝した状態は欲情の強さを象徴しているようで恥ずかしい。それでも愛欲を抱いていることは誤魔化しようがなく、二人で快楽に溺れたくてエルメリッドは蜜を滴らせ、潤む秘裂に押し当てられた熱杭をも淫らに濡らした。

「ふ、ぁ……」

　先端が蜜口を幾度も突く。

　それは早く受け入れてと言っているようで、まだ入れてあげないと焦らしているようで、エルメリッドは心をかき乱されながら腰を揺らした。

　欲しい。だけど中に入ったらめちゃくちゃにされてしまう。こんな明るい時間からお構いなしに。

「どうして欲しいの？　今はいらない？」

　そんな聞き方をするのは卑怯だ。エルメリッドは泣きたくなった。両手を伸ばしてサフィールの首に縋りついて引き寄せる。額や頬に優しく口づけを落とすのもずるい。唇にはわざとしてくれないのもいじわるだ。

「フィル様……欲しい、の……」

「いい子だね」

　くち、と小さな水音をあげて先端を飲み込む。それだけで背中がのけぞった。夜毎愛される身体はすでに、サフィールを受け入れることで芽生える狂おしいまでの快楽を知っている。

「あぁ……っ」

　早く奥まで欲しい。腰を浮かせてねだると熱く大きな屹立が狭い胎内を割り開きながら貫いて来る。足のつけ根から頭へと、中から押し上げられる快楽がエルメリッドを満たした。

「ぁ、あっ、あ……！」

　一つに繋がると多幸感で胸がいっぱいになった。

　気持ちいい。

　好き。

　淫らな行為をそうと知りながら受け入れ、ある種のとても純粋な想いだけがエルメリッドの中にある。

「エルの中……温かくて、気持ちいいね」

「気持ち、いい……です……か……？」

「うん。すごく気持ちがいい」

　サフィールも同じだと知るのは嬉しい。

　そして、もっと一つになりたくて欲が出てしまう。繋がっているだけでは物足りない。繋がっているからこそ分かち合えるものが欲しくなる。

　ゆっくりとした律動はサフィールの形を覚え込ませるようだった。サフィールしか知らない、知りたくもない無垢な身体は従順に受け入れ、彼の望むまま作り変えられて行く。柔らかな媚肉で熱杭を包み込みながら強く締めつけ、無数の細かな襞が吸いつきながら絡みついた。

「ん……っ、あ、ぁ……っ」

　エルメリッドが健気に尽くそうとする以上に本能が働く。

　私だけ知っていて。

　私以外は知らないでいて。

　そう願いながら食い締めるとサフィールの動きが止まった。

「フィル様……？」

　翠色の大きな瞳が不安に揺らぐ。

　サフィールはエルメリッドの両手を取った。安心させるための動作のはずが、身体が離れてますますエルメリッドの不安を煽る。

　指先に寄せた唇をそのまま滑らせ、右手の親指を食みながら口に含む。舌を指に添わせ、人差し指との間を固く尖らせた舌先でちろちろと舐められると蜜壺が切なさにわなないた。

　そんな場所でも快楽を拾うなんて知らなかった。

　エルメリッドは息を呑み込む。

　口淫のやり方を教えられているような、気もする。

「エルは、どうして欲しい？」

「ど、どう、して……？」

　心臓が痛いくらい脈打つ。

　聞いてはだめ。

　理性が制止するのに情欲への誘惑に揺さぶられた本能が振り切る。

「どうされるのがいちばん気持ちいい？　浅いところを優しく？　激しく？　それとも深いところ？」

　初めての夜から昨夜までの交わりで与えられたいくつもの快楽が脳裏に浮かんだ。

　所有の印と同じように、たくさん身体に刻みつけられた。

　浅いところを優しく、激しく。

　深いところを、優しく。

「あ……」

　一つの事実にエルメリッドは思い当たってしまった。

　いちばん気持ちいいかどうかは分からない。

　だって、それだけはまだ一度もされたことがないから。

　選択肢として突きつけられ、貪欲なまでに欲しがる身体は意識してしまう。

「フィル様、私……」

「うん。エルはどうして欲しいの？」

　エルメリッドは息を吐いてサフィールを見つめた。

「深い、ところ……激しく、して、下さい……」

　二人で情欲に溺れ、どこまでも堕ちて行きたい。

「痛かったりつらかったりするなら無理したらだめだよ」

　こくりと頷き返すとサフィールはエルメリッドの膝裏を支え、高く上げさせた。足を身体につけるような体勢にして、ぐ……と奥深くまで屹立の先端を押し当てる。

「あぁ……っ！　っん、ぁ……、あ……！」

　今まで感じていた甘やかな痺れではなく、じんじんと重い痺れがエルメリッドの呼吸を妨げた。

　白い喉を反らし、空気を求めて何度も荒い息継ぎをする。苦しいけれど苦痛ではなくて、サフィールの背に両手を回して縋りついた。

　いちばん深い場所に入ったまま、切っ先が円を描くように動く。

　穏やかでさえあるその動きは、けれどエルメリッドにとある予感を抱かせた。

　サフィールは探している。浅い場所にあるざらついた部分のような、深い場所にある、エルメリッドに快楽をもたらす部分を。

「あ、ん……。ふ……っ」

　見知らぬ快楽の予兆にさえ煽られる。

　ランプの淡い灯りに照らされたベッドではなく、眩い白日の光が差し込むソファーの上で、ドレスを着たままエルメリッドの全てが曝け出されて行く。

　様々な角度から抉られ、そしてそれは見つけられてしまった。

「だめ……。あっ、あぁ……っ！」

　ひときわ重い感覚に目の前が真っ白に染まる。

　サフィールにしがみつく手によりいっそう力がこもった。

「フィル様……っ。っ、ひぁ……っ。そこっ、気持ち、い……。あ……っ！」

「奥も、気持ちいいの？」

「しちゃ、だめ……。奥っ、ぁ……ひんっ……！」

「深いところを激しくして欲しいって、エルが言ったんだよ」

　確かに、それを望んだのはエルメリッド自身だ。

　こんなに気持ち良くなるなんて思わなかったからと許しを乞うたって、普段は甘いサフィールもさすがに許してはくれない。心の底から、本当にいやがっていてやめて欲しいわけではないことを見抜かれている。

「ご、め……なさ……。ぁ……ん、あ……あっ、ぁ……！」

　それでも強すぎる快楽に、迂闊な自分の言葉を詫びる言葉が口をついた。

「謝らなくていい。奥を突かれるのがすごく気持ちいいなら、もっと気持ち良くなってもいいから」

「ん……っ！　気持ち、いい。フィル様、奥……っ、びくびくって、するの。おかしくなっちゃ……」

「いい子だね」

　額に口づけを落とされ、心が満たされる。

　嫁ぐ前に、夫婦の交わりは跡継ぎを成す為の神聖な行為だと母に教えられた。

　でもサフィールに教えられた男女の交わりは違う。

　肌を重ねることで愛を確かめ合い、一つになることで安心感を得られる幸福で、かつ甘美で淫猥な行為だ。

「あっ、ぁ……。あ──！」

　奥を穿たれて歓喜にのけぞった。

　精液が奥に注がれる。

　奥を叩きつける熱い迸りさえ気持ち良くて、エルメリッドはただ大きな絶頂へと押し上げられた。




　まだ情事の名残りを残して火照る身体をサフィールに預けて微睡む時間もとても好きだ。

　髪を梳いて甘やかしてくれる手が心地良い。

　〝フィル様〟はエルメリッドだけのものだ。

　でも、もっと、もっと独り占めしたい。

　白昼の繋がりはエルメリッドが秘めた決意をより強固なものにした。

「フィル様。エルメリッドのお願い、聞いて下さいますか？」

「お願いなんて珍しいね。欲しい宝石やドレスがあった？」

「いいえ。そのようなものではございませんわ。でも、私にそれを与えて下さるのはフィル様しかいませんの」

　エルメリッドが身体を起こすと、吐精されたばかりの精液が胎内からごぷりと溢れる。終わった後もなお官能を煽る情欲の余韻に頬を染めながらも、サフィールの胸元に跨った。

「ね、フィル様──私、フィル様のお身体の管理をしてみたいです」

　いたずらっぽく耳を食んでから妃がねだった願いごとに、サフィールはわずかに驚いた顔をする。

「管理って？　わざわざ僕の許可を得ようとするくらいだから、文字通りの意味ではなさそうだけど」

「一定の期間、と……吐精を、我慢していただきたいのです」

「我慢って、具体的には？」

　サフィールにしてみれば、自分の身体に制約が課せられるのだ。疑問に思うことだらけに違いない。エルメリッドを辱しめるのが目的ではないし、そもそも言い出したのはエルメリッドだ。分かっていても羞恥を煽られてしまう。

　だけどそう、言い出したのはエルメリッドだ。

　ここに、と行為を終えて今は鎮まっているものの根本辺りを、トラウザーズの上からゆっくりと人差し指でなぞる。

「蜜月旅行中に私が月のさわりを迎えてから、ラジウルに到着するまでの間……子種が出てしまわないよう、我慢していただきたいのと……」

　内容が内容なだけに、言葉にして伝えるには羞恥を伴う。

「ラジウルの夜会では男性用の……貞操帯というものを身に着けていただきたいのです」

「君が月のさわりを迎えてラジウルに到着するまでだと、三週間くらいの期間になると思うけど」

　当然のように、サフィールは月に一度エルメリッドの身体に訪れる変化を知っている。それは世継ぎを設ける為に必要な情報からだ。

　蜜月旅行は一か月を予定している。そのうち三週間も吐精を我慢させるのはつまり、肌を重ねないと言っているに等しい。

「み、身籠りやすい日に……より濃い子種をたくさん注いで下さる為にです。我慢なさって下さい」

　エルメリッドは大きく息を吐いた。

「それらはどこから仕入れた情報なの？」

　誰かからの入れ知恵があってのことだとサフィールは見抜いている。隠し立てる必要もなく、エルメリッドは正直に話した。

「最近、お茶会で親しくしている若いご夫人たちです。お話に出て来たのは女性が身に着けるものでしたけど」

　王太子妃になって、お茶会を主催したり、招待されたりと違いはあるものの、エルメリッドも貴婦人たちの社交の場に出る機会が増えた。

　中にはエルメリッド同様に結婚して間もない夫人が何人もいる為か、こと跡継ぎにも関わる夫婦生活はよく話題になった。

　多分、彼女たちはエルメリッドの話も詳しく聞きたいのだと思う。

　何しろ王太子夫妻なのだ。ましてや外見や言動から冷ややかな印象を与えがちな王太子が、幼馴染でもある新妻を夜毎ベッドの上でどう愛でているのかとなれば、なおさら気になるものだろう。

　けれどさすがにまだ遠慮があるのか、あるいは夫人たちの話を聞くエルメリッドのうぶな反応から大した内容は聞けないと思われているのか、具体的な話を聞かれたことは一度もない。代わりに閨の教師さながらに色々な話を聞かせてくれるおかげで知識はもちろん、守秘義務のしっかりした怪しいお店の情報まで得ているのだった。

『主人が大変なやきもち焼きで、先日、弟君のいらっしゃるご令嬢からお茶会へのご招待を受けた時に貞操帯をつけさせられましたの』

　恥じらいながらも語る若い夫人の話で、エルメリッドは生まれて初めて貞操帯なるものの存在を知った。

『貞操帯……？　そちらはどのような品ですの？』

　好奇心に負けて思わず尋ねれば、夫人は青い瞳に熱を宿らせながら教えてくれた。

　いわく、夫や恋人以外をその奥に受け入れることのないように、下着でありながら鍵をかけられる形状なのだという。鍵をかけるのはもちろん貞操が捧げられるべき相手であり、夫人はどうすることもできなかった、と。

　強い束縛を受けた夫人がまんざらでもなさそうな様子に見えたのは、それが独占欲を目に見える一つの形にしたものであり、彼女もまた内心では夫に独占されることを望んでいるからなのだろうか。心境までは詳しく聞けなかったけれど、初めて知った束縛の形にエルメリッドの心は揺さぶられた。

　だから思ったのだ。

「それを僕に試そうだなんて、君は不思議なことを思いつくね」

「お許しいただけませんでしょうか」

　話を聞かせてくれた夫人の口ぶりから察するに、そのお願いがいかに難しいかは理解していた。

　エルメリッドも、サフィールと肌を重ねるのは大好きだ。三週間もできないとあってはエルメリッド自身も苦しい想いをすることはきっと避けられない。

「三週間も射精を我慢し続けるのはともかく、貞操帯を僕につけさせたい理由を聞かせてもらえる？」

「だって、ラジウルで供される全てのお食事と飲み物は、王女がご用意なさるものですもの。より強い媚薬を盛られないとも限りませんわ」

　聞かれると思って考えておいた答えを伝える。

　でも、それはないだろうと思う。今度はエルメリッドも同じものを口にするのだ。サフィールにだけ都合よく薬を盛るなんて芸当は不可能に近い。

　エルメリッドが不安だから、そうしたいだけだ。

「──いいよ」

　しばらく無言で思案し、サフィールはようやく頷いた。

「その代わり、君のそのお願いを叶えたら、僕のお願いも叶えてくれる？」

「もちろんです。フィル様が私に望まれるのでしたら」

「あと、ご夫人たちと親しくして味方につけるのは良いけど、あまり余計なことを吹き込まれないようにね」

「ちゃんと心得ておりますわ」

　サフィールがいつも情熱的に寵を注いでくれていることは、エルメリッドだけの秘密だ。





　□■□■□■






「本日はようこそお越し下さいました。サフィール王太子殿下、並びにエルメリッド王太子妃殿下」

「王女殿下直々のご招待、誠にありがたきものと存じます」

　艶やかに輝く金色の長い髪を結い上げたルーリィによる完璧な所作での淑女の礼を受け、サフィールは右足を軽く後ろに引き、右手を胸に当てる礼で応えた。

　美しい王女と対面しても何ら引けを取らないサフィールは常に人目を惹きつけてやまない。

　今も数こそ少ないながら、場にいる高位貴族たちの視線を一身に集めている。しかし人目を集めることに慣れた彼は全く動じることなく招待への礼を述べ、右斜め後ろに控える王太子妃エルメリッドへ目を向けた。柔らかな視線で促され、エルメリッドも一歩進んでサフィールの横に並び立つ。それから鮮やかな青いドレスのスカートを優雅につまんで挨拶をした。

「この度はわたくしたち二人にとって親愛なる友人である王女殿下のご招待にあずかり、光栄の極みにございます」

「どうぞ、そんなに畏まらないで下さいませ。両殿下が一月に及ぶ蜜月旅行の最後の思い出にと招待をお受けして下さったこと、我が国一同とても感激しておりますわ」

　にこやかに言葉を交わしていても、王女は今もなおエルメリッドの心をかき乱す。

　彼女もまたサフィールを憎からず思っていることを知ったうえで恋のライバルだったのだ。表面上は取り繕えてはいても、内心では穏やかでいられるはずもない。

　だから──隣国に立ち寄るにあたり、サフィールにお願いごとを一つしている。

　それを彼が了承してくれたから、今も笑顔を浮かべていられた。

「お二人共にご健勝そうで、友人としても嬉しく存じます」

「──ええ。それはもちろん」

　王族同士の外交の場において無礼な行為だと分かっていても、王女とサフィールに必要以上の会話を続けさせたくなくてエルメリッドは割り込んだ。

「大切な殿下ですもの。そのお身体の管理にはわたくしも携わらせていただいておりますから」

　恋敵であったからこそ気がつく棘をさりげなく言葉に忍ばせる。

　ほんの一瞬、そうと分かる程度に王女の表情が強張った。けれどすぐに微笑みに戻ったのはサフィールへの想いは過去に抱いた感情だと吹っ切れているからなのか、まだ何か目論んでのものなのか。エルメリッドには分からなかった。




　王女が開いた夜会はあくまでも個人のもので、他の招待客は隣国の若く有望な貴族が中心だった。彼ら全員と手短な挨拶をすませれば、楽団がタイミングを見計らってダンスの為に曲を奏でる。

　周りと同じように優雅にダンスを楽しむふりをしながら、自然な仕草でサフィールの下腹部をふとももで撫でた。

　上質で柔らかい生地の奥、硬質な革の感触があった。

　不自然な感触のそれは数刻前、エルメリッドのお願いでつけてもらった、いわゆる貞操帯と呼ばれる装具に他ならない。

　どちらにしろ、隣国の王家が主催する夜会という公の場でサフィールがつける必要などないはずが、エルメリッドの嘆願──あるいはあれは命令と言うべきだろうか──で身につけている。そしてふとももでそれとなく刺激を与えるうちに、革に包まれた雄芯はわずかに硬さを帯びていた。

「殿下、苦しくはありませんか？」

　公であることを弁えて愛称ではなく敬称で呼びかけて状態を尋ねれば、サフィールは少し眉を寄せはしたもののすぐに普段と変わらない優しい笑みで答える。

「──まだ耐えられるよ」

「そうですの」

　エルメリッドは面白くなさそうに顔を背けた。

　我慢できない。早く二人だけになりたい。

　そんな返事を期待していたのに、苦しそうにしながらも彼は貞操帯などよりもよほど強固な王太子の矜持によって情欲を抑えつけている。

（それとも、王女殿下のお姿をできるだけ長く目に焼きつけたいのかしら）

　自国の貴族と優雅に踊る王女をさりげなく見やった。

　時折、羨むような視線をそれとなく向けて来ていることにはとうに気がついている。せめて一曲だけでもサフィールと踊りたい。王女の気持ちは痛いほど分かる。けれどサフィールはもう既婚者だ。いくら王女の立場であろうと彼女から誘うことはできなかった。

（王女殿下のダンスのパートナーを一曲くらいは務めて差し上げるよう、私から言うべき？）

　サフィールにつけさせた貞操帯は、王女と踊ることも踏まえたものだ。

　嫉妬深いエルメリッドとは言え、ダンスのパートナーを一曲務めた程度で何がどうなると本気で心配しているわけではない。

　でもエルメリッドの夫だと、いついかなる時も忘れることのないように。その為に、する必要のない枷をはめた。

　王女ではなくエルメリッドを妻にと望んだのはサフィール自身だ。王女を娶れない理由などなかった。消去法でエルメリッドに決まったわけではない。二人の結婚は、政略が絡んではいてもお互いの気持ちによるものだ。

　分かっている。

　愛を疑ってなどいない。

　婚約が決まったのはあの夜の責任を取るかのようなタイミングだった。でも、ラジウルの国王が王女を伴ってやって来たことで正式な断りを入れることができたのもあの時だったとも言える。

　ただ不安になってしまうのだ。

　サフィールがエルメリッドを選んだのは、婚約者の立場が固まりつつあっても未婚の令嬢であるエルメリッドに口淫なんてさせてしまった負い目と責任からではないのか、と。

　そうじゃないとサフィールは否定してくれた。信じている。信じているからこそ、怖くなるのだ。

「ねえ殿下。次の曲になったら王女殿下をダンスにお誘いした方がよろしいのではなくて？」

「何故？」

　醜い嫉妬を隠しながら提案してみるとサフィールは不思議そうな顔をした。

　どんな反応をするのか意地悪な気持ちで言ったのに、思いもよらない反応をされて逆にエルメリッドが鼻白み、しどろもどろに答える。

「何故って……殿下は今宵の主賓ですもの。王女殿下も殿下にお誘いいただければ喜んで応じて下さるのではないでしょうか」

「僕が主賓であるのなら、僕の妻の君だって主賓だ」

「それはそうかもしれませんけれど……」

「今日の僕は公人でもあり私人でもある。〝フィル様〟は他の令嬢と踊らないって君と約束してあるだろう？」

　エルメリッドは口ごもった。

「何より、僕が王女と踊れば君が一人になる。最も美しく可憐な花が無防備に佇んでいようものなら、誰に摘み取られるか分かったものじゃない」

「わ……私なら、パメラたちもいるし平気です。だから殿下は」

「僕が平気じゃない」

　供に連れて来た、長年仕える侍女の名を挙げるもサフィールはエルメリッドの言葉を遮った。優しく握った右手を引き寄せ、薄いレースの手袋に包まれた指先にそっと口づけを落とす。

「地位の高い相手が声をかけて来たら侍女では断りづらいからね。口の上手い貴族相手なら簡単に押しきられてしまうかもしれない」

「私はまがりなりにも誇り高きジエルユース王国王太子殿下の正妻ですのに。下心を持って声をかけるような命知らずな殿方なんていませんわ」

「僕の妻だと知っていようと知らなかろうと、君は男であれば誰しもが手折りたくなるほどに美しく罪深い花だ。君が一人になれば、今度は君が媚薬を飲まされてしまうかもしれない」

　媚薬という単語に反応してエルメリッドの瞳が揺れた。さりげなく頬を寄せて甘えると、エスコートする腕の力がわずかに強くなって抱き締められる。

　真摯に愛を伝えてくれるサフィールの言葉を疑ったことなど一度もない。

　それでもただ、選ばれたのに、いつまでも自信の持てない自分が腹立たしいだけだ。




　一曲踊り終えてフロアの中心を離れるなりラジウルの有力貴族たちが次々と話しかけて来た。

　顔を売り込むことに必死な彼らに笑顔で応え、ようやく波が去るとどちらからともなく安堵の息を吐く。

「サフィール様、エルメリッド様」

　けれど安息を得たのも束の間、王女が笑みを浮かべて近寄って来る。

「久し振りにお会いできたのですもの。ぜひとも、ご結婚後のお二人の仲睦まじいご様子をお伺いしたく存じますわ」

　ルーリィは給仕から甘いロゼワインの注がれたグラスを受け取り、まずはサフィールに手渡した。次にエルメリッドにも差し出されるも、上手く受け取れずに落としてしまう。固い床に叩きつけられた繊細なグラスは、中身を飛び散らせながら割れてしまった。

「まあ……！　エルメリッド様、お召し物を汚してはおりませんか？」

「お見苦しい姿をお見せして大変申し訳ございません」

　エルメリッドは謝罪こそしたものの、もちろんわざとだ。

　大人げない態度だと分かっていても王女に手渡されたものを口にしたくはなかった。本当はサフィールに渡されたグラスを払い落としたかったけれど、自然な仕草を装うのはさすがに難しい。でもサフィールならきっと、エルメリッドの今の気持ちを分かってくれるはずだ。

「城を長く離れた旅で妻は疲労が溜まっているようです。王女殿下には申し訳ありませんが、今宵は失礼してもよろしいでしょうか」

「そうでしたわね。お二人は蜜月旅行の最後の思い出にとお立ち寄り下さったのに……わたくしこそお話をしたいがあまり気が利かなくて失礼致しました」

　エルメリッドの華奢な肩を抱きながら助け船を出すサフィールに、一瞬だけ口元を歪めながらも王女は非を詫びた。

「明日の朝食はぜひ予定通りご一緒して下さいね」

「もちろんです。では、今夜は王女殿下がご用意して下さった客室でゆっくりと旅の疲れを癒してまいります」

　行こう、と促されて煌びやかなホールを後にする。

　長い廊下を歩き、見回る衛兵たちの隙間を縫ってサフィールはエルメリッドの耳元に囁いた。

「我が女王様は今夜はいつになくご機嫌斜めなご様子で、誰よりも可愛らしいね」

「──フィル様のいじわる」

　エルメリッドが子供のように拗ねると、サフィールは楽しそうに目を細める。

　それは二人で一緒に過ごして来た長い月日の間に何度も見た表情だった。







【３】初恋








　静かな湖畔を、三人の侍女を後ろに従えた少女が散策している。

　少女の名はエルメリッド・ディノーシア。魔法国家ジエルユースにおいて何人もの高位文官を輩出して来た名門侯爵家の令嬢だ。

　普段は王都の屋敷で過ごすエルメリッドは三日前、両親と兄と共にジエルユース北東に位置する領地へとやって来ていた。冬の訪れが近いこの時期になると姿を見せる雪鹿を狩る為だ。

　遠い昔、この地に移り住んだばかりの祖先が女神に祈りを捧げた褒美に贈られたという雪鹿は、草食動物らしくおとなしい性質で雪鹿自体に害はない。けれど成獣ともなれば身体は相応の大きさになる。結果、狩らずにいると天敵となる生物がいないこの土地では数が増えすぎて、山に自生する木々や領民たちが育てる作物を食い荒らしてしまうのだ。

　また、文字通り雪のように白くなめらかな皮や、山を駆け回ることで身の締まり、野生動物特有のくさみもない柔らかな肉は、品質の良さはもちろん希少性も手伝って高値で取り引きされ、領民たちの生活を支える収入源になっている。繁殖の具合を見て一年に狩る数を決め、領主自らが初狩りをして冬の女神と雪鹿の精霊に感謝と礼節を尽くすのが昔からの習わしだった。

　遠く離れた場所から、断続的にターン……ターン……と魔法銃を撃つ音が聞こえて来る。その度に雪鹿たちが安らかな眠りにつけるよう、エルメリッドは心の中で祈った。

「きゃ……っ！」

　そうして父が狩りに出ている間、のんびりと湖を歩く少女の平穏は前触れもなく吹いた突風によって吹き飛ばされた。

　突然の風に煽られ、金色の柔らかな長い髪が大きくなびく。と同時に手で押さえる間もなく白い帽子が宙に舞った。

　自由を得た鳥さながらに風に乗り、みるみるうちに手の届かない高さに上がって行く。

「待って」

　エルメリッドは精一杯手を伸ばした。けれど先程よりも強い風が吹き、湖に誘われるように、ぱしゃん、と音を立てて着水してしまった。

「帽子が……」

　丁寧になめした雪鹿の皮を重ねて厚みを出し、耳の上辺りにいくつもの淡い桃色のバラの造花で飾った帽子は、エルメリッドがいちばん気に入っているものだ。水や汚れを弾く魔法がかけてあるおかげで沈むことはなかったけれど、穏やかそうに見えて水面はわずかに波打っているのか、みるみる湖の真ん中へと運ばれてしまう。

　十歳のエルメリッドはまだ上手く魔法が使えず、制限がかけられている。

　そして貴族に雇われる侍従には二種類の人間がいた。

　魔力を持たない者。魔力を持っていても主の危機的な状況以外に魔法を使わないと誓いを立てている者。エルメリッドに付き従う侍女たちは後者だった。

　魔法は術者が意図していなくても物理的・精神的にもたやすく他人へ危害をくわえられる。故に制約は魔力を持つ人間なら身分を問わず、厳しく絶対的なものだ。破れば永遠に魔力を封じられ、二度と魔法を使えなくなる。たとえ主が気に入っている帽子を取る為であろうと、誓いを破るに値する状況ではなかった。

「大丈夫です、お嬢様。わたくしが湖に入って拾って参ります。どうぞお待ち下さい」

「でも湖に入ったりしたら、あなたが濡れてしまうわ」

　侍女の一人がそう申し出るも、湖に満ちる水はかなり冷たくなっている時期だろう。自分の身を守る為でも魔法の使用を禁じられている状態に変わりなく、生身で入って取って来てとは命じられない。エルメリッドは首を振った。

　屋敷に戻って、誰か大人の男性に事情を話して長い棒か何かで取ってもらおう。もしかしたら、狩りの苦手な兄が屋敷に戻っている可能性もある。兄ならきっと力になってくれるはずだ。

　エルメリッドが提案しようとした時だった。

「悲鳴が聞こえたけど、どうしたの？」

　知らない声で話しかけられ、びくりとして振り返る。

　そこには一人の少年が不思議そうな顔をして立っていた。

　声に覚えがないということは当然、知らない顔だ。

　年齢はエルメリッドより少し上くらいだろうか。良く手入れされた髪は黒のような紺のような深みがあって、星が煌めく真冬の夜空を映した湖面さながらの淡い輝きを放っている。青色の澄んだ瞳は上質なサファイアとよく似て、真っすぐに見つめられると吸い込まれてしまいそうな錯覚さえも抱かせる。

　身に纏うコートは細部まで丁寧な職人技で仕立てられ、色味を抑えたブルーグレーは少年が着るにはやや大人っぽすぎる嫌いがあるものの、少年の持つ雰囲気と相俟ってとても似合っていた。

「お嬢様、お返事を」

　無意識に見惚れていたエルメリッドは侍女の耳打ちで我に返ると慌てて背筋を伸ばす。ここは父であるディノーシア侯爵が治める領地で、エルメリッドも領主一族に名を連ねている身だ。たとえ子供と言えど、自分の態度が人にどう受け止められるのか常に意識していなければいけない。母からはそう教わっていた。

「帽子が風に飛ばされてしまって」

　とは言え社交にはまだ慣れていない。ぎこちなく答えれば少年は湖に視線を移した。なるほど、と軽く頷いて湖に右手をかざす。すると帽子がふわりと舞い上がった。

　魔法だ。

　少年はもう自分の意のままに魔法が使え、なおかつ使う許可も得ているのか。

　エルメリッドの唇から純粋な感嘆の吐息がこぼれた。魔法を使用すると同時に感じられた魔力の波動が、見たこともないほどに穏やかだった。心地よさすら感じられて、それがどれだけすごいことかエルメリッドも知っている。

「しっかりと水避けの魔法がかけてあるんだね。そのおかげで全然濡れていないようだ」

　少年は帽子を両手で持ち、戴冠するかのように恭しくエルメリッドにかぶせた。少年が言うように帽子は湖に着水したことが嘘のように乾いており、エルメリッドの髪が濡れたり、冷たい感触も全くない。

「どうぞ。可愛いレディ」

「あ……ありがとう、ございます」

「良く似合うね。通りかかって、帽子を拾えて本当に良かった」

　お姫様のような扱いにエルメリッドは頬を染め、けれどすぐにスカートをつまんで淑女の礼をした。

「あの、私……わたくし、この土地を治めるディノーシア侯爵家長女、エルメリッドと申します。ささやかではありますが帽子のお礼をしたいので、よろしければ屋敷にいらしてはいただけませんか？」

「ディノーシア侯爵家の……？」

　少年は小さく口の中で反芻するとエルメリッドの顔を見つめる。それから、困ったような笑みを浮かべた。

「ごめんね。小さな淑女からのお誘いはとても光栄で嬉しいものだけれど、行かなきゃいけない場所があるんだ」

　エルメリッドは何と言えば良いのか分からずに首を振った。

　湖畔を通りがかったと聞いたばかりではないか。どこかに行く途中だったのは明白で、本当は今こうして引き止めているだけでも迷惑に違いない。

「こちらこそ、ご都合を考えずに申し訳ありません」

「また会えたらその時に」

「──はい。ぜひとも」

「再会を楽しみにしているよ」

　残念に思っていることを気取られないよう、精一杯受け答えをする。少年は柔らかく微笑むと、右足を軽く引くと同時に右手を胸に当てて礼をした。

　それもまた手慣れた様子だ。魔法の使用許可を出されているらしいことから考えて、大人たちを相手に遜色ないやりとりを何度もしているのかもしれない。

「じゃあ、また──ね」

　囁くように、また、の後に続けられた言葉を上手く聞き取れなくてエルメリッドは大きな瞳を瞬かせた。

　何と言ったのか尋ねようと口を開くも、その言葉が形を成す前に少年は踵を返して立ち去ってしまう。

「あ……」

　声をかけたら足を止めて振り返ってくれるに違いない。けれどできなかった。息と共に言葉を飲み込むと口を噤む。そうして、遠ざかって行く背中が見えなくなると顔を伏せた。

「帽子を取ってもらったお礼も、お別れの挨拶も、ちゃんとできなかったわ」

　今さらになって、言葉がこぼれる。

「きっとまた、すぐにお会いできるかと思いますよ。風もだんだん強くなって参りましたし、お嬢様もお身体が冷えてしまう前にお屋敷へお戻りになりましょう」

　侍女に促されて屋敷に戻ったエルメリッドは早速、風に飛ばされて湖に落ちた帽子を取ってくれた少年について母に話した。

　お礼をしたいけれど名前も聞けなかったし、どうしたら良いか分からない。そこまで相談すると母は「近いうちに会えるといいわね」と言って微笑むだけだった。

　翌日、そろそろティータイムを迎える頃合いに訪れた来客を前に、エルメリッドのは驚きに目を見開いた。

「エルメリッド、お客様にご挨拶をしなさい」

　初狩りによって得た雪鹿の皮と肉の一部は王家にも献上されている。例年なら父の手配ですぐに王都へと送られているそれらを、今年は王太子が領地の視察がてら受け取りに来ると朝食の席で聞いた。

　そして帽子を取ってくれた少年が、昨日と同じ穏やかな笑みを浮かべてエルメリッドの前に立っている。

　狩りには出掛けず、真っ先に歓迎の意を示した父が微動だにしないエルメリッドを促す。母や兄は挨拶を終えたようだ。エルメリッドはドレスをつまみ、できるだけ優雅に腰を落とした。

「ディノーシア侯爵家長女、エルメリッドにございます。本日は我が屋敷にようこそおいで下さいました。──サフィール王太子殿下」

　普段は王都の屋敷で暮らしていても社交界デビューを果たす年齢にはまだ遠く、登城の経験はない。

　だからジエルユースには自分より二歳年上の王太子がいることを知ってはいても、見る機会さえ一度もなかったその顔までは知らずにいた。

「急な申し出への快い対応及び歓迎を示してくれたディノーシア侯爵家に、王家を代表して深い感謝を」

「殿下からのお言葉、臣下たる我ら一同にこのうえない栄誉と存じます。早速ではありますが、献上品をお渡しする手配を進めてもよろしいでしょうか」

「ディノーシア侯爵に従わせるから好きにしてくれて構わない」

「恐れ入ります。ではお付きの方々はこちらにおいで下さい」

　歓迎のあいさつを終えると父は、サフィールが連れて来た従者たちと外へ出ると離れに向かった。

　狩りを終えて戻るなり後処理を済ませた雪鹿の皮や肉は、全てそちらに保管されているからだ。

　兄も同行し、玄関にはエルメリッドと母と、サフィールの三人が残される。

　父たちが戻って来たら、やっぱり帰ってしまうのだろうか。それまで王太子をこんな場所に立たせたままで良いのだろうか。

　エルメリッドが内心でそう考えていると優しく肩を抱かれた。母の方へ引き寄せられて視線を向ければ、勇気づけるように背中をぽんぽんと何度か軽く叩かれる。

「お母様……」

「殿下を客室にご案内して差し上げなさい、エルメリッド」

　母は知っていた。分かっていたのだ。

　帽子を取ってくれた少年が王太子であることを。今日、家に来ることを。

　そして昨日の別れ際にサフィールが口にした、聞き取れなかった言葉。あれはエルメリッドがディノーシア侯爵家の娘と知って、「また明日」と言ったのではないだろうか。

「王城のものと比べたら些末な環境にございますが、庭園を望む客室にお茶の用意をさせております。殿下はどうぞ我が娘エルメリッドと共に足をお運び下さいませ。わたくしも主人が戻り次第参りますので」

　どうやら、短い間ではあるけれど二人きりにさせてくれるらしい。

　エルメリッドはサフィールを見つめた。彼はどうだろうか。いちばん幼いエルメリッドなどではなく、しっかりした大人の両親か、相応の侍従に案内させるのが礼儀だと思っているかもしれない。

「じゃあ、案内してくれる？　エルメリッド嬢」

　サフィールもエルメリッドを見つめ返した。

　深い青と視線が重なるだけで胸が高鳴る。

　頷きかけ、淑女らしくない振る舞いだと気がつき「はい」と答えた。

「くれぐれも殿下に失礼のないようにね、エルメリッド。殿下、よろしければコートはこちらでお預かり致しますが、いかがなさいますか？」

「屋敷内はずいぶんと暖かいようだし預かってもらえるだろうか」

　そう言ってサフィールは昨日とはまた違う濃紺のコートを脱いだ。

　下に着ていたのはコートと同色系のスーツで、エルメリッドにはやっぱり大人びて見える装いが、すらりとした体躯と相俟って良く似合っている。母は丁重に預かったコートを玄関フロアに置かれたクローゼット内のハンガーに吊るし、自分の魔力で鍵をかけた。

「ディノーシア侯爵家当主に代わり、わたくしが確かに殿下のお召し物をお預かり致しましたことを誓いますわ」

「あ、あの。では参りましょう、王太子殿下」

「うん」

　エルメリッドは思いきってサフィールに声をかけ、客室へと一緒に歩く。

　長く続く廊下の庭に面した側はガラス張りになっており、中からでも庭の様子を眺めることができる。背の低い生垣は青々と葉を茂らせており、花壇ではネリネやノースポールなどが、国内でも寒い場所に位置するこの辺りの気候に耐えて可憐な花を色とりどりに咲かせていた。

「よく手入れされた、綺麗な庭だね」

「恐れ入ります」

　庭を褒められると嬉しい気持ちになる。

　王城の庭園はもっと贅を尽くした華やかで立派なものかもしれないけれど、ディノーシア侯爵家の庭はエルメリッドお気に入りの場所だ。真冬に雪が降り積もって白銀に輝く様も美しく、兄と二人、誰の足跡もついていない地面にはしゃぎながら雪だるまを作るのも冬の楽しみだった。

「良かったら今度、城へ遊びにおいで。今度は僕が庭園を案内するから」

「殿下直々に……よろしいのですか？」

「だめだったら最初から誘わないよ」

　それは確かに一理ある。もしただの社交辞令であれば、真に受けて王城に行きたいと言い出したエルメリッドを両親は止めるはずだ。

　何より、どんな理由にしろ好意で言ってくれていることをずっと否定し続けるのも失礼な気がする。

「お心遣いありがとうございます。では王都に戻った後で殿下のご都合のよろしい時がございましたら、ぜひともご案内いただければ光栄です」

　嘘でも誘ってくれたことが嬉しくて自然と表情が綻んでしまう。

　だけど本当に社交辞令で言ってみただけだったのだろうか。サフィールの返事はなかった。

「殿下？」

「あ、ああ──うん。君の好きな焼き菓子も教えてくれたなら用意しておくから、ディノーシア侯爵を通すなりして教えて欲しい」

「用意……あの、申し訳ありません」

「急にどうしたの？」

　今度はエルメリッドの歯切れが悪くなる。問いかけられ、それこそ淑女らしくない仕草だと思いながらも所在なさげに指を組んだ。

「まさか今日お会いできるなんて思ってもみませんでしたから、お礼をすると申し上げたのに何もご用意できていなくて……」

　母も今日のことを知っていたなら教えてくれたら良かった。

　だけどもし知っていたとして、一日足らずの間に何を用意できただろう。どちらにしろ思い悩むばかりで何もできなかったに違いない。

「ああ何だ、そんなこと？」

　俯きがちだったエルメリッドは顔を上げた。

「そんなことではありませんわ。殿下は私のお気に入りの帽子を取って下さった恩人ですのに」

「でも僕はそれだけしかしてないよ。君が困っていて、僕には助ける手段があった。それだけだよ」

「それだけ……」

　口にすると、エルメリッドの胸がつきりと痛む。原因が分からず、思わず左胸に右手を押し当てた。

　手を軽く握ると少し落ち着いたけれど、まだ何かが胸の奥でもやもやと渦巻いている気がする。

　近頃は冷えて来ているから体調を悪くしてしまったのだろうか。

「エルメリッド嬢？　どうしたの？」

「な、何でも、ありませ……」

　エルメリッドは最後まで言葉を発せられなかった。

　右手を、と言われて握りしめたまま反射的に差し出す。サフィールは指をそっと開かせると、社交場で淑女をエスコートする紳士さながらに取って、しっかりと繋いだ。

　手が温かい。

　とても心地よくて、エルメリッドの心ごと包み込んでくれる。

　だけどそんなに具合が悪そうに見えて心配をかけてしまったのだろうか。嬉しいけれど申し訳なくて、エルメリッドは声を発した。

「王太子殿下？」

「フィル」

「殿下……？」

「できればでいいから君にはフィルって呼んで欲しい。僕も君をエルって呼びたいから。……だめかな？」

　つまり、愛称で呼び合おうと提案されているのだ。

　エルメリッドはかぶりを振った。

　だめじゃない。サフィールを愛称で呼ぶことを許されるなんて、ただの気まぐれだとしても嬉しい。エルメリッドの反応にサフィールは不安げな表情を和らげた。

「昨日、あの後は君のお父上のディノーシア侯爵に会いに行っていたんだ」

「おと……父にですか？」

　お父様と言いかけて慌てて言い直す。サフィールは微笑ましそうに目を細め、うん、と頷いた。

「十二歳になって魔法を使用する許可も得たから、以前から興味があった雪鹿狩りをしてみたかったんだ。でも見学しか認めてもらえなかった」

「そうだったのですね」

　エルメリッドは他に何と言えば良いのか分からなかった。

　気が利かない答えだったかもしれない。でも、父なりの考えがあっての言葉を、エルメリッドが謝罪して撤回するのも違う気がした。

「ここには、いつまでいるの？」

「雪鹿の様子を見ながらになりますから、まだはっきりとしたことは分かりません。でもあと二か月ほどは滞在していると思います」

「そうなんだ。僕は明日中には王都に戻ってしまうから、次に会えるのは早くても春になってからだね」

　明日、とエルメリッドは口の中で繰り返す。

　この領地にいるからと、気軽に会えるわけではない。それでも寂しい気持ちは拭えなかった。

「でも春になれば庭園にはいろいろな花が咲くから、エルも気に入ってくれると思う」

「殿……フィル様にお庭を案内していただくのが楽しみです」

「うん。僕も楽しみにしてる」

　一見、冷ややかに見える青い目が、春の青空のように優しく細められた。

　落ち着いた少し低めの声が、少年らしい楽しそうな笑い声をあげる。

　大して接点のない相手を邪険に扱うほど、サフィールは子供ではないだけかもしれない。

　でも、何も知らずに真っ白なエルメリッドの心は、どんどん青で満たされて行った。







「──お母様」

　夜、食事が終わって私室に戻ろうとする母をエルメリッドは呼び止めた。

　娘の神妙な気配を察した母は別室にお茶の準備をするよう侍女に言づけて二人で向かう。テーブルにつき、支度を終えた侍女が離れるのを見て、エルメリッドは口を開いた。

「大きくなったら、私……フィル様のお嫁さんになりたいです」

　フィル様、と愛称で呼んだことに母はわずかな反応を見せたものの、深くは追及しなかった。紅茶を一口飲み、エルメリッドを真っすぐに見つめる。

「でもねエルメリッド。お嫁さんになりたいという気持ちだけではだめなの」

「分かって、います」

　エルメリッドも母に気圧されぬよう視線を返した。

　でもきっと、本当の意味では何も分かっていないのだと思う。だからこそ、いちばんの理解者になってくれるであろう母とは話し合う必要があると思ったのだ。

「サフィール殿下に嫁ぐということはつまり、この国の王妃様になるということ。だから全ての淑女のお手本になれるような、誰からも認められる淑女でなければいけないのよ」

　初めて娘の願望を耳にした母は、王子様に会って浮かれる子供の戯言だと流したりはせず、真剣な表情でそう諭した。

「それは本当に、とても大変なこと。あなたがどれだけ殿下をお慕いしていたとして、好きだから、という気持ちだけではだめなの」

　エルメリッドがなりたいのは、あくまでも〝フィル様のお嫁さん〟だ。〝王太子サフィールの妃〟ではない。

　だけどエルメリッドに優しかった〝フィル様〟は、王太子サフィールが持つ側面の一つだ。当然ながら別々の存在にはできない。

「でもフィル様の、サフィール王太子殿下のいちばんお傍でお仕えしたいです」

「殿下が好きだから？」

「──はい」

「そんなに好きなのね？」

　エルメリッドは頬を染めながらも力強く頷く。

「この国の王太子殿下は二十歳を迎えるまで婚約者を決めてはいけない慣例があるの。だからもしかしたらこの先、殿下が心からの寵を与える令嬢が現れてあなたは選ばれないかもしれない。それでもいいの？」

　幾重にも及ぶ母の念押しと確認にも、エルメリッドの心は微塵も揺らがなかった。

　サフィールにいつか好きな女性ができる。いや、もしかしたらすでにもういるかもしれない。でも今すぐに婚約者になれたとして、定められた運命がそうであるのなら同じことだ。

　そうしてサフィールに会うことのないまま春になった。

　娘の初恋を汲んだ母が父に話し、さらに父が上手く話を通してくれたのか。

　週に一度だけサフィールと共に王城で語学の勉強を受けられるようになった。

　とは言え高位文官として認められている父に決定権はないだろうし、あくまでも王家が、サフィールが厚意で折れてくれたのだと思う。

「おはようございます、フィル様」

「おはよう、エル。この前勉強した中で分からない部分はなかった？」

　二歳年上のサフィールにはすでに習ったこともあるに違いない。それでもサフィールはエルメリッドを傍に置いてくれた。

　教師が来るよりも先に来て、ほんの数分だけ二人だけになる。授業が終わるまで待ちきれない話をしたり、予習や復習をしたり、ささやかな交流の時間がエルメリッドにはとても大切なものだった。

　ダンスの練習にしてもそうだ。

「エル、ダンスを習うのなら僕がパートナーを務めるから一緒にしよう」

　社交界デビューに備えて母に淑女としてのマナーを教わりはじめ、ダンスもそろそろ踊れるようになった方がいいと提案があった。そこで専門の教師を招くことが決まりかけたものの、どこから話を聞いたのかサフィールが語学の勉強の後にやろうと持ちかけた結果、一時間だけ一緒に学ぶ時間が伸びた。

　特別扱いは他にもある。

　サフィールをフィル様と呼ぶのはエルメリッドだけだ。

　同じ年頃の貴族子女たちも交え、サフィールを囲むお茶会が開かれた最中にそう気がついた。だけど公の場での呼び名には相応しくない気がして、途中からは他の皆に合わせて王太子殿下と呼んだ。すると翌日、どうして愛称で呼ぶのをやめたのかとサフィールから手紙が届いた。

　少なくとも、エルメリッドは特別扱いされている。それはフィル様のお嫁さんになるという夢を持ち続けていてもいいのだと思わせてくれた。







　次の冬、雪鹿狩りをする為にサフィールがやって来た。

　去年は許可を得られなかったと話していたけれど、今年は許可が下りたようだ。

　もっとも、いかに王族と言えど領地に代々伝わるしきたりには従う他ない。初狩りを済ませた後でなら、と父が条件を出し、それでも構わないとのことだった。

「それから、僕が仕留めた雪鹿に限っては僕への献上品扱いにしてもいいと陛下の許可も得ているんだ」

　誰が撃ったか後で判別がつくよう、魔法銃の弾丸に魔力を込めながらサフィールは言う。

　透明な弾丸がサフィールの魔力を帯び、鮮やかな青銀に染まっていく様がとても綺麗だ。その手つきも慣れている。狩りの経験自体はすでにあるのだろう。

「フィル様の魔力は、目の色と似た青銀色なんですね」

「うん。冷たそうな色だろう？」

　集中力を要する作業が終わったと判断して話しかけると、サフィールは意外な返事をした。

　確かに色合いとしてはそうなのかもしれない。でもエルメリッドはサフィールが冷たいなんて思ったことは一度もなかった。ゆっくりと首を左右に振って彼の言葉を否定する。

「去年の冬に帽子を取って下さった時、ご自身のことを知らなくてもフィル様の魔力の波動を心地良く感じました。お話ししてからも冷たい方だと思ったことは一度もありません。周りの方も、同じだと思います」

　それに……と思うまま言葉を紡ぎかけて口を噤んだ。

「それに？」

　先を促され、言うべきか迷う。

　でも、サフィールのお嫁さんになりたいと思っていることはとうに知られているのだ。今さら誤魔化したところで何の意味もない。もしかしたら点数稼ぎの発言だと思われるかもしれないけれど、サフィールならそんなことは思わないと不安を自らすぐに打ち消した。

「私は寒い地域を治める貴族の娘ですから、真冬を思わせる青銀は見ていて落ち着くから好きです」

「──ありがとう、エル」

　微笑むサフィールの表情にはやっぱり冷たさを感じない。冷たいどころかエルメリッドの心を温めてくれる。

　狩りは怖くて母と留守番をしていたエルメリッドに、戻って来たサフィールはお揃いの編み上げブーツを作ろうと誘った。

　サフィールは今年も冬の終わりを待たずに王都へと帰ってしまう。革をなめし、加工できるようになるまでの時間を無駄にしたくない。

　狩りの翌日、一緒に領地内の工房へ向かう為に外へ出ると、庭に積もった雪の中に小さな何かが不自然に埋まっているのが見えた。

　近寄ってみれば、それは一羽の白い小鳥だった。雪にほとんど埋もれた身体を掘り起こして手のひらに乗せる。小枝のような右足がおかしな方向に曲がっていた。

「空腹で上手く飛べずに足を折ってしまったのかな」

「私、助けたいです。だめでしょうか」

　自然の摂理に人が無暗に干渉してはいけないと、父は常日頃から説いて聞かせている。サフィールはどう思うだろう。見上げると、エルメリッドの手のひらの上で震える小鳥を温めるよう、そっとハンカチをかけてくれた。

「僕は良いと思うよ。エルが通りかかって気がつかなかったら、この小鳥はきっと死んでいた。でもエルが気がついたのなら助けてもいいってことだと思う」

　だけど、と言葉を続ける。

「この様子だと魔法での治癒を試みたら逆に悪影響が出てしまう可能性が高いから、君がしっかりと看病しなければいけないし──」

　今度は逆に一度口を閉ざし、エルメリッドを真剣な目で見つめた。

「もしかしたら、看病の甲斐なく助けられなくて悲しい思いをするかもしれない。それでもいい？」

「構いません」

　エルメリッドは小さな命への責任を胸に断言し、小鳥を胸に抱き寄せる。

「ごめんなさいフィル様。今日は工房へはご一緒できません」

「そうだね。まずは暖かな場所に連れて行って休ませてあげよう」

　エルメリッドは目を見開いた。一方、サフィールはそれが当然とばかりの笑みで告げる。

「僕は工房の場所を良く知らないし、何よりエルと一緒に行く約束だからね。それに明日も会いに来る口実もできたから」

　サフィールは話しながら雪の中から数本の細い小枝を探し当て、手に持った。小鳥の折れた足の添え木にする為だ。エルメリッドは心強さと嬉しさで大きく頷いた。

　早速、母に事情を話し、バスケットに柔らかな綿を敷き詰めて作った巣に小鳥を寝かせる。さらに短く細く削って調整した小枝を折れた足に添えて紐で固定すると、小さく切ったパンを人肌に温めたミルクでふやかした餌をスポイトに詰めて食べさせた。

「うん、すごいね、エル。ちゃんと手当てできてる」

「何をしたら良いか、フィル様が詳しく教えて下さったおかげです」

　褒められて誇らしくなると同時に、エルメリッドはサフィールを尊敬の目で見つめる。

　本当にサフィールのおかげだ。するべきことを指示して、傍にいてくれたから迷わずに行動できた。エルメリッド一人ではなくサフィールと二人だったからこそ、小鳥を見つけられたうえに助けられるのだ。

　次の日、前日より多少の元気を取り戻した小鳥の世話をしてから、改めて一緒に工房へ向かった。

　古くから何代にも渡ってこの地で上質な革製品を手掛ける工房主は、初めて受ける王太子直々の依頼に驚いたり緊張したりと別の意味で忙しない様子を見せた。デザインの希望を聞くうちに職人の顔に戻り、改良点を挙げつつも一つの仕事として作業に取りかかってくれたのは賞賛に値するものだった。

　そうして一週間後にはシンプルなデザインながらも、内側に上質な起毛素材を貼り付けている為にとても暖かな二足の白いブーツが仕上げられた。さらにエルメリッドのブーツには、足首の飾りベルトに小さなサファイアを二粒はめてもらった。サフィールの目と同じ色だ。

　歩く度に澄んだ青い光の筋が煌めくブーツを、成長して履けなくなった後も大切にしまうことになるのは別の話になる。




「フィル様、ご覧になって！　すっかり懐いて、肩に乗ってくれるようになりましたの」

　右肩に行儀よく乗る小鳥の頭を人差し指でそっと撫でながら、真新しいブーツを履くエルメリッドはドアを開けてサフィールを出迎えるなり声を弾ませた。

　サフィールは微笑ましそうに眺め、言う。

「それならもう野生に帰してあげないといけないね」

「え……」

　そんなこと考えてもいなかった。楽しい気分から一転し、エルメリッドはサフィールから離れるよう後ずさっていやいやと首を振る。

「この子は私が、ずっと面倒を見ます」

「その小鳥はおそらく仲間と一緒に行動していたところを怪我ではぐれたんだ。だから野生へ帰せるうちに帰してあげないと」

「いや……！　そんないじわるを言うフィル様なんか、嫌いです……！」

　思わず口をついた言葉に、エルメリッドは雷に打たれたように身体を弾ませた。

　違う。嫌いなんかじゃない。

　ひどい言葉を投げつけられたサフィールは悲しそうな笑みを浮かべ、けれどすぐにいつもの見慣れた柔らかな表情で優しく諭す。

「エル。賢い君なら本当は野生に帰してあげた方が良いことも、僕を嫌いじゃないこともちゃんと分かっているだろう？」

　エルメリッドは俯いた。

　涙が溢れて来る。でも何に対しての涙なのかは分からなくてしゃくりあげた。貴族の娘が人前で泣くなんて、みっともなくて褒められたものではない。だけど涙を止められず、サフィールの指がそっと涙を拭う。

「エルはずっと世話をしていたからね。今すぐお別れするのはとてもつらくて無理なのも分かるよ。だから今晩の間に気持ちの整理をつけて、明日帰してあげよう？」

　サフィールの言う通りだ。

　命を助けたからと、エルメリッドは小鳥の未来まで好きにする権利を得たわけではない。早いうちに野生に帰れるのであれば、それがいちばん小鳥の為だ。

「ごめん、なさい」

「うん。いい子だね」

　エルメリッドはかぶりを振った。

「わがままを言ったりして、私はちっともいい子ではありません……」

「一人でよく頑張って、エルはすごくいい子だよ。だからその小鳥もまた来年の冬になったら、エルに会いに来てくれると思う。僕だって、今年もこうしてエルに会いに来てるだろう？」

「明日だと、また離れ難くなってしまうから……今、帰してあげようと思います」

「それでいいの？」

　エルメリッドは頷き、顔を上げて右手を胸の高さに上げた。

　いつものように小鳥が人差し指に乗って囀る。だけどその声がいつもより高く澄んで聞こえるのは気のせいではないかもしれない。また自由に羽ばたける時が近いことを本能的に悟っているのだ。

「──またね」

　来年も会いに来てほしい。

　だから「さようなら」とは言わず、右手をゆっくりと空へと掲げた。

　つぶらな黒い目がエルメリッドを見つめている。行きなさい、とエルメリッドは小さく手を揺すった。小鳥が羽を広げ、エルメリッドの指から数センチの高さまで羽ばたく。

　飛べるまで回復していることを知ると、別れを告げるようにエルメリッドの頭上で旋回し、そして空へ向かって見えなくなった。

　涙が止まらない。するとサフィールに抱き寄せられた。

「──僕は、ずっとエルの傍にいるよ。だからエルも僕から離れないで。ずっと、ずっと」

　たまらずにエルメリッドはサフィールの背中に両手を回して縋りついた。淑女の行動に相応しくないと分かっていても、幼い子供のように声をあげて泣きじゃくる。声が嗄れ、泣き疲れるまで、サフィールは優しく髪や背中を撫でてくれた。

　そのサフィールのブーツには、エルメリッドの目の色と同じエメラルドが同様に二粒飾られている。




　春も近づいたある日、エルメリッドは王都へと戻る前に湖へ行く約束をサフィールとしていた。

　朝食も済ませ、そろそろ迎えに来てくれる時間が近づくと待ちきれなくて部屋を出る。

　階下へ降りようとすると玄関ホールで両親と家令が話しているのが見えた。父の表情はとても険しく、いつも温厚な父のこんな顔を見るのは初めてだった。

　深刻そうな雰囲気に声をかけても良いものか躊躇っていると、父たちはエルメリッドに気がつき、安心させる為か見慣れた柔らかな笑みを浮かべる。

「何かあったのですか？」

「うん……。どうやら雪鹿を狙った密猟者が領地に入り込んでいるようでね。ただ、領民の誰かが手引きした形跡はないらしいんだ」

　おずおずと尋ねると父は少しの間を空けて事情を説明してくれた。

　密猟者の存在はエルメリッドも知っている。幸いなことにエルメリッドが生まれてからは現れてはいないようだけれど、雪鹿をはじめとした山に暮らす動物たちを狙って断りもなく狩る人々がいたのだという。

　まだ子供のエルメリッドが知ったところで解決には至れない。けれど、やってはいけないことがあるのなら言いつけを守ることはできる。そしてそれがエルメリッドにできるいちばんの手助けだ。

「今日はフィル様と湖に行く約束をしています。でも、行かない方がいいでしょうか」

　数日前に約束してからというもの、エルメリッドは今日を楽しみにしていた。

　一緒に湖に行ったことはすでに何度かあっても、春を間近に控えたこの時期に行くのは初めてだからだ。長く厳しい寒さを乗り越え、春の訪れを察知して可愛らしい姿を見せる小動物や可憐に咲く花々をサフィールにも見てもらいたかった。

「湖の辺りは雪鹿の生息地からは離れているから大丈夫だとは思うが……」

　父は先程よりも判断に迷っているのか歯切れ悪く答える。

　エルメリッドがどれだけ今日を楽しみにしていたのか、父も分かっているのだ。

　湖には来年以降も一緒に行ける。きっと──サフィールはまた領地に来てくれるはずだ。

「サフィール殿下がおいでになられました」

　そうして、はっきりとした答えが出ないままサフィールの到着が告げられた。案内されて来たサフィールは玄関ホールに集まっている面々に普段とは違う様子を感じ取り、揃っている理由を尋ねる。

「密猟者が入り込んでいるなら──」

　事情を聞いたサフィールは頷くと迷うことなく断言した。

「エルは必ず僕が守るよ」

「──では、エルメリッドは殿下にお任せ致します」

　父はサフィールに向けて深く一礼するとエルメリッドに向き直った。

「くれぐれも、殿下のお傍を離れてはいけないよ。何があってもだ」

「はい」

　二人だけではなく侍女や護衛もつくとは言え、サフィールの魔力は成人前ながらよほど強いようだ。

　もちろん、護られる事態なんて起こらなければいい。シェフに用意してもらった、昼食の入ったバスケットを厨房から侍女が受け取って来ると予定通り湖へと向かった。




「ナッツをたくさん用意してあるの。怖がらないでこっちにおいで」

　離れた場所から侍女たちが見守る中、湖のほとりに広げたラグの上で、遠巻きにこちらの様子を窺うウサギやリスたちへ手のひらに乗せた木の実を見せて呼びかける。

　穏やかな時間をサフィールと一緒に過ごせるのはとても幸せなことだ。もしかしたらサフィールには退屈な時間かもしれないけれど、隣で柔らかな笑みを浮かべて見守ってくれている。それはとても嬉しかった。

　ところが、幸せな時間を引き裂くように重たげな破裂音が聞こえた。せっかく姿を見せてくれていた小動物たちも怖がって逃げてしまう。あきらかに周囲の空気が張り詰めはじめていて、この雰囲気ではしばらくは出て来てくれそうもない。

　食べてくれる相手のいなくなったことを残念に思いながらエルメリッドもガラスの器にナッツを戻した。

　いつも父たちが撃っている魔法銃の音とはまるで違う音だ。密猟者が近くで狩りをしているのかもしれない。緊張の色が浮かべてサフィールを見やる。

「フィル様……」

「そう遠くはない場所で誰かが狩りをしているね。領地の人ではないんだろう？」

　エルメリッドは神妙に頷いた。

　ずっと昔に定められた狩りの時期は一週間ほど前に終わっている。次に狩りの許可が下りるのは初夏を迎える三か月後だ。

　もちろん領主だから、領民だから、雪鹿を狩ってもいいわけではない。

　だけど父たちは恵みをもたらしてくれる雪鹿たちに最大限の敬意を払っていた。密猟者たちには、そんな最低限の気遣いさえ感じられなかった。

「嫌な予感がする。残念だけど帰ろう、エル」

　父も、密猟者たちが獲物としているであろう動物たちの生息場所から湖にいれば接近することはないと考えたから湖に行くことを許してくれたのだと思う。エルメリッドがサフィールに見せたいと思っていた小動物も、もう姿を見せてくれそうにない。

　いつ密猟者たちと鉢合わせするか分からない状態で湖にいても、それこそつまらないだけだ。

「ごめんなさい、フィル様。わざわざ足を運んで下さったのに……」

　やっぱり来るんじゃなかった。

　エルメリッドのわがままでサフィールや父に迷惑をかけて困らせたにすぎない。

「どうしてエルが謝るの？」

　俯くエルメリッドの髪を撫で、サフィールは微笑みかける。

「悪いのは勝手に雪鹿を狩りに来た密猟者たちだろう？　エルが望むなら来年の春にでも一緒に来よう」

「また……一緒に来て下さるんですか……？」

「もちろん。約束するよ」

　右手の小指を立てて差し出され、エルメリッドはゆっくりと自分のそれを絡めた。未来の約束を交わすとサフィールは侍女を呼ぶ。

「ディノーシア侯爵に連絡を。四人で行って、途中、もし密猟者たちと遭遇することがあれば捕らえていい」

「恐れながら殿下、お二人では」

「いい。逆に何かあった時、エルを守るのに邪魔になる」

　二人だけになることに懸念を示す侍女をサフィールは一蹴した。彼女たちが仕える主はサフィールではなくエルメリッドの父のディノーシア侯爵だ。その主の命により、エルメリッドとサフィールを守る為の護衛として付き添っている。万が一、サフィールが密猟者を手引きし、通じているとも限らない。けれど王太子の言葉に逆らうことも、立場上難しいのだろう。

「畏まりました。戻る際はできるだけ大きな音を立て、こちらへ気を引けるように致します」

　侍女たちが報告の為にいなくなり、湖に二人きりになる。

「僕と二人だと、心配？」

　見つめられて首を振った。

「フィル様と二人だから何も怖くないです」

「僕が密猟者の仲間だと疑ったりしなかった？」

　最悪の可能性を口に出されても心が揺らいだりしない。

「フィル様はそのような方じゃないと信じています」

「エルが信用してくれているのは嬉しいけど、本当の僕はそんな綺麗な人間じゃないよ」

「私の知らないフィル様は、そのような方なのですか……？」

　本人が言うならそうなのだろうか。

　でもエルメリッドにはそう思えなくて、否定して欲しくて尋ねるとサフィールは嬉しそうに笑った。その表情を見ると、後ろ暗いものなんてないように見える。

「エルに触れても汚さないくらいに綺麗でありたいとは思ってるよ。さ、お手をどうぞ、レディ」

　差し伸べられた手を取り、しっかりと繋ぐ。

　温かくて優しくて、サフィールが悪い人だとはとても思えなかった。手を繋いで歩く家への道だって、一人で歩いている時とは全く違う景色に見える。

　しばらく歩いていると、サフィールが足を止めた。

「チッ……。今日はウサギ一匹仕留められねえ」

「そう腐るなって。それよりもメインの獲物はあくまでも雪鹿だ。あまり銃弾を無駄にするな」

「分かってるさ」

　口汚く言葉を交わし合う声が森の奥から聞こえて来る。どちらもエルメリッドには聞き覚えのない声だ。領民とは思えず、おそらくは父の言う密猟者なのだろう。さらに遠くから聞こえていた銃声も、彼らが撃ったものに違いない。

　会話の内容から、どうやら成果をあげられてはいないようだ。時折吹く風が木の葉を揺らし、湖がさざめく以外に静かな場所であんなに大きな声で話をしていたら動物たちも逃げて当然だろう。そして、今日は、という言葉は昨日以前にも狩りをしていたことを裏付けてもいた。

　声の進む方向から考えて、このまま進めば森を抜けてエルメリッドたちに気がつくことはない。辺りには枝葉に雪を残した木々が生い茂っている。白いマントを羽織り、フードをすっぽりと被った二人の姿を上手く覆い隠してくれていた。

　それが、相手に土地勘がないことが裏目に出てしまったのだろうか。

　湖から離れた場所は木々の数も少ない。声の主と思しき二人の男の姿が見えた。どちらも体格が良く、荒々しい見た目をしている。幸いなことに真正面からの遭遇ではなかったとは言え、目が合った。

「ガキが二人……。こいつらもまとめてやっちまうか？」

「いや、身なりからしておそらくは領主なり保養に来た貴族なりのガキだろう。無傷のまま捕らえて身代金を要求するか売り飛ばすかして金に換えちまえばいい」

「それはいいな」

　無力な子供だと見くびっているようで、目の前で下卑た笑いと共に堂々と交わされるおぞましい会話にエルメリッドはサフィールを見上げた。

　男たちはサフィールが王太子だとは知らないようだ。そんなことがあるだろうか。エルメリッドも知らなかったけれど、大人が知らないなんて思えなかった。

「フィ……」

　サフィールはそうと気がつかれないよう人差し指を唇に当てた。静かに、の合図に口を噤んで頷き返す。

　男の一人が銃を構えた。引き金に手をかけるのが見えた瞬間、その銃口が白く細かな光で覆われる。周囲の空気の温度がほんの少し下がったのは気のせいだろうか。

「っのガキ……！」

「暴発で死にたいならそのまま撃てばいい」

　遥かに体格の良い大人相手に一切物怖じすることなくサフィールは告げる。しかし弾丸は放たれなかった。わずかに青みがかった光はみるみるうちに銃身を伝って男の手元へと侵食し、冷気が伝わったのか男は振り払うように銃を取り落とす。

　同時にもう一人の銃口がサフィールに向けられた。

　サフィールが魔法を使えるとは思ってもいなかったのか、わずかに手が震えているように見えた。

「だめ……！」

「エル！」

　エルメリッドは咄嗟にサフィールの前に立ち、両手を広げて小さな身体全体で庇った。息をする間もなく重い銃声が響く。威嚇の為か──あるいは自らにのしかかる恐怖を振り払う為に、狙いも定めずに撃ったのだ。鳥たちが飛び立ついくつもの羽音が遠くから聞こえた。

　その前面に細かな雪が舞う。もう終わったはずの冬の名残は、綺麗な青銀色に輝いている。

　青銀はエルメリッドも良く知る色だ。

　サフィールは冷たく見える色だと言う。でもエルメリッドにとっては違った。どの色よりも温かくて、安心感を与えてくれる。

　今度は銃口だけでなく、銃を持つ手ごと凍りついた。

「ひい……っ！」

　さすがに自分たちがいかに不利な状況か察したのだろう。男たちは後退り、けれど逃走は叶わなかった。地面から勢いよく伸びた青銀の氷柱が両足を飲み込み縫い留める。そのまま一息に首元まで凍りついた。

　あっという間の出来事だった。男たちが無様な体勢で地面に倒れると再び静寂が訪れる。

「大丈夫。氷じゃなくて水晶に近いものだから体温を奪われて凍え死んだりはしないよ」

　サフィール自体は冷たくなくても氷は冷たい。

　不安げなエルメリッドの表情に気がついたサフィールは安心させるよう補足し、そして形の良い眉を下げた。困っているような泣き出しそうな、エルメリッドも初めて見る表情だ。

「危ない真似をしたらだめだって言われたのに君は……」

「ごめんなさい……。でもフィル様が守ってくれるって分かっていたから……」

「いや、僕の方こそありがとう。エルが危険も顧みず咄嗟に庇ってくれて嬉しかった」

　一房掬い取った髪に唇を寄せられ、初めてされた異性に対する敬愛の仕草に胸が高鳴る。

「だけど、あんな危ないことはもう二度としないと約束して」

「ごめんなさい」

　安堵の息を深く吐き、サフィールはふいに身を屈めて地面から何かを拾い上げた。

「フィル様？」

　声をかけると、手のひらを上に向けて拾ったばかりのそれを見せてくれる。ところどころ黒く変色した小さな鉄の塊は、初めて見る形をしていた。

「銃弾だね。さっきの男たちが使っていた銃から放たれたものだ」

「でも」

　エルメリッドは首を傾げる。

　魔法銃に使われているものとはまるで違う。その疑問を察したのか、再び弾丸を握り込んだ。小さな、それでいて全てを凍りつかせるような冷ややかな声で呟く。

「──絶対に許しはしない」

　密猟者が領内に現れたという話は、その年を最後に再び聞かなくなった。







　十五歳のある時、語学の教師が来る前にサフィールがノートに単語らしきものを書いて見せた。綺麗な筆跡で書かれた文字は、今習っている国で使われているものだ。けれど単語を習った覚えがない。それとも、習ったのにエルメリッドは忘れてしまったのだろうか。

「こちらはどんな意味の単語ですか？」

「愛してる」

　何気なく尋ねたエルメリッドの目を真っすぐに見つめ、サフィールが言う。

　エルメリッドはどきりとし、すぐに質問の答えだと理解した。

　サフィールの唇が異国の言語を淀みなく紡ぐ。それが彼の地の「愛してる」なのだろう。でも、どうして急にそんなことを言った理由は分からない。

「エルがもし、この先訪れることがあったとして、そう囁かれても絶対に後をついて行ってはだめだよ」

「よく知らない殿方の後をついて行ったりしませんわ」

「何かの折に親しくなった相手だとしても、絶対にだめだ」

　エルメリッドを心配しての〝特別授業〟のようだ。

　たとえ知っている人であろうとサフィールの言葉以外に心を揺らされることなんてありはしないのに、そんなに危なっかしく見えるのだろうか。

　それからサフィールは様々な国での「愛してる」を教えてくれるようになった。近隣諸国が一通り終われば行くこともないような、かろうじて名前だけは知っている遠い国々の言語を経て、今では存在しない国の言語にまで範囲が広げられる。

　やがて全ての言語を網羅したと思われる頃、違う意味の単語になった。

　今度は様々な意味だ。

「可愛い人」

「唯一の太陽」

「あなたになら全てを捧げられる」

　つまり、その言語を扱う国で使われる女性への口説き文句らしい。

　他国の異性から言われることなどないであろう言葉の数々が、エルメリッドに対するサフィールの気持ちであればいいのにと思わずにはいられなかった。







　成長するにつれてサフィールは王太子としての公務が増え、最近は目に見えて忙しさを増している。お茶会はもちろんとして、一緒に学ぶ頻度が減り、埋め合わせとばかりに手紙や贈り物が届けられた。

　十七歳の時、サフィールの予定が合わずに王城へ行けないことがあった。

　普段ならエルメリッドも一人でできることをして過ごす。だけどその時は前のレッスンで新しく教えてもらったステップを忘れないうちに練習したくて、ちょうど屋敷を訪れていた従兄にパートナーを頼んだ。

「エル。他の男と練習したって本当？」

　王城で語学の授業とダンスのレッスンを終えた後、サフィールはそう切り出した。

　エルメリッドは隠し通そうとしていたわけではない。でもサフィールの耳に入っていることに驚きを隠せなかった。

「どなたからその話をお聞きになりましたの？」

「君の兄上からだよ」

　出どころを尋ねればエルメリッドの兄かららしい。確かに兄は父の後を継ぐ準備の一環で登城する機会が多くなっている。サフィールと顔を合わせても不思議ではないけれど、話をしていたとは意外だった。

「お兄様がフィル様にどうお伝えしたのかは分かりませんが、他の殿方と言っても屋敷へ遊びに来ていた従兄にお相手をしてもらっただけですのに」

　お互いに恋愛感情なんて微塵もない。

　だから笑顔で否定したけれど、サフィールは笑い返してくれなかった。真剣な表情でエルメリッドの両手首を掴んで引き寄せる。

「相手が誰だろうとだめだよ。エルのダンスのパートナーは僕だって約束したよね？」

「でもフィル様は」

「僕はエルとしか踊らないよ」

　他のご令嬢と踊るのに。そう言いかけたのを遮られてエルメリッドは翠色の目を丸くした。

「どうして」

　言いたいことが分かったのだろう。

　サフィールを見つめると目が合った。柔らかく視線を重ねたままサフィールは続ける。

「エルの考えていることくらい分かるよ。ずっと一緒にいるからね」

　それからサフィールはエルメリッドを腕に抱き、ゆっくりと動き出す。前回習って、今日のレッスンでも復習したステップだ。話しながらも淀みなく、巧みにリードされてエルメリッドの足も自然とステップを踏んで行く。

「ダンスに限らず、何かの練習をどうしてもしたいなら僕に言ってくれたらいい。少しでも時間を作るから」

「でも」

　一緒にいられる時間が少しでも増えるのなら、とても嬉しい。けれど些細なわがままで忙しくしているサフィールの邪魔はしたくなかった。それは王太子妃には相応しくない行動だと周囲に散々言われているし、自分でも分かっている。

　エルメリッドは口ごもった。

「僕は君の為にわずかな時間も捻出できないほど無能な王太子だと思ってる？」

「そ、そんなことはありません！」

「だったら決まりだね」

　慌てて否定するとサフィールの顔にようやく見慣れた笑顔が浮かんだ。

　エルメリッドの耳元に唇を寄せ、異国の言葉を囁く。

「何と仰ったのですか？」

　聞かなくても答えは分かる気がする。

　だけど、聞きたい。

　言葉にして欲しくて尋ねるとサフィールは笑みを深めた。

「答えは簡単な言葉だから、当ててみて」

　それなら、今この胸にある期待と同じ答えで合っているのだろうか。エルメリッドはおずおずと答えた。

「僕以外とは踊らないで……？」

「残念。不正解」

「え……」

　自惚れを指摘されたようで頬が羞恥に染まる。

　でも、他の意味なら簡単な答えじゃない。

　咎めるような眼を向けるとサフィールはエルメリッドの前髪をかき上げ、額に優しく口づけた。

「絶対に、僕以外の男とは踊らないで」
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　二人の関係に決定的な変化をもたらす出来事が起きたのは、エルメリッドが十八歳の時だ。

　知見を深めたいと隣国ラジウルの第一王女ルーリィがジエルユースを遊学先に選んで訪れた。

　サフィールは二十歳の誕生日を迎えたけれど、まだ婚約者は正式に決まってはいない。そこに来て隣国の王女の一年の遊学は、両国間の同盟を強める為に王族同士の婚姻を結ぶことを目的としているのはエルメリッドにもたやすく想像がついた。

　サフィールと王女の年齢が一つしか変わらない。それが邪推だと切り捨てるには躊躇われる根拠になった。

　国内の貴族令嬢相手であればエルメリッドも牽制できた。

　実際、子供の頃からエルメリッドがサフィールの妃になりたいと公言し、サフィールもエルメリッドをあきらかに特別扱いしてくれていることが後押しをした。正式な婚約者ではなかったけれど、事実上の婚約者として周知されているも同然だった。

（だけど、もしも王女殿下とご一緒されているのだとしたら）

　フィル様のお嫁さんになりたいと打ち明けた時、母の告げた言葉が脳裏に蘇る。

『もしかしたらこの先、殿下が心からの寵を与える令嬢が現れてあなたは選ばれないかもしれない。それでもいいの？』

　とうとう、その時が来てしまったのだろうか。

　月に一度会えれば良い状況だけれど、会えばサフィールは変わらずに優しい。手紙のやりとりや贈り物も途切れることはなく、表面的にはエルメリッドが不安に思う必要など何もないように見える。

　ルーリィが自国に戻るまであと三日となった日、王城で夜会が催された。

　サフィールはいつものように、ファーストダンスの相手にエルメリッドを選んだ。ダンスの最中、王女だけでなく、自ら迎えに足を運んだラジウル国王の強い視線が突き刺さる。一国の王がわざわざ訪れるなんて、よほど重要な理由があるのではないのか。

（たとえば──フィル様と王女殿下の婚約を決める為に）

　恐れていた不安と恐怖がその鎌首をもたげてエルメリッドを視界に捉える。

　サフィールが一緒にいてくれる楽しくて幸せな時間のはずが、心が絞めつけられて軋む。

「どうしたのエル」

　いつの間にか曲が終わってしまっていた。

　もしかしたらサフィールと踊れる最後の曲だったかもしれないのに。

「殿下。王女殿下をダンスにお誘いして差し上げて下さい」

　胸の痛みに気がついていないふりをしてエルメリッドは進言する。サフィールは何も言わない。だからできる限り自然に微笑んでみせた。

「フィル様は私以外と踊ってはだめです。でも殿下は、今みたいに必要な時は私以外のご令嬢と踊られても構いません。だけど絶対にフィル様として踊るのはだめです」

「エル……」

　周囲に気取られないよう、サフィールはさりげなくエルメリッドのこめかみに口づける。

「君は僕の目が届く範囲にいて」

「分かりました。行ってらっしゃいませ、殿下」

「じゃあ面倒な公務に行ってくるよ、エルメリッド嬢」

　理解しているのだと、わざと殿下と言って送り出せばサフィールも調子を合わせて答えた。

　本当は心配で仕方なかった。

　でも王太子妃になるのだ。自分一人だけのものにならないサフィールが存在することは受け入れなくてはいけない。

　サフィールの誘いに王女が頬を染めて頷く。たくさんの人目を惹きながら手を取り合い、フロアの中心へと移動する。

　寄り添う姿に胸が痛んだ。

　公務で踊る為に必要なこと。

　そう分かっていても胸が苦しくなった。

　何か話しているのか踊る二人の口元も動いている。楽しそうに表情を輝かせる王女の唇が笑みの形を取った。エルメリッドと踊っていた時はすぐに曲が終わったのに、楽団も二人が踊る時は長く演奏するよう国王に言われているのだろうか。ずいぶんと長い。

　永遠に続くかと思われたダンスも終わり、密着していた身体が離れる。サフィールが自分の元に戻って来るという希望は、いともたやすく裏切られた。

（フィル様……行かないで）

　王女がサフィールの手を取り、エルメリッドに背を向けて逆方向に向かう。ダンスを見守っていたラジウル国王も交えて三人の歓談がはじまった。給仕からそれぞれに飲み物を受け取ったということは、まだ戻って来られそうにない。

　ジエルユースとは異なる文化を持つ国との外交は欠かせないものだ。

　分かっている。

（でも、公務のお役に立てなくても、フィル様の隣にいたい）

　少し気分を変えた方が良いのかもしれない。

　自分も飲み物をもらおうと給仕を呼ぼうとしたエルメリッドは、悪い予感を覚えて留まった。

　サフィールの顔色があまり良くない気がする。あんな近くにいてラジウル国王とルーリィは何も思わないのか、あまつさえ談笑を続けているのが信じられなかった。

「フィル様」

　他国の王族との外交中に割り込むのはあまりにも礼儀知らずだ。けれどサフィールの様子を見かね、エルメリッドはとうとう近寄って声をかけてしまった。

　完全に招かれざる客の登場により、機嫌を損ねてしまったようだ。エルメリッドを見た途端、国王と王女は眉をわずかにひそませる。非礼は承知の上だ。後日、ディノーシア侯爵家に抗議文が届くかもしれない。父に余計な仕事を増やしてしまうことは謝罪しておこうと思う。

　一方で珍しくサフィールが安堵したような表情を見せたことが、自分の行動の正しさをエルメリッドに教えてくれた。

「どうしたの、ディノーシア侯爵令嬢」

「ご歓談中に大変失礼致します。ですが……殿下の顔色があまり優れないように窺えましたので心配で」

　スカートをつまみ、優雅に深く腰を下ろして非礼を詫びる。

　謝罪こそしたものの引く気はない。サフィールの様子が普段と違うのならなおさらだ。

「ルーリィ王女殿下をもてなす為の夜会でありながら申し訳ございません。ディノーシア侯爵令嬢が言うように先程からどうやら体調が優れないようです。ご無礼を働く前に場を失礼させていただきます」

「まあ……！　それでしたら、わたくしがお付き添い致しますわ」

　ルーリィが慌てた様子で一歩前に踏み出す。けれどサフィールはそれ以上の歩み寄りを許さなかった。エルメリッドに視線を向けて言葉を続ける。

「今夜の主賓にそのようなことをしていただくわけにも参りません。ディノーシア侯爵令嬢、心配ついでに君が付き添ってくれる？」

「わたくしでよろしければ」

　頷くとサフィールはそれと分かる程度に微笑んだ。

「じゃあお願いするよ。ラジウル国王陛下並びに王女殿下におかれましては、私に構わずどうぞ夜会をお楽しみいただけるよう願います」

　手袋に包まれたサフィールの手をそっと握る。

　何かを我慢しているのか、かすかに震えているのは気のせいだろうか。そんな状態でもいつもと変わらずに握り返してくれたことが、エルメリッドを頼りにしているようで力を与えてくれた。

　なおも食い下がろうとする王女が言葉を紡ぐより先に、深く頭を下げてその場を立ち去った。




　手近な空き部屋で二人きりになると、サフィールはソファーに腰を下ろして背もたれに深く身体を預けた。右手で顔を覆い、静かに息を吐き出す。

「気をつけてはいたけど、やられたみたいだ」

　やられた、とは穏やかな表現ではない。サフィールの額にはうっすらと汗が滲んでいるのも見え、エルメリッドは不安でたまらなくなった。ポーチからハンカチを取り出し、額の汗をそっと拭う。

「ありがとう、エル」

「フィル様……どうかなさったのですか？」

　向けられた笑顔も見慣れたそれより弱々しく見えた。

　エルメリッドできることはないのかもしれない。それでも力になりたくて尋ねると、サフィールは冷静さを取り戻そうとしているのか自らの足の上に両肘をつき、組んだ指に顎を乗せた。

「おそらくはラジウルの国王陛下が給仕を買収していたのかな。ワインに薬を盛られた」

「薬……！　あの、毒物とか……？」

　サフィールの身に何かあったらとエルメリッドは身体を震わせる。そんな彼女に向け、サフィールは安心させるように微笑みかけた。

「命を脅かすような毒の類ではないよ。ただ、厄介な薬ではあると思う」

「厄介？」

「興奮剤とか催淫剤と言ったら分かるかな」

「あ……」

　反射的に視線を落としたエルメリッドは頬を染め、視線のやり場に困ってしまった。

　サフィールのトラウザーズの前面が大きく隆起している。

　それが何を意味しているのか分からないほど子供でもなく、理解すると同時に隣国の国王と王女相手に上手く言い表せない感情が湧き上がった。

（フィル様と……既成事実を作ろうとしていたということ……？）

　エルメリッドはハンカチを握りしめた。

　サフィールが無事で良かったという安堵と、あのままいたら王女と関係を持っていたかもしれない恐怖とで瞳の端に涙が潤む。

「大丈夫だよ、エル。僕自体に深刻な危害はくわえられてはいない。少し休めば薬の効果も抜けると思う」

「フィル様、私」

　彼らの思惑がどこにあろうと、自分の意思でサフィールが席を外したのだ。このままサロンに戻れない。

　それにエルメリッドだけが戻ればルーリィがこの部屋を探し当ててしまう可能性は十分あった。

（そんなの、絶対にだめ……！）

　穢れを知らない潔癖さが怒りを、彼に恋する思慕が嫉妬を呼び覚ます。

（でもどうしたらいいの？）

　分からない。

　だけど二人きりにしたらどうなるのか。火を見るよりあきらかな予想は、現実と化していなくてもエルメリッドに醜い感情を渦巻かせ、心を黒く塗りつぶすには十分だった。

　サフィールへと手を伸ばす。意を決してトラウザーズをくつろげた。エル、と制止の声が聞こえたけれど、構わずに下履きの中からそれを取り出す。

「っ！」

　思わず悲鳴をあげそうになり、寸前で堪える。

　中から現れたのは赤黒く膨れ上がった、太く長い杭のようなものだった。サフィールの綺麗な顔からは全く想像もつかない形状で、けれど身体の一部であることを示すようにいくつもの血管が浮き上がっている。同時に嗅いだことのない濃密なにおいが立ち込め、エルメリッドの奥深くを激しく揺さぶった。

「痛みはありますか……？」

　その疑問は適切なものか分からないけれど、他に何も浮かばなくて問いかける。

「いや……」

「でも、フィル様がとてもおつらそうに見えます」

「──つらいと言えば、つらくはあるのかな」

　サフィールは懸命に理性を保とうとしているのだろう。思案しながら言葉を紡いだ。

　この状態はつらいものではあるらしい。痛みはないのなら、とエルメリッドは思いきってそそり立つものに指で触れた。

　思っていた以上に硬くて熱い。そのせいでつらいのだろうか。宥めるようにそっと撫でる。すべらかで、つるつるとしていて不思議な手触りだ。その独特な感触に不快さはない。傷つけないよう指を這わせると意思を持っているかのように、屹立がひくりと震えた。

（痛くしてしまったのかしら……）

　分からない。何も、どうしたら良いのかも。

　だけどもう後戻りはできないし、したくなかった。エルメリッドだってサフィールが欲しい。ずっと、〝フィル様のお嫁さん〟になれる保証はなくても好きで、気持ちを伝えて来た。それがどうして今さら、諦めて手放したりできるだろうか。

「あの、フィル様……。どう、されると……おつらいの、収まりますか……？」

　何も知らずに下手なことをして余計につらくさせたり痛くしてしまうのであれば、聞いた方がいい。

　羞恥に頬を染めるエルメリッドに困惑の色を浮かべながらも、サフィールは冷静であろうと務めている。けれどもわずかな沈黙の間を置いて、何かを振り切るように口を開いた。

「竿をエルの綺麗な手で扱きながら……唇で啄んでみて」

「竿、ですか……？　あの、それはどの部分のことを仰っているのでしょうか……」

「エルが触れてくれている棒状の部分、で分かる？　そこを触れるだけじゃなくて手で握り込むようにして、上下に動かしてみて」

　具体的な指示が出され、エルメリッドは言われた通り手を握った。

　手の中で熱く脈打っているのが伝わって来る。

　それは紛れもなくサフィールの体の一部である証左なのだと思うと、愛おしい気持ちが沸き上がった。そうして欲しいと言われたから、躊躇わずに小さな唇を寄せて啄む。同時に根本から中ほどまでを手でさすって刺激を与えた。

「いいよ、エル。──上手だね」

　ゆっくりと吐き出された息と声とが熱を持っているように聞こえたのは気のせいだろうか。体調を悪くした時の熱とはまるで種類の違うものだ。初めて触れた感覚は瞬時に大きな炎と化してエルメリッドを飲み込み、知らない場所さえ焼け焦がす。

　先端からぷくりと透明な雫が滲み、エルメリッドの指へと滴り落ちる。粘性を帯びてはいても、これだけではきっと滑りが足りない。唾液を乗せた舌先を出すと屹立を舐めて塗り広げた。

「エル、それは……、っ」

　サフィールが珍しく慌てた声をあげる。

　舐めて欲しいとは言われてない。

　エルメリッドが勝手に判断していることだ。でも唇で触れたのだ。二つの行為にさほどの違いがあるとも思えない。何より頬を撫でるサフィールの手は優しくて、褒められているように感じられた。

　だから、間違ってない。

　良く見たら張り出した先端部分と竿との境目が一際筋張っている。軽く吸いつき、舌先でじっくりと筋の一つ一つを丁寧になぞった。

「っふ……。んっ、ん……」

　滴る体液がエルメリッドの唇を濡らす。

　舌に伝わる味にはわずかな塩気があって、あまりおいしいものではない。だけど無性にこぼしたくなくて先端を小さな口に含んだ。咥内のほとんどを塞がれて眉が寄る。それでも咥えることをやめずに舌を這わせていると、溢れた唾液が口の端を伝って屹立を濡らして行った。

　視線だけを動かしてサフィールの様子を窺う。

　薬の効果のせいか理知的な青い目が潤み、ほんのりと目元を赤く染めている。見たことがない男の顔は強い色香を放ち、エルメリッドの心を絡め取るには十分だった。

「く、ぅ……」

　サフィールが小さなうめき声をあげ、身を震わせる。一瞬だけエルメリッドの髪に指を沈めたかと思えば口から屹立を抜いた。赤黒いそれは彼自身の体液とエルメリッドの唾液に塗れ、てらてらと淫靡に濡れ光っている。

　どちらのものとも知れない乱れた呼吸が響いた。

「待って、フィル様。まだ──」

　サフィールはつらいはずだ。

　それともエルメリッドではこのまま続けても意味がないと思われたのだろうか。

「エル……。ごめん、僕を軽蔑してもいい。でも許して欲しい」

　何を、と聞く前に手を引かれ、今度はエルメリッドの身体がソファーにうつ伏せの体勢で引き倒された。ドレスの裾がめくりあげられ、ショーツが素早く引き下ろされる。抵抗する間もなく剥き出しとなった白いお尻に、熱く濡れた杭のようなものが触れた。

「な、に……？　ふぁっ！」

　エルメリッドは熱に驚いて顔を上げた。

　そこは子供を作る為の場所だと教えられている。だけどそれはまだ先の──叶うともしれない結婚後の話だ。今はそんな状況ではないと分かっているから何が起きているのかまるで分からなかった。コルセットで締めつけずとも華奢な腰を両手で掴まれながら足のつけ根をゆっくりと擦り立てられ、知らない熱に驚いてソファーに爪を食い込ませた。

　屹立の先端から滴る液体と同じか、あるいは違うものがエルメリッドの身体からも溢れているのか。ぐちぐちと湿った音が聞こえ、ぬかるんだ場所を熱杭が前後する度に呼吸が荒くなって行く。

　足のつけ根の一部が過敏な状態になっているらしく、そこに触れられると声が抑えられない。自分でも初めて聞くような甘く媚びた声で、よりいっそう羞恥を煽った。

「ん……っ。ん、ぁ……」

　熱く濡れた粘膜同士が擦り合う度に、エルメリッド自身も知らない感覚を引き起こす。

　背筋を伝って甘く切ないものが全身を広がって足のつけ根を熱く潤ませた。

　気持ちが、いい。

　それが快楽だと誰に教えられずとも自覚する。

　ふしだらな一面に戸惑いはしても嫌悪感はなかったけれど、新たな戸惑いを生んだ。

　この快楽は得ても良いものなのか。

　分からない。だけど──気持ち、いい。

「ふぁ、あ……。ん……っ！」

　サフィールの両手が胸と伸びた。

　いつの間に手袋を外していたのか、ドレス越しにふくらみを揉みしだく。

　固いコルセットの中で柔らかなふくらみが弾んでは形を変え、先端の尖りがコルセットで擦れる度に知らない感覚が背筋を通り抜けた。

「だめ……っ。フィル様ぁ……」

　エルメリッドはかぶりを振った。

　自分の奥深い場所からも何かがとめどなく溢れている。二つの水音が混じり合うぬめった音へと変わり、賑やかな夜会とは切り離された静かな室内に大きく響く。同時に滑りが格段に増し、足のつけ根の敏感な突起が張り出した先端のくびれに引っかかっては擦り上げられた。

「エルの肌に、触れたい」

　一度も聞いたことのない艶やかな低い声で囁かれてエルメリッドは吐息をこぼす。

　言うが否やサフィールはドレスの背中のボタンを片手で器用に外して行った。それからコルセットを締める編み上げレースの端を緩めると、ドレスの前身頃と一緒にたわんでエルメリッドにわずかな解放感をもたらした。けれどそれは隠すべき肌が暴かれようとしている何よりの証拠だ。

　先程まで自分が何をしていたかも忘れ、エルメリッドはサフィールの手を止めようとした。

「フィ……さ、ま……。だめ、だめ……」

　ドレスの胸元からサフィールの手が滑り込んだ。その熱にエルメリッドの唇から小さく声があがる。熱を冷まそうとかぶりを振っても、やわやわとふくらみを弄ばれる度に体中が熱を帯びた。

「あ、ぁ……っ！」

　サフィールの指が固く尖った胸の先端を転がしては弾く。

　また新たな未知の刺激にエルメリッドの足が震えた。

　とめどなく滴る蜜が内ももを伝う。秘裂に触れられるだけで熱くて、今にも溶けてしまいそうだった。もしもそれで胎内を貫かれたらどうなってしまうのだろう。二人で一緒に溶けて、混じり合えるのだろうか。はしたない想像にお腹の奥が切なく疼いた。

　無意識に腰が揺れる。本能が、エルメリッドの奥底に潜む雌が雄を求めていた。

「フィル様……。あ……っ」

　奥に来てと誘う。

　たとえ今は許されない行為なのだとしても、ここで全て奪って欲しい。

「エル。エルメリッド……！」

　薄い唇が耳を食む。ねっとりと舐め上げられ、舌と、耳にかかる息の熱に頭の中から溶けてしまいそうだ。

　荒々しい獣のような行為と奥底から湧き上がる感覚に戸惑いながらソファーに両肩をつく。肩口を吸われ、鋭く小さな痛みが走った。

（──でも）

　ふいに冷たい理性が淫らな熱の中に浮かび上がる。

　こんなにもエルメリッドを求めているのは、薬のせいだ。

　サフィールは子供の頃から万が一に備えて薬物への耐性を高められている。

　だからラジウル国王たちの思惑に反して効きが悪く、心配して様子を見に来たエルメリッドと共に別部屋に入るまで理性を保っていられた。

　サフィールの意思で、エルメリッドを求めているわけではないのだ。

　この行為は神聖な交わりとよく似ていても意味は全く違う。あくまでも一時的な欲望を吐き出す為だけのものでしかない。

「い、ゃ……っ。そ、なの……いや……っ」

「エル」

　泣きながら、自分で望んだ以上は権利のない非難の声をあげれば一瞬だけサフィールの動きが止まった。けれどすぐにまた動きはじめる。頭頂部に口づけ、許しを請うように頬をそっとすり寄せた。髪の触れ合うさらりとした涼やかな音が、この場にはひどく不似合いだった。

「ごめんね、エル……。もう少し、だから……。ごめんね。いやで、つらくても、もう少しだけ我慢して」

「あっ、あ……！　ん──っ！」

　謝罪したのは望んでいない行為だから？

　仕方がないことだと我慢しながらしているから？

　サフィールの言葉はエルメリッドへの謝罪と共に、自分に言い聞かせているようにも聞こえてしまう。

「だ、め……っ。いや……」

　サフィールの意思で、エルメリッドを心から求めて欲しい。

　誘惑するように腰が勝手に揺れた。そうすると強い快楽に襲われてますます分からなくなる。

　本当に欲しがっているのは自分だけで、悲しみが胸に広がって鈍く軋んだ。なのに心と反比例するかのように身体は甘く蕩けて行く。

「あ……っ！　ふ、あっ、ゃ……っ。ぁ、あぁ……！」

「エル。────る」

　耳元に優しく囁かれても聞こえない。

　そうして意識ごと目の前が真っ白に灼き切れたかと思うと、エルメリッドは意識を失ってくずおれた。







【５】決意








　次の日、エルメリッドは自室のベッドで目が覚めた。

　いつの間に帰って来たのか、記憶が全くない。朝食の席でそれとなく母に尋ねると、夜会中に人の熱気に当てられたのか気を失ってしまい、サフィールが抱き運んでくれたのだという。

（私……昨夜、は）

　思い出そうとするだけで頬が染まる。

　媚薬と思しきものを飲ませてまでサフィールを得ようとした隣国の王女には渡したくなくて、エルメリッドは未婚の淑女らしからぬことをした。手で、口で、昂りを慰め、ぎこちない仕草では治まりきらなかったのかソファーへうつ伏せの体勢で押しつけられた。

　部屋で一人、息を吐く。

　登城する日ではなくて良かった。

　サフィールの顔を、きっと見られないだろうから。

　正午の少し前、王家からの使者がディノーシア侯爵家を訪れ、サフィールの婚約者が正式にエルメリッドに決定したと伝えられた。

　サフィールのお嫁さんになりたい。

　それは初めて彼と出会った日からエルメリッドが夢見て、努力を惜しまなかったことだ。

　ようやくその夢が叶う。

　泣きそうなほど嬉しくて、今となっては泣きたいほど苦しくもある。

（フィル様……。昨夜、私があんなことをしたから負い目を感じて、それで責任を取ろうとなさっているの？）

　きっと、サフィール本人がディノーシア侯爵家を訪れて婚約者に決まったと教えてくれたなら、求婚してくれたのなら、こんな気持ちにはならなかったのだろう。

（でも、まだ薬の影響が残って苦しんでいらっしゃるのかもしれない）

　そう自分に言い聞かせてみるけれど、納得しなければいけないと頭では分かっていても心が受け入れようとはしなかった。

　サフィールなら薬の種類が分かっている以上、一人でも対策が取れたに違いない。あるいはラジウル国王の選んだ手段が気に入らないだけで、ジエルユース王家としては王女を婚約者に決めようとする動きも水面下ではあった可能性もある。

　それをエルメリッドが王女にサフィールを渡したくない一心で、余計なことをして台無しにした。

　初恋の相手に嫁げると決まったのに様子のおかしいエルメリッドに両親は気がついていて、何も言わない。心の問題である以上、自分で解決するしかないのだ。




「王太子殿下がお嬢様にお会いしたいとお越しになられております」

　あの夜から五日が過ぎた。

　今日は登城する予定があったけれど、エルメリッドは行けなかった。

　体調が良くないと嘘をつき、父からサフィールに伝わるようにしてもらって部屋でぼんやりしていると、サフィールの来訪を侍女に告げられた。

「──体調が優れないの。せっかく足を運んで下さったのに申し訳ないけれど、殿下にはお帰りいただいて」

「婚約について、お嬢様とお話をしたいと申されております」

　エルメリッドはドアノブに手をかけたまま俯く。

　涙がこみ上げそうになり、ゆっくりと首を左右にして振り払った。

「殿下の、王家の方々の決定に従います。ですから後日改めてお話を伺うからと──」

　一時的な逃げだ。

　でも今は会わせる顔がない。

　どうしたらいいのか分からなかった。

「それならなおさら、君に似合うドレスをしっかり仕立てないといけないから顔を見せて」

　サフィールの声に顔を上げた。王太子である彼に帰るよう言ったところで、言うことを聞かせられる立場の人物などエルメリッドを含めて屋敷の中にいない。交渉の運び方次第で可能だったかもしれない両親も今は不在にしていた。

「エル。僕は別に無理やりドアを開けて押し入ってもいいよ。もう君に嫌われているのなら、今さら恐れることなんて何もない」

　サフィールは本気で押し入るつもりなのか、ドアノブを通して魔力が伝わって来る。エルメリッドは手を放して後ずさった。内側からかけた鍵が、かちりと音を立てて開く。立っていられなくて床にへたり込むと同時にドアが開き、サフィールが部屋に入って来た。

　エルメリッドの前に片膝をついて目線を合わせる。澄んだ青い目に、泣き出しそうな自分が映っていた。

「フィル様、無……」

　無理やり婚約者になってごめんなさい。

　謝罪をするより早くサフィールが口を開く。

「正式な婚約者に決まったのに、もう喜んでくれない？」

「だって、フィル様には不本意な決定でしょう……？」

「不本意って何が？　僕が他の誰かに懸想しているとでも言いたいの？　それともエルがもう僕のお嫁さんになりたくなくなったから、そう言ってる？」

　サフィールの手が頬を包み込んだ。触れられると想いがこみ上げて来る。

（伝え、なきゃ）

　エルメリッドは両手を握りしめ、呼吸を繰り返す。そうして勇気と声を懸命に振り絞った。

「私が勝手にしたことなのに、フィル様は責任を取ろうとなさって」

「責任感だけで娶る理由にできるなら、飢えた僕を助けようと捧げてくれたご馳走を前に、なけなしの理性で踏み止まったりしないで純潔を奪ってしまえば良かったね」

「ど、どういう、こと、ですか……？」

　サフィールが自嘲気味に告げる言葉の意味が分からない。

　エルメリッドをソファーに引き倒したのは薬によって理性を失ったせいだとしか思えなかった。でも本当はちゃんと理性が残っていた？

「大切にしたいから、またとない絶好の機会でも我慢したんだ。そういう意味だよ」

「我慢……？」

「エルが傷つかないのなら、今ここで抱きたいくらい僕はずっと我慢してる」

「あの、また何かお薬を……？」

　王女は数日前に国王と共に帰国しているはずだ。

　先の失敗を反省して遅効性の薬を盛ったとも考えられず、エルメリッドはただ混乱する。サフィールが思わずといった様子で吹き出すから泣きそうな目を向ければ、ごめんね、と額に口づけられた。

「この国では王太子が二十歳になるまで正式な婚約者を決められないのは君も知ってるよね？」

　エルメリッドは小さく頷く。

　フィル様のお嫁さんになりたい。

　初めて母に気持ちを打ち明けた時、王族の婚姻相手に関する事項を母が教えてくれていた。

「大抵の魔法国家がそうであるようにジエルユースも、より強い魔力を持つ王族男子が王位を継ぐ為に婚姻は政的要素が大きく絡むことはほぼ避けられない。僕の場合も当然と言うべきか、ラジウルから打診があった」

　やっぱり、王女が遊学に来たのはその目的もあったのだ。

　でもジエルユースは王族の婚姻による同盟の強化を必要とはしていない。その為にラジウルにとって芳しい反応ではなかったのだろう。

「それで婚約者の選定が遅くなっていたのも事実だけど、君が妃になることはもっと前に決まっていたよ。僕がそうしたいと思っていたから、だから誰よりも何よりもエルを大切にしたかった」

「でも私、泣き虫で、わがままで、嫉妬深くて」

　嫌われたくないのに嫌われてしまいそうなことを自分から口にする。

　だけど本当のことだ。結婚した後で、やっぱり相応しくないなんて思われたくもなかった。

　一方で、王女がサフィールに相応しいと思っていると言えば嘘になる。だからエルメリッドでも王女でもない、エルメリッドの知らない女性と結婚してくれたら……それがいちばん良いのだ。

「急にどうしたの、エル。誰かに余計なことを吹き込まれた？」

　サフィールの青い目に冷たい色が浮かぶ。

　怒っている。

　見たことのない色はエルメリッドの心を竦ませた。

「誰なの、エルにありもしないことを言ったのは。ラジウル国王？　それとも王女の方かな」

「ちが、違い、ます。誰にも」

　凍りつきそうな身体を叱咤して言葉を紡ぐ。

「誰にも言われていないのなら何故？　やっぱりエルはもう僕が嫌いになった？」

「それも、違……。私じゃだめだった、フィル様に、そう思われたくないの」

「だめなんかじゃない。僕の目から見るエルは誰よりも真っすぐで、優しくて、可愛いよ」

　サフィールは壊れ物を守るように抱き寄せる。

「王太子妃や王妃になれば、たくさん我慢をさせてしまうこともあると思う。でも、エルはたくさん泣いて、わがままを言って、嫉妬してもいい。だから〝サフィール〟の妃に、〝フィル〟のお嫁さんになってくれる？」

「王太子妃なんて大役、私には務まりません……。だから、フィル様にご迷惑もたくさん」

「エルは僕がたった一人の大切で可愛い妻も腕の中で泣かせてあげられなくて、わがままも聞き入れられないような無能な王太子だと思ってるから頼りにはできない？」

　以前にも、同じような言葉を聞いた。

　あの時のエルメリッドはすぐに否定したけれど、今はそれよりも聞きたいことがある。

「フィル様は、それでいいの……？」

「僕は君だけがいい」

　真っすぐな瞳と言葉に、エルメリッドはとうとう嗚咽をこぼす。

　その言葉がずっと、何よりも欲しくてたまらなかった。

「頷いてくれるまで何度でも言うよ。エルメリッド・ディノーシア侯爵家令嬢は〝サフィール〟の妃に、エルは〝フィル〟のお嫁さんになってくれる？」

　背中に両手を回して頷けば、痛いくらい強く抱きしめられた。





　□■□■□■






　婚約が決まれば、結婚まではあっという間だった。

　ずっと前から妃はエルメリッドに決まっていたというサフィールの言葉通りか、婚姻の準備のほとんどがすでに終わった状態で、後はウェディングドレスを仕立てるだけだったのだ。とは言え王太子妃が纏うドレスともなれば職人たちも相応の時間をかけて最高の一着を作りたいと頑なに譲らず、婚礼衣装に相応しい繊細で美しいドレスが半年の月日をかけて作られた。

　そうして今、無事に式も挙げ、これから二人で幾度も夜を重ねることになる部屋のベッドの上で向き合っている。

「フィル様……どうぞ末永く、よろしくお願い致します。たくさん、可愛がって下さいませ」

　エルメリッドは挨拶をしながらも、気持ちが落ち着かずに身を包む純白の下着の裾を掴んだ。

　レースとフリルとリボンで飾られたそれはとても可愛いけれど、肌がうっすらと透けてしまっている。夫婦の初めての夜におけるドレスなのだと侍女に説明されていても、短い裾からは素足が大きくのぞいていて恥ずかしかった。

「エルを一生幸せにするよ」

　誓いの口づけを一度しただけの唇が再び重なる。

　途端に大きく心臓が高鳴った。ちゅ、ちゅ……と唇を啄まれると息がわずかに乱れてしまう。

「っん、ふ……」

　あの夜と同じように切なさを帯びた吐息がこぼれた。

　エルメリッドが昂りを覚えはじめているということだ。でも軽い口づけだけで変化が訪れるなんて、はしたなくて嫌われてしまうかもしれない。

　何とか息を整えようとしても、サフィールはそれを見透かしているかのようなタイミングで唇を塞ぐ。

「あ……っ」

　熱い舌先で唇をなぞられ、エルメリッドは反射的に身体を震わせた。

　拒絶と受け取られたのか重ね合わされていた唇が離れて行く。

　思わず今度は未練がましい吐息がこぼれた。

　どうしたらいいか分からなくて、サフィールの着るガウンの袖口をきゅっと掴む。額に優しい口づけを一つ落とされると、これまで人目を忍んで行われていた甘やかな行為は幸福感で胸を満たした。

「エル、怖い？」

「怖くは、ない……です。ただ、初めてだから……私、何も分からなくて」

　あの夜、薬を盛られたサフィールを宥める為にしたことが最初で最後だった。婚約者に決まってからはお互い準備に忙しくなり、会えない日々が続いていた。

　国王さえ巻き込んで強硬手段に出た王女がサフィールの婚約者になってしまうのではないかと不安で、口づけよりもっとはしたない行為を自らしたのに、今はあの時以上に恥ずかしい。

「でも……それでも、フィル様のお嫁さんになりたいです」

　ありのままの想いを伝える。

「ずっと、フィル様のお嫁さんになりたかったから……私を、フィル様のお嫁さんにして下さい」

「僕は最初から、無理やりにでも君を娶るつもりだったよ」

「フィル、様……」

「優しくするから僕を信じてくれる？」

　温かな手が頬を包み込む。

　この手に触れられると、エルメリッドはそれだけで安心できた。

　目を閉じて次の口づけを待つ。──いや、待っているだけではだめなのだ。目を開けてサフィールの目を見つめる。綺麗な青色に映っているのはエルメリッド一人しかいなくて心が深く満たされた。

「好き……。私の、私だけのフィル様」

　首に縋りつき、唇を重ねる。胸の鼓動が早まって今にも壊れてしまいそうだ。優しく抱き留められ、背中を撫でられれば身体中に歓喜が満ちた。

　サフィールのしなやかな指がエルメリッドの華奢な肩を撫で、下着の細い肩紐を指に引っかけて弄ぶ。二本の紐の隙間に指を差し入れたり、軽く引っ張ったかと思えば肩を滑らせたり、脱がされそうで脱がされない状況は恥ずかしく、もどかしい。

「だめ、フィル様……。遊ばないで……」

　燻る熱から解放されたくて不埒ないたずらを咎めれば、甘く啄まれる唇を舌先が強引に割り開く。

　おずおずと咥内に受け入れ、求められるままに自らのそれを絡めた。ただ触れ合わせていただけの時よりずっと気持ちがいい。

　深い口づけに夢中になりすぎて息さえも忘れる。無意識に空気を求めると唇が離れた。

「ぁ……」

　切ない吐息が再びこぼれる。そこに含まれた未練がましさに気がついたのか、サフィールは逆に満足そうに唇の端を上げて尋ねた。

「そんなにもキスが気持ち良かった？」

「ん……。フィル様とキスするの、好き……」

　もっと、したい。ずっとしていたい。

　でも、いくら口づけが気持ち良くてもそれだけで夜明けを迎えたいわけでもなかった。今夜がどんな意味を持つ夜なのか、エルメリッドもちゃんと理解している。繰り返された口づけが甘やかな快楽の扉を開きはじめてもいた。

「キスから先に進んでもいい？」

「……っ、はい」

　尋ねられ、頷く。

　わずかな躊躇いの間が生じたのは恥ずかしいせいだ。ちゃんと気持ちが伝わったか不安で見上げると、分かってるよ、とサフィールは柔らかな笑みで応えた。

　そうして口づけから先へ進む為に、エルメリッドの身体へと視線を落とす。

「淡い桃色が透けて、すごくいやらしい光景」

　さらりとした薄い布地越しに、サフィールの指先が円を描く。透けている桃色をなぞられて腰が跳ねた。

「ぁ、ん……っ。や、ぁ……」

「可愛いね」

　隠す役割を果たしていない下着が脱がされ、腰で結ぶリボンを解いてショーツも取り払われる。ショーツと足のつけ根の間に透明な細い糸が引くのが見えた。肌を曝したこと、知らない間に自分の身体に変化が起きていることとで全身が羞恥の熱を帯びる。

「わた、し……一人じゃ、恥ずかし……」

　サフィールにも脱いで欲しいと遠回しに懇願すると、彼もまたガウンを脱ぎ捨てた。細身ながらも筋肉が無駄なくついて逞しい。サフィールも男性なのだと今さらながら実感し、この場には不似合いな淡いときめきに胸が高鳴った。

　抱きしめられて素肌同士が触れる。そこから甘く溶けて一つになれそうだった。

「愛してるよ、エル。エルは僕だけのものだ」

「フィル、様……」

　口づけを交わしながら、もつれるようにベッドに倒れ込む。

　サフィールの熱が、のしかかる重みさえ心地良い。下腹部に押し当てられた熱杭の存在を感じると、奥深くに欲しいと言わんばかりに蜜をこぼす。そのごく小さな反応も、伝わってしまったはずだ。

「もう欲しがってくれてる？」

　やっぱりサフィールは気がついている。

　いじわる、と吐息と共に非難の声をあげるとサフィールは楽しそうに目を細めた。

「このままずっとこうしているのも悪くはないと思うけど、僕が君を欲しがっているのも気がつかれているだろうし、君が思うよりずっと強く求めてる」

「フィル様も欲しがってくれているのなら……すごく嬉しいです……」

　手を伸ばして頬に触れる。

　唇が重なり、うっとりと吐息をこぼして目を伏せた。すっかり味を覚えた深い口づけがしたくて舌を差し出せば、すぐに絡み合う水音が響く。

「ふぁ……。ん、ん……」

「君がキスをするのが好きだって分かったから、喜んで欲しくてついたくさんしてしまう」

「ごめんなさい……」

　正直に言わない方が良かっただろうか。

　そのせいでサフィールのしようとしていること、したいことの邪魔をしてしまっているのかもしれない。

　でも気持ち良くて、できるならたくさんしたいのは事実で、嘘をつきたくはなかった。

「婚約が決まった後も恋人らしいことは全然してあげられなかったからね。でも、また後でしてあげるから少しの間我慢してくれる？」

　エルメリッドが頷けば、サフィールは顔を下げて肩に唇を寄せた。啄んだかと思えば吸いつき、エルメリッドはくすぐったさに身を捩る。

　薄い唇の感触が火照った肌に心地良い。口づけをしていた時はサフィールの唇がひんやりしているなんて思わなかったのに、触れる場所が違うだけで感じ方も違うなんて知らなかった。

「くすぐった……っ、ん」

　二つのまろやかなふくらみが手の中に包み込まれた。柔らかさを味わうように指が動き、ふくらみが弾む。甘えた声がこぼれそうになるのが恥ずかしくてエルメリッドは右手を口元に押し当てた。

「ふ、ぁ……」

「エルの可愛い声を聞かせて？」

　すぐに口から引き離され、行き場をなくした手がシーツの上に落ちる。支えが欲しくて手を滑らせるとクッションの存在に気がつき、きゅっと掴んだ。

　ふくらみの形をその手で思うまま変えながら、サフィールは親指と人差し指でつまんだ先端の尖りを擦り立てる。愛撫を受けて硬くなり、色濃い桃色に染まる様はまさに開花を待つ桃の蕾を思わせて愛らしい。親指の腹で転がせば、瑞々しい弾力に満ちているのがありありと分かった。

「ぁん……っ！」

　もう片方の乳首を口に含まれ、エルメリッドは腰を弾ませた。

　新たな快楽に奥底が疼きを覚える。

　足をすり合わせると、ぴちゅり、とかすかな水音が響いた。内ももが濡れた感触に息を呑む。自分の身体はひどく淫らなもののようで翠色の大きな目が涙で潤んだ。

「ん……、あ、ぁ……っ」

「エルは感じやすくて可愛いね」

　羞恥で泣きそうなエルメリッドに優しい言葉をかけ、サフィールは奥歯で乳首を甘噛みした。

「ひぁっ！」

　小さな突起を起点に甘い痺れが全身に走る。

　舐られては食まれ、異なる刺激を受けて荒くなる呼吸の合間に小さく喘ぐ。雷に打たれた木のように快楽が駆け巡り、情欲の炎が至る所でぱちぱちと爆ぜた。今はまだ小さな点に留まっているだけの炎は、そう遠くないうちに切なさを帯びてエルメリッドを飲み込むほどの大きさにまで膨れあがってしまうに違いなかった。

　肌に舌を滑らせたままサフィールの頭が胸から腰へと下りて行く。

　しっとりと汗ばむ肌を撫でる髪がくすぐったい。薄いお腹を啄まれると、もじもじと腰が揺れた。

「だ、め……。フィル様、そこ、は……」

　その先は大切に秘めている場所だ。

　効果なんてないと自分でも分かっている制止は、思った通りサフィールの動きを止められなかった。ふとももと言うには細いエルメリッドのそれを立たせ、唇を寄せる。さらに内ももへと滑らせて吸いつき、白い肌に所有の赤い跡をつけた。

　足のつけ根に息づく、誰にも見せたことがない場所にサフィールの視線を感じる。エルメリッドはきつく目を閉じた。固く閉ざされた慎ましやかな秘裂にサフィールは指を這わせると左右に開く。熟れた果実のようにとろりとした蜜が中から滴るのが自分でも分かった。

「胸の桃色は可愛らしさを感じさせる色合いだけど、こっちの桃色は綺麗な色合いだね」

「見な……で、下さ……」

　エルメリッドは目を開けるとかぶりを振った。どちらにしろサフィールに見られていることに変わりはなく、消え入りたくなるほどに恥ずかしい。

「だめ。フィル様……。見たら、だめ……」

　サフィールの指が蜜を掬う。ぬかるんだ秘裂をなぞられれば、くちくちと音が立った。濡れている自覚があるのに耳からも教えられ、音をかき消そうと足掻くように声がもれた。

「あの夜も、エルのここはすごく敏感だったね」

　──あの夜、敏感だった場所。

　ソファーの上で後ろから触れられた記憶がまざまざと蘇る。恥ずかしくて、なのに気持ちが良くて熱い。

　蜜に塗れた突起がつままれ、上下に扱かれると切なさでいっぱいになる。

「ぁんっ！」

　エルメリッドは鋭く息を呑んだ。

　サフィールの唇が濡れそぼる蕾に触れたかと思えば舌先が舐る。

「い、や……っ、あ……っ」

　まだ強い快楽があったなんて知らなくて、エルメリッドは身を捩った。

「ふあぁ……っ！」

　サフィールを引き離そうと、その髪に触れる。

　だけど力が入らない。引き離すどころか髪に指を絡ませ、ねだっているような姿勢になる。

「フィル、様……ぁ。それ……いじわる、しない、で……っ」

「いじわるじゃないよ。君だって同じようなことを僕にしたのに」

　内ももを抑えて閉じられないようにして、サフィールはなおも舌で蕾への愛撫を続けた。

「あっ、あ……！」

　一瞬にして身体中を駆け抜けて行った強い刺激に、悲鳴に似た啼き声があがった。

　舌が触れる蕾はとても小さなもののはずが、受け止めきれないほどの大きな快楽が次々に押し寄せて来る。

「や、あ、ぁ……っ。いや……っ！　怖い……怖いの」

「怖くしたりしないから、エルはそのままたくさん気持ち良くなっていい」

「そこ……っ、で、話しちゃだめ……っ」

　内ももが震え出す。

　自分がどこか知らない場所に連れ去られてしまいそうで怖い。でもサフィールはやめてくれなかった。蕾を吸っては舐り、時折尖らせた舌先で突く。

　ぴちゃぴちゃと水音が立つ中で初めて経験するぬるついた感触が、エルメリッドの思考に甘やかな影を落とした。何とか耐えようと足指に力がこもり、きゅっと丸まる。

「も……、だめ……っ。おかしく、なっちゃ……ぁ、フィル、フィル様……っ！」

「いいよ。そのままおかしくなって」

「あ、ぁっ！　ん、ひぁっ、ぁ……！」

　一際大きな波に浚われ、エルメリッドはしなやかな背中をのけぞらせて絶頂を迎えた。

「っあ！」

　快楽に震えた後で弛緩する身体の中に何かが入って来る。

　固く閉ざされた小さな蜜口をこじ開けられ、引き攣るような痛みが走った。

「あ……。ん、ぅ……っ」

「入ってるのは僕の人差し指だから、力を抜いて、エル」

「フィルさ、ま、の……指……？」

「うん」

　強張った身体を慰めるよう、サフィールは再び蕾を口に含んだ。エルメリッドが自覚するより敏感な身体は途端に快楽を拾い、指を奥へと飲み込んで行く。

　胎内に収められたサフィールの長くしなやかな指が、中を探るようにゆっくりと動いた。もしかしたら本当に何かを探しているのかもしれない。でも、それが何なのかエルメリッドに分かるはずもなく、痛みを逃すように呼吸を繰り返した。

「ふ、ぁ……っ」

　サフィールは時間をかけて狭い胎内を柔らかく開いて行く。

　少しずつ出し入れが滑らかなものになり、ふいに甘い痺れを得て蜜壺が激しくうごめいた。

「エルの気持ち良い場所はここ？」

「分からな、です、けど……。でも何だか……身体中が……熱い、です……っ」

「うん。エルの中がとろとろになって来てる」

　蕾の裏側辺りをこすられると切なさでいっぱいになる。

　また蜜が溢れているのか淫らな水音があがった。それから圧迫感も増し、指の数が二本になっているのが分かる。

「っ、ふ……っ。あ、ぁ……」

　腰が揺れた。痛みが和らいで来たと判断されたのか、さらに指を増やされたのが分かる。確かに圧迫感はあっても痛くはない。

　蜜壺をかき混ぜられ、初めての経験に頭の中では戸惑いが生じているのに、身体は快楽を享受しはじめる。

　もっと気持ち良くして欲しくてたまらなくなった。本能のままねだる身体が、抵抗するすべを知らない理性を侵略して覆い尽くして行く。甘酸っぱい匂いの蜜を滴らせてサフィールを誘った。

「あっ……！　だめ、だめぇ……っ！」

「だめじゃないよ。いい子だから……ほら」

　絶頂の兆しをサフィールにも見抜かれ、促される。

　敏感な蕾を外側から舌で、内側から指で同時に愛でられて目の前が真っ白になった。どんどん快楽が大きくなっている。自分の中だけでは処理できずに快楽のやり場を懸命に探すけれど、正解の分からないものが見つかるはずもなかった。

「だめ、も……したら……。ん……、あぁ……っ！」

　ひくん、と華奢な腰が跳ね、達する。

　柔らかく綻びはじめている蜜壺から指を抜き、サフィールは翠色の瞳を甘く潤ませる涙をそっと吸い取った。

「エルの中に、入りたい。挿れてもいい？」

　甘やかに掠れた声に逆らえない。エルメリッドは無言でただ頷いた。今は空っぽになってしまった場所を、再びサフィールで埋めて欲しい。

　愛らしい妃の許しを得たサフィールは雄々しく反り返った剛直の切っ先を押し当てた。熱量に慄き、喉を喘がせるエルメリッドの奥へと少しずつ腰を進め、貫く。

「ぁ、ん……っ！」

　身体の中心を大きくて硬い熱杭が穿った。指で慣らされたはずが痛みを覚える。でも、慣らされていなかったらもっと痛かったようにも思う。

　屹立が根元まで挿入され、初めての経験は痛みと幸福感とをエルメリッドにもたらした。身体の中心から引き裂かれるような、頭から爪先まで満たされるような相反する感覚がせめぎ合い、後者が強くなって行く。腰がびくびくと跳ね、無意識に伸ばした手がシーツの上を滑る。白い指が色を失うほど強く掴んだ。

「エル。今、エルの奥に……ここに僕が入っているのが分かる？」

「ひ、ぁ……っ」

　下腹部を撫でられると、いやがうえにも意識してしまう。

「おっきいの……。奥まで、いっぱい入……っ」

　口に出せば淫らな状態に目眩がした。

　入っている。

　その奥に深く収められたものの大きさだけでなく、形をも身体中に伝えるかのように蜜壺が収縮した。

「フィル、様……。ん……っ、ぁ、は……」

「大丈夫？　つらくしてる？」

「っふ……平気、です……。私の、全部……フィル様のもの、だから……」

　胎内で熱杭が暴れるような感覚の後、心なしか圧迫感が増したような気がする。

　エルメリッドの口から小さく悲鳴がもれた。何が起こったのか分からない。フィル様、と名を呼べば髪を撫でられ、幾度も耳を啄まれた。

「あ……っ。ぁ……」

「優しくしたいのにそんなに可愛く煽らないで」

「私、何も……」

　そう言われても心当たりがない。首を振って否定すると、サフィールは何かを堪えるように深く息を吐いて半身を起こした。

「ゆっくりするから……動いてもいい？」

「は、い……」

　サフィールが腰を引けば、子供の頃、深く潜った湖から顔を出した時のような重い感覚がする。今度は再び突き入れられ、逆に湖の底に向かって沈んで行く時に似た感覚がエルメリッドを震わせた。

「ん……。あ、んっ、ん……っ。ぁ……っ！」

　よく似ている感覚のはずが全く違うのは、腰から背中にかけて、ぞくぞくと甘い痺れが走るということ。

　重たげな水音をあげながら大きな屹立を出し入れされる度、エルメリッドの胎内に快感が堆く積もって行く。一方の皿にだけ、いくつもの重りの積まれた天秤さながらに押し上げられ、腰が浮いた。

　深くて、強くて、沈んでいるのに降りられない、どこか遠く高い場所へと飛んで行ってしまいそうだ。

「あ……！　ふ……っ、ん、フィル、様……ぁ」

　潤んだ涙がサフィールの姿をぼやけさせる。本当に傍にいてくれているのか確かめたくて、ひたすらに名前を呼んだ。

「フィ、様……。っん、フィル……っ、フィル様……」

「大丈夫、ここにずっといるよ。つらい？」

　エルメリッドはかぶりを振った。

　それから、何度も頷く。

　気持ち良くて、すごく気持ち良くて、つらい。

「私……また……気持ちい……っ」

「僕も、すごく気持ちいいよ」

「フィル様、フィル様」

　細い腰を支えていたサフィールの手が離れ、シーツを握りしめるエルメリッドの指を優しく開かせた。指を絡めてベッドに押しつけると同時に、抉るようにその奥深くを突く。

「君とこうしたいって、ずっと思ってた」

　掠れた声でサフィールは欲情を吐露した。

「何度頭の中で君を組み敷いて、めちゃくちゃにしたか分からない」

　声に含まれた熱や色香ですらエルメリッドの官能を刺激する。

　清廉な王太子が秘めていた愛欲に自分が曝され続けていたなんて知りもしなかった。けれど今確かに彼自らが明かした事実は明確な形を伴って無垢な肢体に刻みつけられ、想いの強さを教え込まれている。

「こすりつけるだけじゃ足りなかった。むしろ中途半端に触れたことで、欲情はさらに強くなった」

「あっ……！　ああぁっ！」

　愛らしい唇が悲鳴をあげた。そこに苦痛の色はない。甘い快感を帯びたものだ。

　どんどん強くなる快楽はサフィールと一つになって行く過程と比例している。エルメリッドはそれに気がついてしまった。

　抽送運動で揺さぶられる度に繋がっている場所を中心に快楽を積み上げ、高く高く昇りつめて行く。

　同じ高さまでサフィールも一緒に行って欲しい。自分の手をベッドに縫い留めている手をきゅっと握った。

「フィル様……私と、一緒に……。ふ、ぁ、あ……。あっ、あぁ……！」

「エル……！」

　心だけでなく身体も寵を欲しがっている。蜜壺を激しく収縮させ、本能のままねだった。望むままいちばん深いところへ精を注がれ、荒く乱れた息を吐く。

　ぐったりとするエルメリッドも、覆い被さるサフィールも、動かなかった。動けずにいた。快楽の余韻がさざなみのように寄せては返す。

　どれだけの時間そのままでいたのか。エルメリッドの呼吸が落ち着きを取り戻しはじめると、サフィールは静かに身を引いた。一つに繋がっていた身体は二つに離れてしまう。

　まだ、寄り添っていたい。

「フィル様……ぎゅって、して。キスして」

「初めてでつらかったのに、よく頑張ったね、エル」

　きつく絡めていた指を解き、サフィールはエルメリッドの髪を撫でた。耳をくすぐり、すべらかな頬の輪郭をなぞって顎をつまむ。くっと持ち上げると唇を重ねた。

「ん……。ふ……」

　エルメリッドはサフィールの背中に手を回した。口づけの角度を変えながらサフィールが抱きしめ返してくれる。

　蕩けてしまいそうなほど、幸せだった。





　□■□■□■






「王女殿下には、蜜月旅行の最後に二人でラジウルを訪れると返事を出したよ」

　サフィールに告げられた言葉に、エルメリッドは何とか平常心を崩さずに笑みを浮かべた。

　結婚をお祝いしたいから、ぜひ自国へ遊びに来て欲しい。

　王女から二人を招待する手紙が届いたのは、つい昨日の話だ。

　そして返事を書く為だろう。おそらくは王女から送られたと思しき二つ折りにされた便箋と共にテーブルの上に置かれた開封済み封筒を見て、手紙がサフィール個人宛てたものだったと先程知った。

　招待を送る前にも手紙のやりとりがあったに違いない。

（じゃなかったらある日突然、フィル様にお手紙なんて出せないはずだもの）

　考えるだけで、胸が鈍く軋む。

　ずっと一緒にいたのだ。

　サフィールが自分を誰よりも愛してくれていることなんて、エルメリッド自身がいちばんよく分かっている。

　でも、ずっと一緒に、いちばん近くにいたと思っているからこそ、不安に思ってしまうこともあるのだ。

　サフィールが何気なく話した、たった一通の手紙の存在を知っただけで、エルメリッドの心は簡単に不安で揺らいでしまう。子供の頃からの夢である〝フィル様のお嫁さん〟になれたのに、醜い嫉妬でいっぱいになってしまう。

『わたくしの主人は、ひどいやきもち焼きで』

　昼間、友人が恥ずかしそうに語った言葉がふと脳裏をよぎる。黒く重い鎖の先に伸びた仄暗い誘惑に、エルメリッドの心もすぐ囚われてしまった。

　嫉妬心から束縛なんてしたら、それこそサフィールに嫌われてしまうだろうか。

（でも私は、これからも何度だって──ルーリィ王女や他の女性がフィル様に近づけば嫉妬してしまうに違いないわ）

　人の気持ちを試すのは良くないことだ。

　エルメリッドがサフィールに抱く気持ちを疑われたら、とても悲しい。

　だけどそれでも、サフィールの目が一瞬でも他の女性に向けられる度に激しい嫉妬で胸が締めつけられる。そこに思慕は存在していなくても、自分に自信が持てないエルメリッドは心を軋ませることだろう。

（ごめんなさいフィル様。それでもフィル様が、醜い私でも変わらずに受け入れて下さるのなら……）

　心を決めたエルメリッドは手紙を認める。

　素性を隠し、初めてサフィールにさえ秘密にして送られたそれの受取人は、友人に教わったお店の女主人だった。







【６】管理








「お待たせ致しました、フィル様」

　湯浴みを終えたエルメリッドが寝室に戻ると、ベッドの上でクッションに背中を預けていたサフィールは視線を向けて小さく笑みを浮かべてみせた。

「可愛い女王様の命で三週間も待ち続けているからね。さすがに僕も待ちくたびれたよ」

「ふふ。ごめんなさい」

　サフィールは透明な小瓶を手にしている。彼の手のひらにちょうど収まるくらいの大きさのそれは、バスルームに行く前にエルメリッドがサイドテーブルに置いていたものだ。自分もまたベッドに上がったエルメリッドはサフィールの足を跨ぐ体勢を取り、木の実のついた枝を咥える小鳥が繊細な技術で彫り込まれた瓶を取り上げるよう持った。

「ご心配なさらずとも中身はただの潤滑油ですわ」

　そのままサフィールの首に手を回して唇を重ねる。薄い唇を啄み、舌先で舐めた。いつもはサフィールがしてくれる気持ちの良い軽い愛撫は、口を開いて舌を受け入れて欲しいという合図でもある。舌を差し入れて絡めればお腹の奥が熱を帯びて甘く疼きはじめ、エルメリッドは深い口づけを続けたままサフィールのガウンに手をかけた。

　腰で結ばれた紐を解き、はだけたガウンを肩から滑り落とす。

「僕は構わないけど灯りはこのまま？」

　尋ねられて手が止まった。

　この客室に入った時から部屋の状態は何も変わっていない。

　高い天井からいくつも吊り下げられたシャンデリアも壁に取りつけられたランプも、全て煌々と灯っている。いつも自国の寝室で肌を重ねる時は、エルメリッドが恥ずかしがる為に灯りはお互いの顔が見られる程度の明るさにまで落としていた。

　ベージュ色の重厚なカーテンが固く閉ざされている部屋の様子が外から見えることはない。そうした目的の道具類が仕掛けられていないことも、部屋に到着してすぐに確認してある。万が一、夜会の間に設置されていたとしてもサフィールが見過ごすはずもなかった。

　だから白昼であろうと何度も肌を重ねた相手の前に曝されるだけだ。──そのことに何も思わないと言えば嘘になるけれど。

「フィル様はよろしいんですの？」

「君が何をしてくれるのか見たいから構わないよ」

　予想はしていたけれど、サフィールはやっぱり恥ずかしがってはくれない。エルメリッドは少し思案し、答えを出した。

「では、このままで」

「エルがそれでいいのなら」

「だ、大丈夫です……」

「うん」

　こんな状況でも楽しそうに笑うサフィールはきっと、エルメリッドが恥ずかしがると思っている。予想通りになんてならないとは断言できないのは悔しくもあるけれど、改めて肌に指を滑らせた。

「は……、ぁ……」

　触れているのは自分なのに陶然とした吐息がこぼれる。

　今夜はエルメリッドが主導権を握るのだ。淫らな期待に胸が高鳴り、上手くできるか不安に震える指で自らのガウンの前をはだき、脱ぎ捨てた。

　固く閉められた瓶の蓋を外せば途端にバニラの甘い匂いが辺りに漂う。ゆっくりと瓶を傾けて淡い黄金色に輝く液体を手のひらに垂らした。粘度も上質なハチミツに似た、とろりとした液体をたっぷりと纏わせた手指をサフィールの足のつけ根に伸ばす。

　まずはそそり立たせた雄芯の根元にエルメリッドの魔力で作ったリングをはめなくてはいけない。エルメリッドの愛撫が不慣れでも、お預け期間は三週間もあり、できるだけサフィールの官能を煽りもした。万が一にも吐精を防ぐ為だ。より魔力の強いサフィールに壊されてしまう可能性もあったけれど、常に根元を抑えて片手が塞がった状態でいるよりはずっと良い。

　今はまだ落ち着いた状態の雄芯に触れ、オイルを塗り広げて行く。

「っ、フィル様の……大きく……」

　それはエルメリッドの小さな手の中でみるみるうちに硬く大きなものへと変わった。先程はそそり立たせた状態で終えてしまったけれど、今はここからがはじまりだ。

　魔力を集中させて透明な翠色のリングを作り、先端をくぐらせて根本まで落とす。

　それから少しきつめに見えるくらいまで大きさを変えた。

「フィル様、痛くはないですか……？」

「うん。大丈夫だよ」

　エルメリッドは安堵して顔を上げた。

　唾液を乗せた舌で、ぴちゃぴちゃとわざと大きな音を立てながらサフィールの胸の尖りを舐める。

　今夜、どこを舐めるにしても水音を響かせると決めていた。だけど初めてでやっぱり上手くはないのか、くすぐったさしか感じていないようで、サフィールもまだどこか余裕のある表情で柔らかな笑みを見せた。

「可愛い仔猫が皿のミルクを舐めてるみたいだね」

「フィル様ったら……。私は仔猫ではなくて女豹のつもりですのに」

　拗ねたように軽く唇を尖らせて抗議する。そのまま唇を尖りに押しつけて口に含んだ。サフィールの愛撫を思い出しながら、その動作を真似て女性のものより小さなそれをちゅぱちゅぱと吸い、丹念に舌で転がす。先程まで舐めていたもう片方は引っかいたり捏ねてみたり、指先でいたずらに弄んだ。

　するとだんだん、指や舌に伝わる感触が硬くなって来ていることに気がついた。

　男性も刺激を受ければ女性同様に硬く尖るものらしい。

　軽く甘噛みするとサフィールが身体を震わせた。エルメリッドの髪を揺らす吐息が熱を帯びている。官能を得ている反応にエルメリッドの奥深い場所もかすかに疼く気配がした。

「ぅ、あ……っ。っ、エル……」

「──どうかなさいました？　フィル様。仔猫の戯れに息を乱されたりして」

　サフィールに訪れた些細な変化には気がついていないふりで尋ねれば、赤く染まった顔を背けられる。

　普段とはまるで違う羞恥からの行動が初々しい。

　そして、いつもサフィールはエルメリッドを見てこんな気持ちになっているのかと思った。

　可愛くて愛おしくて、もっと乱れさせたい。

　尖りをかぷりと甘噛みする。

「っく……！」

　サフィールは食いしばった声をあげた。

「あ……。フィル様、可愛い……」

　エルメリッドはたまらなくなって頬を摺り寄せる。引き締まった腹部に指を這わせ、さらに視線を下げた先には雄々しい得物があった。

　吐精を禁じられている怒りを表すかのように、勃ち上がった雄芯にはいくつもの血管が浮かび上がっている。

　赤黒くゴツゴツと怒張した様はサフィールの涼やかで綺麗な顔とはおよそ不似合いなものだ。エルメリッドも初めて目の当たりにした時は本当に彼の身体の一部なのかと信じられなかった。今は逆に、そのアンバランスさがたまらなくもある。

　友人たちがどうやって閨で尽くし、夫を悦ばせているのか。年はさほど変わらないのに先人や夫の教えを受け、濃密で刺激的な夜を送っているらしい彼女たちからあらゆる方法を聞き、覚えている。サフィールが何を気に入ってくれるかは分からず、下手をしたら何も気に入ってくれないかもしれない。けれど、徒労に終わることはないはずだ。

　潤滑油の量を増やすと、とろりとした液体は自らの重さで滴り落ちて行く。左手でゆっくりと塗り広げながら瓶の中身を全て屹立に纏わせた。

　ただでさえ滑りの良い液体で覆われ、握ろうとするだけでもぐちゅぐちゅと泡立つ音を立てて指が動く。竿全体をきつく締めるように握り、先端を撫でるとサフィールはもどかしげに腰を揺すった。

「は……。く、ぅ……っ」

「いけませんわ、フィル様。じっとなさって」

　オイルを搾り取るように親指と人差し指で作った輪の中に集め、わずかにできた蜜の泉に先端を泳がせる。大きく張り出した部分に指が引っかかるように意識して動かせば、ぬぷぬぷと重たげな音をあげてオイルがさらに細かく泡立った。

　まるで蜜壺に挿入している時のようだ。

　サフィールも同じように感じているのか腰を突き込む。理性的な王太子が欲情に煽られているのは自分が原因なのだと思うと背徳的な悦びが広がって行った。

「じっとなさって、と申し上げたばかりですのに」

　先端に小さく開いた鈴口からとめどなく溢れる透明な雫は、オイルとは完全に混じり合わなくて二つの相反する感触をエルメリッドの手に伝える。ともすればひどい不協和音にもなりかねない、さらりとしながらもどろりとした液体は、今は甘美な蜜としてエルメリッドの奥底をも響かせた。

「ん……。ぁふ……っ」

　サフィールの右手を取って、人差し指と中指を口に含む。情欲に濡れた美しいロイヤル・ブルーの瞳を見上げながら頭を前後させて唇で扱いた。屹立への奉仕と結びつけて欲しくて舌全体を這わせる動きも忘れない。時折指の間から舌先をのぞかせ、右手は舌と連動するように竿をさすった。

　指先を咥えながら、先端の丸みに沿って手のひらで包み込んだ。慈しむように撫で、小さな窪みに人差し指の腹をそっと押しつける。傷つけないよう優しく抉り、濡れた音をあげさせた。

「フィル様、たくさん滴らせて可愛い……。そんなに我慢できませんの？」

　だけど本当に我慢できないのはエルメリッドかもしれない。

　指を解放すると姿勢を低くして先端を舐めた。甘くて、ほんの少しだけしょっぱい。オイルと、混ざりきらない先走りの体液の味だ。それこそ仔猫のような仕草で舐め取り、裏側の筋張った箇所に吸いついた。ちゅくちゅくと啄みながら上目遣いでサフィールの様子を窺う。

「く……っ。──もっと奥まで、咥えて」

　サフィールの喘ぎに、エルメリッドは支配する悦びに打ち震えた。懇願に反応し、自らの足のつけ根が蜜をこぼしていることを感じる。どこにも触れられてさえいないのに、はしたなく溢れて内ももをしとどに濡らす。ほんの少し身動ぎするだけで、くちゅりと淫らな音があがった。

　蜜音はサフィールの耳にも届いたらしい。濡れた場所を探すかのように屹立が揺れた。

「まだ、だぁめ」

　人差し指だけで先端をなぞり上げてから突っつき、いたずらっぽく咎める。

「エル……っ。もう、挿れたい……。君に出し……た……」

「フィル様ったら入れたいのと出したいのと、どちらですの？」

　無邪気さを装ってくすくすと笑えばサフィールの頬が羞恥で赤みを増す。

　可愛い。愛おしい。

　エルメリッドは得も言われぬ恍惚感で瞳を蕩けさせた。もっともっと、自分の手でサフィールを昂らせてあげたい。その為なら自分の身体なんて惜しみなく差し出せる気がした。

　手を濡らすオイルを自らのふくらみに、特に乳首に塗りつける。すでに興奮して色濃く充血し、硬くなっていたそれに指が触れると身体が跳ねた。

　サフィールの胸に両手をつき、細身だけれど逞しい胸板と、柔らかなふくらみとを擦り合わせる。ぬめる液体の中でお互いの乳首が触れ合った。身体は男性であるサフィールの方がずっと大きいのに、乳首は女性であるエルメリッドの方がわずかばかりとは言え大きくて不思議な気分だ。何だか力づくで蹂躙しているような気持ちにもなる。

「あ、ん……っ。フィル様、気持ちい……」

　甘い声が口をつく。

　いくらサフィールが男性にしては細身であろうとも、エルメリッドの身体はもっと細い。意識して擦り合わせる乳首とは逆の乳首も、サフィールの胸板でこすられた。

　サフィールに我慢を強い続けているのにエルメリッドが先に達してしまいそうになる。

　でも、この場を優位に進める主導権を握っているのもエルメリッドだ。自分の好きなように、達したい時に達してしまっても構わない。そう判断して首に両手を回して縋りついた。小さな突起で大きな快楽を得る為に身体を揺らす。

　身動ぎに合わせて足のつけ根から水音があがった。小さな音が、けれどいやに響いて聞こえた。まだサフィールからはどこにも触れられてないのに内ももさえも蜜に濡れている。

「ふぁ……っ。ぁ、あ──っ」

　敏感な身体は普段とは違う淫靡な雰囲気に当てられてたやすく絶頂を迎えた。

　早く、と中に欲しがる蜜口が、餌を求める雛鳥の嘴のようにひくつく。けれど母鳥の気を引く高い鳴き声の代わりに甘い匂いを放つ蜜をこぼす様は雛鳥なんて可愛らしいものではなく、獲物を誘う艶やかな毒花と言うべきものかもしれない。

　毒花でも何でもいい。サフィールが、エルメリッドにだけ夢中になってくれるのならば。

　大きく息を吐き、屹立に指を這わせてオイルと先走りの体液を削ぎ落とす。屹立へと唇を寄せた。てらてらと濡れ光る切っ先を口に含み、舌を絡めながら精を求めて優しく吸った。

「エル……。や、め……。出るから……っ」

「それは、だめ……。フィル様、まだ私は吐精の許可は出していませんでしょう……？」

「エルの中に、早く出したい……。エルを……身籠らせたい……」

「フィル様ったら……いけない子です」

　本心なのか、エルメリッドの意向に付き合ってくれているのか。

　どちらにしろ吐精が近いことは事実のようで、手の中で屹立が激しく脈打って限界を訴える。翠色のリングに小さな亀裂がいくつも入り、壊れるのも時間の問題だった。

　そろそろ許してあげるべきなのだろう。

　何よりエルメリッドも、もう耐えられそうになかった。

　好きで、好きすぎるから溶け合って一つになりたい。一緒に気持ち良くなりたいからこその行為であり、苦痛を与えたくてしているのではないのだ。

「でも、もう少し我慢なさって」

　囁く声に、こぼれる吐息に、情欲が混じるのを隠しきれない。エルメリッドは自らのふくらみを持ち上げ、寄せた中心へと熱杭を挟み込んだ。

　柔肉から与えられる刺激はもちろん弱く、だけどされることを好む男性もいるという。サフィールはどうだろうか。肌に吸いつく猛々しい感触に煽られながら様子を窺った。

　表情に変化は見られない。あまり好きではないのだろうか。

（やめた方が、いい？）

　迷っているとサフィールがの手が頬を包み込んだ。優しく撫で、エルメリッドの頭を引き寄せる。淡く輝く金色の髪を指で梳き、一房取って口づけた。慈しむ動作は気を反らしたいようにも見え、それはつまり気持ちのいい行為なのだと思った。

「んっ、ん……」

　ふくらみをさらに中心に寄せて挟み込む力を強くする。手で触れたり、身体の奥深くで受け入れたり、抱き締め合っている時ともまた違う熱と律動とを心臓にほど近い場所で感じて胸がいっぱいになった。

　サフィールの全てはエルメリッドのものだ。逃げ場なんてないとサフィールにも分かって欲しい。

　焦らしたくて、やわやわとふくらみを上下に揺する。白い谷間からのぞく、丸みを帯びた先端から絶えず滲み出る液体や裏側に寄った筋を舐め、唇で啄んだり扱いた。先端を頬張りながら肉槍に時折乳首をこすりつけるとエルメリッドもますます昂り、つたない奉仕の動きが大胆になって行く。

「ぁ……、ふ……っ」

　唇の端から滴る唾液が屹立を伝って胸の谷間へと落ちた。本当は焦らすつもりだったのにもう忘れている。目的を思い出し、舌を這わせるだけに留めた。

「っく……」

　かすかな声をあげてサフィールの下腹部に力がこめられる。耐える動作と察したエルメリッドの身体が反応を示した。

　とろりとした蜜が新たに潤む。白昼に奉仕をしたあの時のように触れてくれたらいいのに。指でもいいから、サフィールを求める場所を満たして欲しい。

「フィル様は、まだじっとなさっていて」

　思っていたよりも声は掠れたりしなかった。

　サフィールに覆い被さるよう肌を触れ合わせ、ゆっくりと横たえさせた。

　初めて素肌を曝した夜と同じくらい──それ以上に激しく胸が高鳴っている。

　愛おしい相手を甘く啼かせ、組み敷くことはこんなにも高揚するものだったなんて知らなかった。そしてサフィールも同じ想いを抱いてくれているのだろうか。そうであれば、とても嬉しい。

「ん……っ」

　はしたなく馬乗りの体勢になったエルメリッドは、蕩けきった秘裂に屹立を押し当てた。

　くちゅくちゅと音を立てて蜜を塗りつける。

　エルメリッドの中で、あの夜はずっとわだかまり続けていた。それを乗り越える為に必要な、最後の儀式だ。

「フィル様……。私以外、誰も……見ないで」

　今度は声が震える。心からの懇願の為か、素肌を触れ合わせているのに悲しいからかなのかは分からない。

　ただサフィールの心に届いて欲しくて必死だった。伸ばされた手に頬を摺り寄せて甘える。

「好き……。フィル様が好きなの……。だから、私以外のものにはならないで」

「心配しなくても、君以外は誰も目に入らないよ」

「ん……っ。気持ち、い……の。フィル様だけなの……」

「うん。僕もエルだけだ」

　腰を揺らし、指で慣らさずともすでに柔らかく開かれた蜜壺の入り口に切っ先を宛がった。同時に、サフィールを束縛するリングが粉々に砕けて緑色の光の粒となって消える。早く中へ案内して欲しいと急かすようにサフィールが腰を浮かせ、屹立をさらに押しつけた。まずは先端だけが、綻んだ蜜口へ入った。

「ん、ぁ……フィル様ったら……」

　待ちきれない子供のような仕草を咎める声に喜色が混じる。

　全身で求められている歓喜に蜜壺がわななく。

　オイルと先走りの体液とエルメリッドの唾液や蜜でどろどろになった屹立は、蜜に潤んだ胎内にずぷずぶ飲み込まれて行く。その熱と大きさと硬度に中を隙間なく埋められ、貫かれる快楽を知る身体が甘やかな痺れを受けて切なさに震える。

　視界が白く瞬いた。足に力が入らなくて、次々と襲い来る快楽の波に抗えない。

「あぁっ！　ぁ……あ……！」

　入れられただけでも頂に達してしまう。

　本能のまま蜜壺が激しく収縮し、精をねだった。

　サフィールはエルメリッドの腰を両手で支え、なおも耐えてくれている。

　いいと言うまで、吐精してはだめだとエルメリッドが言ったから。

　その約束を守ってくれている。

　だからエルメリッドは最後まで管理しなくてはいけない。

「あ、ぁ……。は、ふ……っ、ぁっ、ん……」

　腰を上下に動かせる力はもうなくて前後に揺らす。押し潰された蕾が動きに合わせて捏ねられ、その度に背中がのけぞった。甘えた啼き声があがり、いつもと同じように自分ばかりが快楽を得ているような気になる。

　でも、それではだめだ。サフィールを管理すると決めたのだから。

　横たわるサフィールの胸に両手をつき、自らの腰を持ち上げる。

　サフィールを離したくないと、離れたくないと食い締める蜜壺の抵抗を受けながらも上下に動いた。何度も達して力が入らない身体がひどく重く感じる。緩慢になる動きは、けれど狭い胎内をみっちりと埋める熱杭が抉る時間を長くするだけだ。どちらにしろエルメリッドは襲い来る快楽から逃げられない。

「あっ、ぁ、あ……！」

「エルの中に、出したい。可愛い女王様、どうぞ僕に吐精のご許可を」

　手のひらでお腹を撫でられ、激しくかぶりを振った。

　最後に熱を受け止める場所を意識して疼く。ここにたくさん、注いで欲しい。

「フィル様……。中に、出して……っ！」

「エル……っ」

　言葉でもねだれば、サフィールはエルメリッドの華奢な身体を乱暴に揺さぶった。

　エルメリッドは暴れ馬に跨ることはもちろん、乗馬の経験さえもない。振り落とされないよう腕を掴んだ。けれど指に力が入らない。下からの激しい突き上げになすすべもなく翻弄される。

「ひゃう……っ！　だめ……あっ、あぁっ……！」

　先端を最奥に押しつけ、サフィールは絶頂に震える胎内へと精を注ぎ込む。

「熱いの、いっぱい出て……っ」

　彼の場合は三週間お預けをされていたのだ。そのうえで散々手淫や口淫を受け、煽るだけ煽られればどろりと濃い精液が大量に放たれるのは無理もなかった。

　眉根を寄せ、欲情を解放するサフィールの端正な顔を陶然と見下ろす。女性として、妻として愛される歓びがエルメリッドをより深い絶頂に導いた。

「また、いっちゃ……、ぁ……！」

　サフィールの上に倒れ込んでも逃げ場にはならず、熱い塊を叩きつけられて歓喜に震える。動けない中、蜜壺だけが本能に従って精を全て搾り取ろうと健気にうごめいた。

「あ……。ふぁ……」

「はっ……」

　物音の消えた部屋に荒い呼吸が広がる。力尽きてサフィールの胸の上に、繋がったまま身体を預けた。髪から背中へと撫でてくれる手の優しさが心地いい。目を閉じ、甘えるように肩口に頬を寄せた。

　エルメリッドが取り決めた〝管理〟もこれで終わりだ。次は約束通り、〝我慢できた時のご褒美〟をサフィールに与えなくてはいけない。

「──エル」

　名前を呼ばれて顔を上げると、解き放たれた獣のような強い光を湛えた瞳と視線が重なる。今までの行為はエルメリッドの望むようにしてくれていただけで、彼が望むままにしたいことはもっと激しい交わりだと物語っていた。

「うつ伏せになって、その淫らなお尻を僕に向けて高く掲げてみせて」

「っ、ん……」

　精を注がれた余韻に浸る間もなく、今度はサフィールが命じる。

　エルメリッドは言われるまま、けれど大きな絶頂を迎えたばかりで力の抜けきった身体をのろのろと動かした。

「ふぁ……っ！」

　なおも自らをしっかりと貫く楔を引き抜く動作でも、当然のように気持ちいい場所は刺激される。腰を揺らして再び奥に迎え入れてしまいたい淫らな衝動を抑え、その大きな得物が身体から離れるその瞬間にも切ない悲鳴があがった。

　まずは四つん這いの体勢でうつ伏せになる。

「両手を、後ろに回して」

　新たな命令を受け、ゆっくりと肩をつく。

　肘を曲げた状態で両手を背中に回すと手首の辺りに柔らかな布が絡みついた。おそらくはサフィールが着ていたガウンの腰紐だろう。きつくない程度に縛り上げ、エメリッドがそうしたように魔力を注いで固定する。

「痛くない？　エル」

「平気……です」

　彼の性質そのままに凛とした魔力に束縛され、エメリッドの中に言いようのない感情が芽生えた。

　むしろ、もっときつくてもいい。これが被虐心というものなのだろうか。エメリッドを離すまいとサフィールの執着心が魔力を通して流れ込み、身動きできない状態が逆に甘い疼きを呼び起こした。

　それからできる限りお尻を高く上げれば、途端に足のつけ根からふとももへ熱い液体が滴った。びくりと腰が跳ねる。サフィールの手がお尻を掴み、柔肉を左右に開かせた。

「ふっ、ぁ……！」

　秘められた場所を強引に曝されて背中がのけぞった。

「やっぱり灯りを落とせば良かった？」

　エルメリッドは咄嗟にかぶりを振った。半ば意地になっての反応さえも見抜かれている。

　恥ずかしい。でも身体中に切なさが満ちて胎内がうごめく。蜜口がひくつきながら新たな蜜を潤ませ、より深い繋がりをねだった。

「可愛い妻である君の為に、せっかくの蜜月旅行中なのに三週間も禁欲生活を送ったんだよ。なのに零すなんてエルは悪い子だね」

「ごめん、なさい……」

「ほら、エル。僕の子供を産んでいいのは──僕が世継ぎを産んで欲しいのは君だけだ。だから三週間我慢させた子種をたくさん注いで身籠らせて下さいって、可愛い妻らしくおねだりして」

「私、だけ……」

　サフィールの言葉に、こんな状況にありながらも胸がときめく。

　王太子の義務として世継ぎは作らなければならない。そしてサフィールは、エルメリッドに産んで欲しいと言ってくれた。

「フィル様のご寵愛と大切な子種を……エルメリッドだけに、たくさん注いで……身籠らせて下さい……」

「いい子だね」

「ひ、ぁ──！」

　柔らかく開かれた胎内へ再び屹立が収められる。

　先端が張り出した形状は媚肉を抉り、エルメリッドの快楽をいとも簡単に引き出す。

　そして同時に、掻き出すことに適した形状であるということは、その中に満たされたものも掻き出してしまうということだ。サフィールが動く度に一度目の交わりでたくさん注がれた、〝三週間我慢させた濃い精液〟がエルメリッドの愛蜜と混じり合って泡立つ音を立てながら掻き出される。

「僕が動くと子種がエルの中から零れてしまうから、いっそのこと動かない方がいいのかな」

「や、ぁ……っ！　フィル様、フィル様の大きいので、めちゃくちゃにして……っ」

　サフィールが動きを止めたところで、はしたないエルメリッドは自ら腰を揺らしてねだってしまう。両肩をベッドにつき、不安定な姿勢で腰を振る様はより本能的で淫らに思えた。

　でも本能がサフィールの寵愛を求めているから、欲しがる気持ちを止められない。

「エルは僕にめちゃくちゃにされたいだけなの？」

「フィル様、の……お世継ぎも……」

　自分が果たすべき役割も分かっている。

　ただエルメリッドはサフィールからの寵愛も快楽も子種も、全部欲しかった。

「今日はここを愛でてあげてはいなかったね」

　しなやかな指が足のつけ根に伸び、ここ、の意味を悟る。

　鋭く息を呑み、同時に愛でられる期待で新たな蜜が潤んでしまう。どろどろに熱く蕩けたぬかるみに忍ぶ指は、ひっそりと慎ましく息づく蕾を迷いなく捕らえた。蜜に指を取られ、滑らせながらも慣れた手つきで包皮を剥き、曝け出された敏感な蕾にそっと触れる。

「ふあぁ……っ！　ああああっ！」

　途端に甘く強い快感が全身を駆け巡り、耐えきれずに悲鳴にも似た啼き声があがった。

　下腹部が切なさを訴えて足の力を奪って行く。けれど支えるサフィールの手が、胎内を穿つ熱の楔が、くずおれることを許さなかった。エルメリッドは快楽をどこにも逃がせずにただひくひくと内ももを震わせる。

「ん、エル……。きゅうきゅう締めつけて……そんなに気持ちいい？」

　耳元で優しく囁かれて何度も頷き返す。

　その声ですらエルメリッドの快楽を煽って止まない。

　サフィールを三週間焦らし、煽った結果、今度はエルメリッドに返って来ていた。気持ちがいいかと聞かれれば素直に気持ちいいと答える。嘘をついたところで身体そのものが正直に答えているのだ。偽る理由はどこにもなかった。

「あっ、ん……っ。だめ、いっちゃ……っ。気持ち、ぃ……」

「ん、気持ちいいね、エル。──ここに触れたら、すぐいっちゃったね」

　そう言ってサフィールは指の腹で蕾をこすりあげながら、もう片方の手でエルメリッドを包み込んだ。

　細身ではあるけれど、しなやかな筋肉のついた身体に後ろから抱き締められたエルメリッドは歓喜に喘ぐ。

「フィ……、様……。あっ、ん、好き、好き……っ！　フィル様ぁ……っ」

「愛してるよ。僕の可愛いお嫁さん。ずっと抱いていたい」

　肩越しに見やれば甘やかに見つめる青い目がすぐ傍にあった。

　伸ばされたサフィールの手が髪を撫で、耳をなぞり、頬を滑る。愛おしむ仕草に声にならない声がこほれた。

　もっと愛して欲しい。

　訴えるように身動ぎすると唇が重なった。

　すぐに舌が差し込まれ、熱い咥内を蹂躙する。お互いの唾液が、蜜と精液が混じり合う音とが絡み淫靡なハーモニーを奏で、響かせた。

「ん……。ん、ふ……っ」

　奥深くを抉られて唇が離れると、もう一度、と喉を逸らせて口づけをせがむ。どうせすぐに快楽を抑えられなくて離れてしまう。それでも求めるとサフィールは嬉しそうに目を細めて与えてくれた。

「エル。僕だけの雪鹿」

　その言葉に、エルメリッドの心の中にずっと空いていた小さな隙間が塞がれるのが分かった。

　──そう。そうだったのだ。

　出会って二度目の冬、あの冬にサフィールが本当に狩ろうとしていた雪鹿はエルメリッドだった。

　そして今、獣の交わりの体勢で貫かれ、狩られている。嬌声をあげながら肢体を差し出し、柔らかな場所に快楽の牙を突き立てられてひたすらに貪られる。

「だめ、も……だめ……っ！　あ、ぁ──！」

「僕の子を身籠って、産んでくれるね？」

　エルメリッドはシーツに顔を埋め、四肢を震わせた。

　二度目の熱を最奥に注いだ切っ先が、今度は一滴も零させはしないとばかりに穿つ。

「あ……。ひ、ぅ……っ」

　雌を孕ませようとする雄の動きにエルメリッドは喘いだ。交わりは終わったはずなのに自らも腰を揺らし、与えられた精を奥に導く。お腹が熱い。熱そのままに吐息がもれた。

　ゆっくりと熱杭が引き抜かれ、身体が離れて行く。隘路を割り開く大きなものがいなくなる寂しさに抗って残された力で食い締めるも、叶わなかった。ぐぷり、と重い感触だけを残して、今夜二度目の喪失感がエルメリッドの中に広がる。

　両腕の拘束が解かれて自由になった。けれどもすぐには動かせずにいる。労わるようにさすられ、深く息を吐いた。

「痛みはある？」

「大丈夫、です……」

「エル、まだ足りない。まだ抱きたい」

「あ……で、でも」

　先程の獣のような激しい交わりでエルメリッドは貪り尽くされている。

　いやなのではなく疲れ果てた為に色よい返事ができないエルメリッドを仰向けに寝かせ、サフィールは覆い被さった。

「しなくてもいい我慢をした対価は、僕の欲しいもので支払って」

「フィル様の、欲しいもの……？」

「僕はいつだってエルだけが欲しくて、たくさん触れたいよ」

　未だ勃ち上がった得物で一息に奥まで貫き、オイルに濡れたふくらみを両手で包み込んだ。手指で味わうようにじっくりと揉みしだき、その頂上に色づく桃色の突起を指でつまむ。

「ここも、いつもなら真っ先に可愛がってあげる場所なのにずっと触れられなかった」

「あっ、あ……！」

「いい子だね、エル。まだ中もちゃんと良く締まる」

　そうして硬く尖った乳首の片方を口に含んだ。濡れた舌先が触れただけで、エルメリッドは浅い快楽に身体を震わせて啼き声をあげる。

　自分でこすりつけたりするよりも、サフィールに触れられる方がずっとずっと気持ちがいい。身体中がそれを証明するように鋭い反応を示した。

「だ、め……。舐めちゃ……！」

「どうして？　エルもさっき舐めてたから、口にしても問題ない成分だろう？」

「ひぁ……。あっ、ぁ……」

　舌と指に転がされたり押し潰される度、もう限界のはずなのに無意識に腰をくねらせてしまう。波打ち際を歩いていて予想外の波で足が濡れて驚くように、不規則な動きで屹立に胎内をこすられる度、ひくんと背中がのけぞった。

　これ以上ないほど高まりきった乳首を吸われたり舐められたりすると、ちゅぱ、ちゅく……と音が響く。サフィールへの愛撫で立てた音を逆に立てられ、羞恥と快感がエルメリッドの中で絡み合う。

「フィル、様……っ。待っ、て。音……立てないで……っ」

「いつもと同じようにエルを愛でてるだけだよ」

「ち、が……。そんな、ことない……っ」

　見え透いた嘘だ。エルメリッドは首を振って否定した。サフィールは絶対にわざと音を立てている。情欲を煽る為にエルメリッドがそうしたから、意趣返しだ。意図を分かっていても、エルメリッドの身体は官能を拾う。

「エルの中は気持ちよすぎて、動かなくても持って行かれそうになる」

「わた、し……も……っ。フィル様が、いっぱいなの……好き……」

　乳首を指と舌で愛でるサフィールの背中に両手を回して縋りついた。

　優しくて穏やかな、一つに繋がっているだけのことでも幸せで、気持ちいい。

　けれども段々、中をかき混ぜて欲しくもなる。エルメリッドの腰が上下に揺れた。最初はぎこちない動きをしていたのが、次第に速度が上がった。

「自分から欲しがって、可愛いね」

　囁きに頬が染まる。三度目の交わりに消極的だったのに求めるなんて、ふしだらだと思われただろうか。でも今夜見せた様々な痴態を思えば、今さらだ。

「もう大丈夫なら、動くよ」

「あ、ぁ……っ。ひぁ……っ、ぁ、あ──！」

　がつがつと奥を穿たれ、もう何度目か分からない絶頂へと押し上げられて行く。なのに動きを合わせ、あともう少しでいちばん高い頂に登りつめようかというところでサフィールは止まってしまった。

　エルメリッドは涙の潤む翠色の目を見開いた。清廉な雫をぽろぽろと零しながらサフィールを見上げる。

「ど……して……。フィル様、やめちゃ、やぁ……」

「あんなに気持ち良さそうに何度もいったのに、まだ足りないの？」

「いじわる……。一緒に気持ちよく、なりたいの……」

「繋がってるだけじゃ気持ちよくない？」

　頬を伝う涙を拭う仕草も、見つめる青色の瞳も、話しかける声音だってとても優しいものなのに言葉だけが優しくない。

　エルメリッドは小さくしゃくりあげた。めちゃくちゃにして欲しいだけじゃないと伝えたばかりだ。大きな絶頂の一歩手前で行き場をなくした熱が身体の中で暴れ回って壊れてしまいそうになる。

　身体に力が入るなら再びサフィールを組み敷いて跨り、今度はもっと激しく淫らに腰を揺らしてしまうのに。

「フィル様、おねが……。ぁ……」

「いきたい？　たくさんいったのに、またいかせて欲しい？」

「ぁ、ん……っ。いきた……フィル様、いかせて……」

　おねだりをさせられ、どちらが管理されているのか分からなくてもエルメリッドは口にせずにはいられなかった。

　この熱を鎮められるのはサフィールだけだ。限界まで高め、鎮めて欲しい。

「エル、焦らすっていうのはね、こうやってやるんだよ」

　サフィールの目が愛おし気に細められる。

「身体で、ちゃんと覚えた？」

「ひ、ぁ……っ。ん、覚え、覚えたの、だから……っ」

「エルは最高に可愛いお嫁さんだね」

　頷くエルメリッドの額に口づけ、再びサフィールは動きはじめた。腰を支えてエルメリッドの逃げ道を塞ぎ、快楽を刻みつける。熱杭で柔らかな媚肉のひときわ弱い部分を容赦なく抉られ、奥底が切なさに喘いだ。

　サフィールは魔力なんて使っていないのに目の前に青銀の光がちかちかと瞬く。何も、見えなくなる。

「あっ、あ、ぁ……っ！　フィル、様……。あぁ……っ！」

　そして三度目の吐精を胎内に受けたエルメリッドは、とうとう意識を失ってしまったのだった。




　エルメリッドが目を開けると、部屋の灯りを落とされているのか薄暗い。

「フィル様……？」

「ん、エルのすぐ傍にいるよ」

　不安になってサフィールを呼ぶ。傍にいるとの言葉通り近くから声が聞こえた。招待中にも拘わらず激しく何度も求め合った後で二人寄り添って微睡む。

　身体もシーツも、すでに魔法によって綺麗な状態に戻されている。サフィールが着せてくれたのかガウンを身に着けてもいた。

　エメリッドとしては寝乱れたままで、二人の仲を王女にもっと思い知らしめたい気持ちはあった。でも、それはさすがに一国の王太子妃の取る行動には相応しくないと自覚もある。

　もしかしたら睦み合ったかもしれない。

　そう疑わせるだけで十分だ。

（それに──）

　エメリッドは優しく抱き込んでくれているサフィールの頬に手を伸ばして触れた。

（さっきのご寵愛で、フィル様の血を継ぐ御子がきっと宿ったもの）

　おそらくは同じ予感をサフィールも抱いたはずだ。







「王女殿下に、ぜひご覧になっていただきたいものが」

「まあ。何かしら」

　ルーリィも交えた席での朝食が終わろうかという頃、サフィールが改まった様子で口を開いた。

　サフィールは丁寧に折り畳まれたハンカチを胸ポケットから取り取り出すと、手のひらに乗せて包みを開く。

　中から現れたのは、黒ずんだ小さな塊だった。エルメリッドは声にならない声をあげて目を見開く。子供の頃によく似た物を見た覚えがあるからだ。

　王女にもよく見えるよう、何もない中空に魔法で拡大して映す。間違いない。銃弾だ。

「発射された後の銃弾でしょうか……？　これが一体何か？」

　ルーリィは首を傾げた。エルメリッドもまた、何故この場で見せたのか意図を掴めずに傍らのサフィールを見上げる。

　サフィールは中空への投影を消し、銃弾を再びハンカチに包み直してポケットにしまった。

「こちらは近年、私の妻の実家を悩ませている密猟者たちが撃ったと思しき銃弾です」

　一瞬、王女が表情を変える。

「密猟者だなんて……。心ない者の悪行にエルメリッド妃殿下だけでなくディノーシア侯爵家の方々はさぞ心を痛めておられるのでしょうね。胸中お察し致しますわ」

　気遣わしげな言葉にエルメリッドは会釈で答えた。サフィールの邪魔になることはしたくない。自領に大きく関わることだ。何気ない会話をきっかけに、話をすり替えられてしまいそうで怖かった。

　テーブルの下でサフィールがそっと手を握ってくれる。エルメリッドはこれ以上ない勇気を得て、まっすぐに顔を上げた。妻の様子を確認し、サフィールは話を続ける。

「王女殿下もご存知の通り、我がジエルユースは魔法国家です。銃を撃つ時は必ず、誰が撃ったか調べがつくよう魔力を込めた銃弾を用いることが法で定められています」

「もちろん友好国家ジエルユースでの取り定めは存じ上げております。ですが、それを今わたくしにお話しいただく理由までは理解致しかねますわ。どのような意図があってのことでしょうか」

「これは魔力を込めることのできない銃弾です。我々よりも王女殿下の方が馴染みのある物では」

　そこでようやく、エルメリッドはサフィールの言わんとするべきことを悟った。

　ジエルユースとラジウルでは流通している銃が違う。つまり、ラジウルで作られた弾丸だと言外に告げているのだ。

「殿下は、わたくしたちが侯爵家の領地を脅かす密猟者たちと通じていると仰りたいの？」

「あくまでも、現時点で考えられる可能性の問題をお話ししているに過ぎません」

　ルーリィは美しい顔を引きつらせた。

　密猟者と通じているなどと不名誉極まりない事実を並べられたことを侮辱と受け取った怒りによるものなのか、あるいは探られると痛む部分に触れられた焦りからの表情なのかは分からない。エルメリッドは黙って、サフィールの言葉を聞きながら自分の目でも懸命に見極めようとする。

「このようなことを申し上げたくはありませんが、ジエルユースの民が我がラジウルで購入し、持ち込んだ物という可能性だって大いに考えられるではありませんか。密猟なんて悪事に手を染めているのですもの。違法な手段はいくらでも取れるのではなくて？」

「──そうですね」

　声を荒げるルーリィとは対照的に、サフィールは冷静に頷いた。

「ですが、王女殿下はご存じないようですので補足を致しましょう。仮に魔力を持つ者が魔力を通さない銃を撃った場合でも形跡自体は弾丸に残るのです。ただ個人の特定ができなくなるというだけで」

「まあ、そうでしたの。ではその特性を逆手に取り、魔力の痕跡を残さないように細工することも──」

　ルーリィは勢いづくも、最後まで言葉を発せられなかった。

　サフィールを取り巻く空気の温度が、そうと分かるほど下がっている。

「王女殿下が仰るような細工をして私の目を欺いているのであれば、私よりも強い魔力を持つ人物が我が国内や周辺におり、なおかつ犯罪行為に加担しているというひどく厄介で危険な状況にあるということになります」

　サフィールが所有する魔力の多さはジエルユース史上でも稀だ。そんな彼を出し抜けるほどの魔力量を誇る人物は確認されていない。裏を返せば逆に正体を明かすも同然であり、ジエルユースや魔法国家の民ではありえないと言外に告げる。

　失言に気がついたのかルーリィは咳払いを一つ挟んだ。

「では、ディノーシア侯爵家に害をなす不届き者が誰かは分かりませんのね」

「あいにくとそこまでの調べがついておりませんが──」

　サフィールはルーリィの反応を窺うように一度言葉を切った。

「今後とも密猟者たちが我が妻の領地を脅かすことがあれば、我々ジエルユース王家はこの銃弾を証拠品として国際条約連盟に助力を仰ぎ、導き出された結果によっては裁量を下されるよう申し立てるつもりはあります」

　国内だけの問題として留めず、国際条約連盟にまで話を持ち込むということは、先に述べた言葉とは逆に十分な証拠を持ったうえで調べはついているということだ。ただ、出方によっては目を瞑ってもいい。サフィールは国王ではなく、王女相手だからこそ通用する圧力をかけていた。

「殿下の仰りたいことは理解致しました。我がラジウル王家とて密猟者の存在を許すわけにはまいりません。有事の際は喜んでご協力することを、父である国王に変わってわたくしがお約束致しますわ」

「我々夫婦の友人たる王女からの心強いお言葉、妻ともども心より深く感謝の意を」

　わずかに表情を歪ませる王女に向けて柔らかな笑みで告げると、サフィールはエルメリッドを促して席を立った。




「フィル様……ありがとう」

　人に聞かせたくない話なのもあり、客室に戻ってからエルメリッドはようやく口を開く。お礼の言葉に、けれどサフィールは首を振って見せた。

「礼には及ばないよ。ディノーシア侯爵家の領地で密猟を企てる組織はとうに壊滅させてあるしね」

「え？」

「君と行った湖で密猟者の二人組を捕まえた後、背後関係も調べて手を打ってある」

「では……八年も前のことを、どうして今」

　そんなに前から解決しているのなら、話を持ち出す必要はなかったはずだ。

　事情が分からずに尋ねるとサフィールは神妙な面持ちで答えた。

「密猟者たちの素性は分かっても、ラジウルの王族がどこまで関わっているかは分からなかった。少なくとも一部の貴族間に出回っていたのは間違いない。希少な雪鹿には、食せば望む物を得られる神獣の血肉という信仰があるそうだよ」

「それで密猟を……？」

「おそらくはね」

　エルメリッドは信じられない思いでサフィールを見上げる。

　雪鹿は確かにディノーシア侯爵領に住む人々にとっては女神に遣わされた存在だ。だけどそんな言い伝えはないし、不当に命を奪われる理由にはならない。

　自分勝手な行動に胸が痛む。

　サフィールはエルメリッドを抱き寄せると優しく頭を撫でた。

「でも、ここ数年の流れで確信した。ラジウルの王家が僕との婚姻を進めたかったいちばんの理由は、ジエルユースを訪れる理由が欲しかったからだ。彼らが本当に狙っていたのは君の父上の領地だったんだよ」

「父の……領地を」

　ただ言葉を繰り返す。

　慰めるようにサフィールの唇が額に押し当てられた。

「ラジウルの国王陛下にも、僕たちがジエルユースに帰った辺りで手紙が届く。その前に王女の口から聞かされるだろうけどね」

「それなら、こうしてラジウルに立ち寄ったのは」

　王女が密猟者の存在を知っていたとしても、命じたのは国王であって王女自身が密猟に深く関与していたとは考えられない。おそらくは一切の権限すら持たないのに話す必要性は全くなかった。

　それに──国王が父の領地を密かに欲していたとしても、王女は自らの感情や意思でサフィールを慕っていたように思う。だからエルメリッドの兄ではなく、サフィールとの婚姻を望んだのではないだろうか。

　どんな理由だったとしても、エルメリッドはサフィールを誰にも渡したくはないけれど。

「言っただろう？　君のお願いを叶えたなら僕のお願いを叶えて欲しいって」

　視線を合わせてサフィールは微笑む。

「君を傷つける存在に、君の前で報いを受けさせたかった。君を傷つけたらどうなるか、僕がどうするかを知って欲しかった」

　想像していたよりも遥かに重く強い愛情にエルメリッドは息ができない。

　空気を分け与えるようにサフィールが唇を塞ぐ。

　お腹の奥が甘く痺れた。

　サフィールの首に両手を回して縋りつき、口づけに夢中になる。

（どうして、気がつかなかったのかしら）

　〝フィル様〟も〝王太子サフィール〟も、エルメリッドだけのものなのだ。







　ジエルユースに戻って約三か月後、王太子妃懐妊のおめでたいニュースが発表され、国内はお祝いムードに包まれることになる。

　そして、自らサフィールに報告したエルメリッドは聖母のような慈愛に満ちた表情で告げたのだ。




「また、フィル様のお身体は私が管理致しますわ」







あとがき








　初めまして、瀬月せづきゆなと申します。

　「王太子夫妻の新婚蜜夜は淫らに甘く　～清廉殿下の××は管理させていただきます～」

をお手に取って下さりありがとうございます。




　こちらはヒーローのことが好きで仕方ないヒロインがたくさん嫉妬して、独り占めしたいと願うあまりにヒーローの射精管理までしてしまう……と言ったお話です。

　積極的なヒロインは書いていて楽しかったので、皆様にも少しでも楽しんでいただけましたら嬉しいです。




　初めての書き下ろしで右往左往するばかりの私を優しくご指導下さった担当様、可愛くてドキドキする表紙イラストをご提供下さったあらいてるこ先生にも感謝の気持ちでいっぱいです。




　このような素敵な経験をさせていただき、本当にありがとうございました。

　また別の作品でもお目にかかれましたら光栄です。






瀬月ゆな
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２０１７年11月からＷＥＢ小説投稿サイトで活動をはじめる。初恋を拗らせて執着する王子様ヒーローがとにかく好きです。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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